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第77図  5号土坑上層出土遺物実測図 (3)
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が見られ、内面は84が粗いハケメ、85が指押さえ、87・ 88はナデである。87は 口縁が歪んでおり、

扁平になっている。

97は九瓦である。両端部を欠損しているが、幅は13.Ocmで ある。凸面はナデで、凹面は布目の上

にハケメが見られる。焼成は須恵質である。

0                     1 0cm

第78図  5号土坑上層出土遺物実測図 (4)
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第79図  5号土坑上層出土遺物実測図 (5)
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下層の出土遺物 須恵器蓋杯・皿・高郭、土師器甕、焼塩壺が出土している。

第80図 98～ 103は須恵器杯蓋である。いずれも宝珠つまみが付 くもので、口縁端部が下方に僅か

に屈曲し断面三角形状をなしている。頂部には回転ヘラケズリ調整が見られるが、98・ 100～ 102は

頂部に回転糸切 り痕を残している。また、101の内面には墨が付着している。

104～ 106は郭身で、無高台のものである。いずれも口縁部が僅かに屈曲し体部が九みを帯びるも

ので、底部は回転糸切 りである。106の外面底部には大きく1字が墨書されており、「郡」と釈読で

きる。また、lo4は底部から側面の一部にかけて黒色付着物が見られる。

107～ 109は皿で、高台をもたないものである。いずれもやや外反する短い口縁をもっており、底

部の切 り離しは回転糸切りである。107の外面底部にはやや小さめに「井」と墨書されている。

110'111は 杯身で、高台をもつものである。HOはややタト傾、111は外反する口縁をもっており、

底部の周縁に高台が付 く。高台の内側は回転ヘラケズリ調整されている。

112～ 114は 高杯である。H2は不部の口縁端部が上方にやや肥厚 しており、脚部外面には「十」

状のヘラ記号が施されている。脚部はH2・ H4の 内面にしぼり目が見られる。

第81図 115。 116イよ杯蓋であるが、ともに小片であり、混入品と見られる。H5は輪状つまみが付

くもので、頂部には回転ヘラケズリが見られる。内面には墨が付着しており、磨滅していることか

ら、転用硯として使われたものと思われる。H6は端部が屈曲して直立する口縁をもつもので、頂

部は回転ヘラケズリである。

117・ 118は土師器奏である。いずれも「く」字形に外反する口縁部をもっており、117・ 118の胴

部外面と118の 口縁内面にはハケメが入っており、胴部内面はヘラケズリである。ともにタト面には

煤が付着している。

119。 120は焼塩重である。ともに下方に向かって窄まる砲弾形の器形をとるものと思われるが、

120は 口縁がいびつに変形している。調整は外面は指押さえ、内面はナデで、120は被熟し内外面の

下側が赤掲色になっている。

出土層位不明の遺物 須恵器蓋杯・皿・壺、焼塩壷などが出土している。

第82図 1211ま杯身で、無高台のものである。口縁部が僅かに屈曲し体部が九みを帯びるもので、

底部は回転糸切 りである。

122は皿で、高台をもたないものである。器高が低 く、やや外反する短い口縁をもっており、底

部の切 り離しは回転糸切りである。内面には墨が付着しており、転用硯と見られる。

123は杯身で、高台が付 くものである。外傾する口縁をもち、底部の周縁に高台が付 く。底部の

切 り離しは回転糸切 りである。

124・ 125は皿で、高台が付 くものである。124は外反する口縁部をもっており、底部の切 り離し

はともに不明である。124の高台の内側と125の内面には墨が付着しており、転用硯と見られる。

126・ 127は墨書のある小片である。126は郭蓋で回転ヘラケズリがあり、外面に墨書が僅かに残

る。127は高台のある杯身で、底部は回転ヘラケズリである。内面に墨書の一部が残る。

128・ 129は壺である。128は よく踏ん張る高台で、外面に「×」状のヘラ記号がある。高台の剥

離面には平行タタキが転写されている。129は小形壼の頸部で、内外面にしぼり目が残っている。

130は台形状を呈する用途不明品である。脚部は「ハ」字形に開き、頂部は器壁が薄くなるが塞が

っている。同様な形態のものは、時期は異なるが東出雲町渋山池古墳群 1号横穴墓などで出上して
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第82図  5号土坑出土遺物実測図
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おり、焼台形土器と称されている 0。

131～ 137は焼塩壺である。いずれも下方に向かって窄まる砲弾形の器形をとるものと思われる。

131～ 133は外面には指押さえ、内面はナデが見られ、134～ 137の内面には l cmに 8～ 9本と粗い布

目圧痕がある。また、132は 口縁外面に型作 りであることを示す縦方向の敷があり、内面下半は表

面が剥離している。

木製品 曲物・刀形代・斎串 。木簡の他、用途不明品がある。
第83図 138。 139は一対の曲物で、樹種はヒノキ属である。138は蓋で、破損して側板 (138-1)と

蓋板 (138‐2)に分かれている。138-1は 円形に曲げるため内面に斜平行にケビキを入れており、側

板の両端部を薄くし結合部分が厚 くならないようにする。結合孔は2孔ずつ 2段に設けられており、

樺皮で綴じる。138‐ 2は破損 しているが、 2孔ずつ 4ヶ所に結合孔が設けられていることが復原で

き、樺皮で蓋板と側板を綴じる。蓋板の上面には利器による傷が顕著に残っている。

139は 身で、一部変形している。側板は両端部を薄くし結合部分が厚 くならないようにする。結

合孔は 2孔づつ 2段に設けられており、樺皮で綴じる。底板と側板は 5ケ所で木釘で止められてい

る。底板と側板の一部には漆が付着している。

138-3と 139-2は 曲物を図上で復原したもので、1381ま側板径 16.6cm。 蓋板径 17.4cm。 高さ5.4cm、

139は径 18 0cm・ 高さ3.3cmに復原できる。

147は刀形代で、樹種はヒノキ属である。長さ44.5cm。 幅2.4cm。 厚さ0,6cmで、基部は利器を入れ

意図的に折られている。刃は切先部分にのみ付けられている。

148は斎串で、樹種はスギである。先端を尖らせたもので、基部は焼損 している。長さは21.2

cm。 幅0.9cm・ 厚さ0.7cmで ある。

140。 145'150は用途不明の部材で、樹種は145がスギである。140は長さ42.9cm・ 幅3.6cm・ 厚さ

1,Ocmほ どの板材で、 lヶ所に長さ2.lcm・ 幅1.6cm。 深さ0.4cmの浅い到 り込みを設け、その隅部 2ヶ

所に小さな孔を空けている。145は 3分の 1を欠損するが、復原すれば長さ18.Ocm・ 幅6.9cm・ 厚さ

1.3cmで ある。 4ヶ所に長方形孔、中軸上の 3ヶ所に円孔が穿たれており、中央には長さ6.6cm・ 幅

5.Ocm・ 深さ0.5cmほ どの長方形割込みもある。13は蒲鉾形に成形された材の端部に長方形突起を加

工したものである。長さは14.lcm。 幅4.9cm・ 厚さ3.4～ 3.9cmで 、長方形の突起部は長さ5。 lcm・ 幅2.9

cm。 厚さ1.3～ 2.lcmで ある。

141～ 144は長方形の薄い板材 。146は厚い板材である。144は両端が欠損するものであるが、片側

の端部付近に漆が付着している。146は長さは7.Ocm・ 幅4.3cm・ 厚さ1.8cmほ どのもので、長辺の片

側が凸状に加工されている。

149・ 151～ 157は棒状を呈するものである。149は長さが現状で56,7cmと 長いもので、先端が尖っ

ている。151は長さ23.Ocm。 幅1,9cm。 厚さ1.5cmで片側が細 くなるように加工されている。152・ 153

は丁寧に面取 りされたもので、1531ま一部が焼けて炭化している。154は径 1.2cmほ どの円管状のも

ので、溝が刻まれている。155～ 157は細い棒状のものである。155は端部を丁寧に加工している。

156は一方の端部に利器を入れ折 り取つている。157は両端を斜めに加工する。

158は不定形な木片であるが、利器の痕跡が顕著で、 lヶ所に三角形状の孔が空けられている。

159は両端を尖らせた杭状のもので、長さは40.Ocm・ 径5.2cmで ある。

160～ 162は断面が不整な方形を呈する割木で、両端または片側が炭化した燃えさしである。
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第35図  5号土坑出土木製品実測図 (3)

第85図 163～ 1671よ木簡である。163は短冊型をした文書木簡で、樹種はヒノキである。先端は山

形に加工されているが、下端と右半分を欠損している。大きさは現状でも長さ54.4cmと 長く、幅は

1.7cm・ 厚さ0.9cmで ある。両面に墨書があるが、釈読できるのは表面のみで「□東殿出雲積大山

口□ 伊福部大□」、裏面は「□□ □ [ ]」 と3文字以上あることが分かる。

164は現状で長さ5,Ocm。 幅1.3cm・ 厚さ0.2cmの小片で、樹種はスギである。片面に3文字分の墨

書があり、「建部上」と読める可能性がある。165は現状で長さ13.3cm。 幅1.3cm。 厚さ0,2cmで、樹

種はスギである。両面に墨書があるが、下端には利器の痕跡があり折られている。釈読できるのは

表面の一部で「蘇□□」。裏面は2文字以上の墨書がある。166は現状で長さ9。 4cm。 幅1,4cm。 厚さ

0.3cmで、上端に切断痕があり、下端は欠損している。表面 3文字分、裏面 1文字分の墨書がある

が釈読できず、裏面にはハギトリ状の削りが見られる。167は現状で長さ9,9cm・ 幅0.8cm。 厚さ0.3

cmで、両側面が欠損し、下端は二次的に整形されて墨書が削られている。片面に3文字分の墨書が

あり、下端のものは「二」と読める可能性がある。

168は木製品に墨書されたもので、樹種はヒノキである。大きさは現状で長さ32.5cm・ 幅5.6cm。
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厚さ0.9cmで、基部は厚さ2,7cmで段になっている。表面に3行分の墨書があり中列の「四」と左列

の「□頁□頁」力WJ読できる。左列に対し中列の文字が反対方向から書かれていることから習書に

使われたものと見られる。

(14)6号土坑

遺 構  1区の中央南寄りで確認された土坑である。周辺の遺構との関係は、 1号建物跡身舎が

北 4m、 2号建物跡が東13m、 3号建物跡が東29m、 5号土坑が東41mである。 3号土坑と重複 し

ており、 3号土坑→ 6号土坑の順に営まれている。

6号土坑は、隅丸方形を呈 しており、南北1.4m・ 東西

1.3m・ 深さは0.74mで ある。埋土は基本的には 3層で、上

層より順に炭を含む黄灰色土・灰色粘質土 。暗灰色粘質土

が堆積 している。また、土坑の南壁沿いでは径 16cmほ どの

細い柱根が確認されている。

出土遺物 須恵器杯、土師器郭、九瓦がある。

第87図 1～ 3は須恵器杯で、高台が付かないものである。

丸みのある体部をもち、 1・ 3は口縁が僅かに屈曲する。

外面底部は回転糸切 りで、3には「平」と墨書されている。

4は土師器杯で、高台をもつものである。外傾する口縁

を有し、高台は底部の周縁に付 く。底部はヘラ切りで、内

外面に赤色顔料が塗布されている。

5は丸瓦である。行基式で、凸面は縄ロタタキの後、横

方向にナデ調整が加えられており、凹面には布目が残る。

端部は丁寧に面取 りされており、焼成は須恵質である。

＝
川
＼
―
．Ｔ

0        1m
|

l黄灰色土層(炭を合む)    3暗灰色粘質土層(炭を僅かに含ω
盗灰色お質土層(炭を僅かに合む) 4皓青灰色粘質土層

第86図  6号土坑遺構実測図

一一一一
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第87図  6号土坑出土遺物実測図
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嫁
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(15)7号土坑

遺 構 3区の南東で確認された土坑である。同時期の周辺遺構との関係は、 4号建物跡身舎が

北東 4m、 15号土坑が北東23m、 8号土坑は東4.2mで平行に並んでいる。

7号土坑は南北方向の延びる浅い土坑で、南側は未調査である。大きさは南北 4m以上 。東西

1.2～ 1.7m・ 深さは0.lmで、横断面形は浅い皿状を呈している。埋土は基本的には 1層で、えを含

む灰褐色土層、北側では部分的に責灰褐色土層を間層として挟んでいる。

出土遺物 土師質土器杯がある。

第89図 1～ 4はイで、足高高台が付 くものである。 lは全形が分かるもので、やや外反する口縁

部をもっており、底部切 り離しは回転糸切りである。 2は口縁と高台部分を欠損するが、底部はヘ

ラ切りの可能性がある。 3・ 4は足高高台をもつ底部の破片で、 3は高台がやや低い。

5～ 7は杯で、高台をもたないものである。 5はやや外反する口縁、 6・ 7は外傾する口縁をも

っており、底部の切 り離しは回転糸切りである。

よ藝疾落目土離を少し合0
-- 3暗 灰褐色土層 (炭・土師質土器を多く含む)
4灰褐色土層 (炭を少し合む)
5暗黄灰掲色土層 (炭・奈良時代遺物含む)_

②

コ穂康7
↑   馬

lΦ ttd

o                    2m

第88図  7号 。8号土坑遺構実測図
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第89図  7号土坑出土遺物実測図

(16)8号土坑

遺 構 3区の南東で確認された土坑である。同時期の周辺遺構との関係は、 4号建物跡身舎が

北4.5m、 15号土坑が北東20.5m、 8号土坑は西4.2mの位置に平行に並んでいる。

8号土坑は南北方向の廷びる土坑で、南側は未調査である。大きさは南北3.2m以上 。東西0,8～

1.2m。 深さは0.4mである。横断面形はU字形を呈しており、隣り合う7号土坑と比較するとしっ

かり掘 り込まれている。

埋土は3層 または4層で、基本的には上層から順に炭を含む黄灰褐色土、炭・土師質土器を多く

含む暗灰褐色土、炭を少し含む灰褐色土が堆積している。最上層のえを含む黄灰褐色土 (2層 )は

南側の トレンチ部分では西に大きく広がっており、 7号土坑の埋上である灰掲色土 (4層 )を切つ

ている。したがって 7号土坑と8号土坑には前後関係があり、 7号土坑→ 8号土坑の順に営まれた

ものと考えることができる。

出土遺物 土師質土器郭・皿、須恵器郭・壺、緑メ由陶器椀がある。

第90図 1～ 6は土師質土器杯で、足高高台が付 くものである。 1～ 4は直線的に外傾する口縁部

が残っており、日径は 1・ 2がそれぞれ12.2cm。 12.4cmであるのに対 し、 4は 15.Ocmと 大きい。底

部切り離しは 1・ 3～ 5が回転糸切 りである。

7～ 17・ 19は郭で、高台をもたないものである。口縁は直線的に外傾するものが多いが、19はや

や外反している。口径はH～ 12cm前後のものが多いが、10。 19はそれぞれ12.9cm。 13.Ocmと 一回り

大きい。底部の切り離しは回転糸切りがほとんどであるが、15はヘラ切 りである。また、Hの内外

面には緑色顔料が塗布されている。

18は皿である。口径は12.Ocm・ 器高は1.6cmと 低い。底部の切 り離しは不明である。

20・ 21は杯で墨書がある。20は 回転糸切 りのある底部で、外面に「御」と墨書がある。21は郭の

体部で、外面に2文字分の墨書があるが判読できない。

24・ 25は須恵器杯で、前者が口縁部、後者は高台付きの回転糸切 り底である。焼成は不良で、色

調は灰白色を呈している。
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第90図  8号土坑出土遺物実測図
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26は須恵器壺肩部である。外面には斜行刺突文が施されており、回転ナデ調整されている。内面

には墨が付着しており、壺肩部の破片を硯に転用したものと見られる。

22・ 23は緑釉陶器椀の口縁部小片である。ともに口縁端部が外反しており、23は体部タト面に稜が

付 く稜椀と呼ばれるものである。内外面に淡緑色の釉がかけられており、胎土は緻密で灰白色を呈

している。京都産である。

(17)9号土坑

遺 構 3区の中央部で確認された不整形な浅い落ち込みである。周辺遺構との関係は、 3号建

物跡の北側にほぼ接 し、 1号建物跡が西23m、 2号建物跡が西17m、 4号建物跡が東1lm、 5号土

坑は東3.51nに位置している。

9号土坑は南北方向の延びるもので、南北70m。 東西2.2～ 3.2m・ 深さは0.2mで ある。埋土は 3

層または4層で、上層から順に灰色粘質土、炭化物を含む暗灰色粘質土、灰色粘質土または明灰色

粘質上が堆積している。

出土遺物 須恵器蓋杯・皿・高郭 。短頸壼・鉢・硯

がある。

第92図 1・ 2は杯蓋である。1は輪状つまみをもち、

日縁が屈曲して直立するもので、頂部には回転ヘラケ

ズリが見られる。 2は 口縁を欠損するが、大形の蓋と

見られ、宝珠つまみが付いている。頂部は回転ヘラケ

ズリである。

3～ 6は杯で、無高台のものである。 3～ 5はいず

れも体部が九みを帯びるものであるが、 3は 口縁が短

く屈曲して端部が外反するのに対し、 4・ 5は僅かに

くびれる程度である。底部の切 り離しは回転糸切 りで

ある。また、 6の内面には墨が付着している。

7～ 10は皿で、無高台のものである。 7～ 9は外反

する短い口縁をもっており、底部切り離しは回転糸切

りである。 9。 10の底部外面には墨書があり、 9に は

大きく「館」と書かれているが、10は判読できない。

また、 7の内面には墨が付着しており、転用硯として

使用されたものと見られる。

11～ 13は皿で、高台が付 くものである。12はタト傾す

る口縁を有しており、H。 13の底部は回転糸切 りであ

る。13は内面に 1字分のヘラ書き文字があるが判読で

きず、外面底部は墨が付着していることから転用硯と

されたものと見られる。

14は高郭である。杯部外面には回転ヘラケズリが入

り、脚部には透孔の一部が残っている。

80m
一

         

一

1灰色粘質上
2暗灰色粘質土 (炭化物含む)
3灰色粘蜃土 (第性強い)
4皓灰色粘質土 (粘性弱い)

o             2m

第91図  9号土坑遺構実測図
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15'16は 壼である。15は底部に低い高台が付いており、静止糸切 りである。16は小形短頚壷で、

短く直立する口縁をもつ。肩部には 2本の沈線とその間に4つの方形透了しが設けられている。底部

には低い高台が付いており、切 り離しは静止糸切 りである。胴部下半には回転ヘラケズリが見られ

る。類品が玉湯町蛇喰遺跡 0にあり、水滴として使用されたものとも考えられる。

17は硯の脚部である。よく踏ん張る脚部の外面に突帯が 1条が付けられている。突帯の上に長方

形透孔が並んでおり、その間隔から24孔程度が想定できる。

18は把手付き鉢である。口径54.Ocmも ある大形品で、口縁が緩 く外反し、肩部下に面取りされた

把手が付 く。外面は平行タタキののち粗いカキメ、内面には同心円状の当て具痕が残る。

(18)10号土坑

遺 構 3区の中央部やや南寄りで確認された不整形な浅い落ち込みで、 5号建物跡P.5と重複し

ている。周辺遺構との関係は、 3号建物跡の内側にあり、 1号建物跡が西28m、 2号建物跡が西18

m、 4号建物跡が東10m、

5号土坑は北東 3mに位置

している。

10号土坑は東西方向を向

いてお り、南北 1.4m。 東

西2.9mで ある。平面形の

み確認しており、内部の調

査は行つていない。

出土遺物 須恵器蓋杯 。

皿・高杯 。長頸重がある。

0
0

第93図  10号土坑遺構実測図
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第94図 10号土坑出土遺物実測図
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第94図 1・ 2は杯蓋である。1は宝珠つまみをもつもので、外面頂部にヘラケズリが入つている。

2はつまみを欠くが、口縁端部が下方に僅かに肥厚するもので、タト面頂部にはヘラケズリが見られ

る。内面は磨減し墨が付着していることから、転用硯として使用されていたものと考えられる。

3は邦身で、高台をもたないものである。口縁が僅かにくびれており、体部は九みを帯びている。

底部はの切 り離しは回転糸切りである。

4・ 6は杯身で、高台をもつものである。高台は底部の周縁に付けられており、底部の切り離し

は回転糸切 りである。

5は無高台の皿底部と見られる。調整・底部切り離しは風化のため不明であるが、外面底部に墨

書があり、「一」と読める可能性がある。

7・ 8は皿で、高台をもっている。 7は九みを帯び内湾する口縁部、 8は外反する口縁部を有 し

ている。底部は 7は回転ヘラケズリの後ナデ調整をしており、 8は 回転糸切りである。また、 8の

内面には黒色の付着物がある。

9は高杯の脚部である。脚端部は下方に屈曲している。

10は長頸壼の頸部である。外面に2条の沈線が施されており、内面にはしぼり目が残る。また、

頸部と胴部の接合部が観察できる。

(19)13号土坑

遺 構 2区の北東側で確認された不整形な落ち込みである。周辺遺構との関係は2号建物跡は

その北側に接する位置にあり、1号建物跡が西 7m、 3号建物跡が北東10m、 4号建物跡が東29m、

5号土坑は北22mにある。柱根の残る 2区P.5・ P,6と重複 しており、13号土坑→P.6→P,Sの順に営

まれていることが明らかである。

13号土坑は、ここでは1つの遺構として取り上げる。しかし、後述するように遺物は古墳時代後

期のものと奈良時代のもので

構成されており、いずれも完

形品または遺存状態が良好な

ものであることから、 2つの

遺構が重複したものである可

能性が高い。検出されている

大きさは長さ2.8m。 幅2.Om

ほどである。

出土遺物 須恵器蓋杯・高

杯、土師器杯・皿がある。

第96図 1・ 2は古墳時代後

期の遺物である。1は杯蓋で、

口縁が直立し、頂部との境に

鈍い稜をもつものである。器

壁は厚手で、頂部には回転へ

ラケズリが施されている。

Ｅ
ヽ

∞

0                    2m

第95図 13号土坑遺構実測図
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第96図 13号土坑出土遺物実測図

2は高郭脚部で、 2方向に長方形透孔を 1段入れる。外面には沈線が 2条施されている。

3～ 10は奈良時代の遺物である。 3は須恵器高杯で皿状に広がる杯部を有しており、脚部は 3方

向に線状の透かしがある。郭部外面下半は回転ヘラケズリ調整である。4～ 6は須恵器杯身である。

4は高台が付 くもので、九みを帯びた体部をもち、底部は回転糸切 りである。内面中央には同心円

状の当て具痕が残っている。 5は高台をもたないもので、九みを帯びた体部をもち、日縁端部が僅

かに屈曲する。 6は回転糸切 り底の小片であるが、外面底部に「舘」と墨書がある。 7は皿で九み

を帯びた体部をもつ。外面底部は回転ヘラケズリで、内面は墨は付いていないが磨滅している。

8・ 9は土師器郭である。8は器高が高く口縁が外傾して立ち上がるもので、外面にヘラミガキ、

内外面に赤色顔料が塗布されている。9は丸みを帯びた体部をもつもので、底面にはケズリがある。

loは土師器皿で、高台が付 くものである。底部はヘラケズリの後ナデており、内外面に赤色顔料が

塗布されている。

(20)14号土坑

遺 構 1区の南西側で確認された不整形な落ち込みである。同時期の周辺遺構との関係は 8号

建物跡が東60m、 3号溝が東66m、 4号土坑が北東17m、 第20ト レンチで確認されている石敷護岸

施設は西12mの ところに位置する。

14号土坑は、平成12年度調査区の南西隅に当たっていたこともあって、西及び南側の落ち込みの

輪郭が判然としない。西壁の上層は北半分に16号土坑、南半分に6号溝の断面が見られるが、14号

土坑が広がるような状況は観察できない。また、南壁では僅かに西側に傾斜する土層が確認できる

程度である。したがって、14号土坑は本来、調査した遺物の広がり程度の上器溜まりであつたと見

られ、南北 5m。 東西 2mと南北に長く浅い土坑と考えられる。土坑の内部には遺物と、多量の石

が入っており、これらの出土位置を検討すると中央がやや低い、皿状になるものと思われる。
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出土遺物 須恵器蓋杯・皿・短頚

壷・直口壼 。長顕壷・区、土師器

郭・皿・甕がある。

第98・ 99図 は須恵器である。 1～

Hは杯蓋で、 1～ 10は輪状つまみを

もち、口縁が屈曲して直立する形態

をとるものである。 1の頂部には回

転糸切 り痕、 2・ 5の頂部には静止

糸切 り痕が僅かに残っており、 1～

3・ 5～ 9は回転ヘラケズリ調整を

行っている。また、 2・ 4～ 10の内

面には墨が付着しており、一部に磨

滅が見られることから、多くは転用

硯として利用されていたものと見ら

れる。Hは口縁でかえりが付 くもの

である。小片であり、混入品の可能

性がある。

12・ 13は杯身で、高台をもたない

ものである。口縁端部は短く屈曲し

て外反し、体部は丸みを帯びている。

底部は12が静止糸切 り、13は回転糸

切 りである。12の底部外面にはやや

広い範囲に墨が付着している。

14～ 20は杯身で高台をもつもので

ある。14～ 19は九みを帯びた体部を

有しており、19は口唇がやや外反す

る。底部は15～ 17・ 19は静止糸切 り

で、14。 18は回転ナデ調整されてい

る。18の底部外面には焼成前に「○」

状の刻印があり、14の内面には墨が

付着している。20は直線的に外傾す

る口縁と底部周縁に低い高台をもつ

もので、底部は回転ヘラケズリ調整

されている。底部外面には大きな墨

書があり、「中」と釈読できる。ま

た、日縁内外面には煤状の黒色付着

物があり、灯明皿として使われてい

た可能性がある。

獅π　　　　輸一ざ浴′

＝

ｑ

ド

ー

時
ぴ

零
引
中
留

C

了
爾

ト レ ン チ

γつくV
f12   っ

鍔為袋礫郭

。
（やфぶ、巨ヽ
ほ鰊画蜘欝翠撃一噸用岬卿撃辮【

（わ
φ
ド
ギ
巡
）
］
引
ｄ
哩
区
聖
Ｎ

（つ
部
離
＝
Ｍ
霊
引
・ド
ギ
繋
）
陣
引
ｄ
哩
≦

十

第97図 14号土坑遺構実測図
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第98図 14号土坑出土遺物実測図 (1)
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第99図 14号土坑出土遺物実測図 (2)
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第100図 14号土坑出土遺物実測図 (3)

21'22は皿である。21は高台をもたないもので、外傾する短い口縁部を有 しており、底部は回転

糸切 りである。22は高い高台をもち比較的深いものである。日縁は外傾し、端部が肥厚 しており、

底部は回転ナデ調整されている。

第99図 23・ 25。 27・ 28は短顎重である。23は胴部径が大きく寸胴で、胴部に2条の沈線と粗い波

状文が施されている。胴部下半には一部にタタキ痕があり、回転ヘラケズリが見られる。25はやや

器高が高いものある。外面底部には僅かに静止糸切り痕が残っており、周囲が回転ヘラケズリ調整

されている。27は器高が低 く寸胴で、肩部がよく張っている。口縁端部が僅かに外反し、底部は回

転ヘラケズリである。28は底部に回転糸切 り痕を残すもので、胴部下半は回転ヘラケズリの後、回

7
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第101図  14号土坑出土遺物実測図 (4)

転ナデが加えられている。

24・ 26は直口壼である。24は短頸壷25に近い器形をもつが、器高が高く口縁がやや長い。底部は

ナデ、周辺にケズリが見られる。26は小形品で、底部に回転糸切 り痕、胴部下半に回転ヘラケズリ

が入る。また、底部には一部に布圧痕がある。

30～ 33は長顎壺である。30・ 31'33は 高台が付 くもので、顎部外面には 1ま たは 2条の沈線が施

されている。30は頚部内面に螺旋状に粘土積み上げ痕が残っており、31'32は 顎部にしぼり目が付

く。33は肩部に段があり、円盤閉塞が行われたものと見られる。底郡切り離しは、30・ 31は静止糸

切り、33は回転糸切 りの後回転ナデで、胴部下半にはいずれも回転ヘラケズリがある。

34は壼胴部の破片である。胴部外面下半には平行タタキ、内面には弧状に当て具痕が残る。

29は 阻である。底部に回転糸切 り痕を残し、胴部下半に回転ヘラケズリが入るもので、顎部内

面にはしぼり目が見られる。

第100・ 101図は土師器である。35～39は杯で、高台をもたないものである。35は口縁が外傾
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し、器高がやや低 く浅いもので、口唇内面に段がある。36・ 38は口縁が外傾、37は 口縁が外反する

ものでやや深 く、36の内面には僅かに段がある。底部は37・ 39に静止糸切 り痕、周囲に回転ヘラケ

ズリがあり、37の内面にはヘラミガキが見られる。35。 36の外面底部は手持ちヘラケズリ、38は回

転ヘラケズリである。いずれも内外面に赤色顔料が塗布されている。

40～44は郭で、低い高台をもつものである。40。 42は外傾、41はやや外傾した口縁をもっており、

底部外面は42～ 44は手持ちヘラケズリである。44の内面には2重の螺旋状暗文がある。いずれも内

外面に赤色顔料が塗布されている。

45～48は皿で、高台をもたないものである。45はその他のものと比べ器高がやや深いが、どれも

内湾する口縁部をもつ。45の外面底部は静止糸切 りの後、周囲に回転ヘラケズリを施 しており、

「×」状の浅いヘラ記号が入る。46は底面に静止ヘラケズリ、周囲に回転ヘラケズリを施し、47は

ケズリの後ナデている。いずれも内外面に赤褐色顔料が塗布されている。

49～ 59は奏である。49～ 57は「く」字状に口縁が外反するもので、胴部外面にはハケメ、内面は

52がハケメ、その他はケズリである。58は無顕のもので、日縁が僅かに反つており、胴部内面はケ

ズリである。59はやや平底気味の底部で、外面はハケメ、内面はケズリである。

(21)15号土坑

遺 構 4区の北東で確認された土坑で、4号溝と重複している。同時期の周辺遺構との関係は、
4号建物跡身舎が南西 5m、 7号土坑が南西23m、 8号土坑は南西20.5mの位置にある。 4号溝と

の関係は、 4号溝埋土を15号土坑が切つていることから4号溝→15号土坑の順に営まれていること

が明らかである。

15号土坑は東西に主軸をもつもので、大きさは南北18m・ 東西2.9m・ 深さは01～0.2mで浅い。

坦土は2層で、上層から順に黄灰色土、炭化物を多く含む灰褐色上が堆積 している。

出土遺物 土師質土器

郭・軒九瓦がある。

第103図 1は軒九瓦で

ある。中房は陰刻 とし、

蓮子は 5個、花弁は 5葉

で、外区に唐草文と珠文

帯がめぐる。裏面には瓦

頭と丸瓦の接合部が剥離

して残っている。出雲国

分寺第二類に属するもの

である。

2～ 5は土師質土器杯

で、高台をもたないもの

である。 2・ 3は直線的

に外傾する口縁部が残っ

ており、 2・ 4・ 5の底 第102図

-117-

Ｅ

劇

∞

1黄灰色土層
2灰掲色土層 (炭化物を多く合む) 0                    2m

15号土坑遺構実測図

國Q降
惣
~卜 もψ

y8珍 。
霰lυ



＼

=

第刊03図  15号土坑出土遺物実測図

部は回転糸切 りである。

6～ 8は土師質土器邦で足高高台をもつものである。 6は口縁が直線的に外傾するもので、高台

は 6・ 8は 7に比べて低い。底部の切 り離しは 8が回転糸切りの後、回転ナデで、その他のものは

不明である。

(22)16号土坑

遺 構  1区の南西で確認された土坑である。1号建物跡南西狽1の廂部分と重複する位置にあり、

1号建物跡が廃絶する段階で営まれたものと考えられる。

16号土坑は東西に主軸をもつもので、東端は14号土坑の調査で失われており、西側は調査区外に

続いている。大きさは南北2.0～ 2.85m。 東西は現状で4.9m・ 深さは0,1～ 0.2mで 、横断面形は底面

が比較的平坦で、皿状を呈している。埋土は、土師質土器・炭を多量に含む黒褐色土層が入つてお

り、その下に炭を含む灰掲色土が堆積している。

出土遺物 土師質土器杯・鍋、緑釉陶器椀、須恵器郭・壼・平瓶・風字硯、瓦がある。

第105図 1～ 27は土師質土器杯で、足高高台をもつものである。口縁が残るものはいずれも直線

的で外傾しており、高台は底部の周縁に付 く。足高高台は高くよく踏ん張る 1・ 3・ 4～ 10。 20と 、

低 く直立する 2・ 11～ 19'21～ 24。 27の ようなものがある。底部の切 り離しは、 1。 3～ 5。 7～

9。 12～ 15。 19～ 21。 24～ 26で は回転糸切 り痕が見られ、粗 く回転ナデ調整が加えられているもの

もある。その他は回転ナデ調整、または風化により切 り離し手法は不明である。

第106図 28～ 第107図 62は 土師質土器郭で、高台をもたないものである。口縁は直線的に外傾

するもの29～ 31・ 33～ 42・ 45～ 53と 、日縁が外反する28・ 32・ 43・ 44の ようなものがある。底

部の切 り離 しはすべて回転糸切 りである。また、38の外面には底部も含め薄 く赤色顔料が塗布

されており、56の 内面には黒斑がある。

― H8-



第107図63は土師質土器鍋である。口縁が外反気味に大きく開く破片で、口縁内外面に吹きこぼ

れ状に黒色の付着物が認められる。

第108図64・ 65は緑釉陶器椀である。64は 回縁が外反するもので、胎土は緻密で灰白色、淡緑色

の釉が内タト面にかけられている。京都産のものである。65は貼 り付け高台をもつ底部で、胎土は緻

密で灰白色を呈し、高台内面を含め内外面に淡緑色の釉がかけられている。東海・猿投窯産のもの

と見られる。

66～ 68は須恵器杯である。66。 68は外傾する口縁と底部周縁に低い高台をもつもので、底部は切

り離しは回転糸切 りである。ともに器高が高く、68は外面に突帯を 1条 もっている。焼成は不良で

黒灰色～灰白色を呈しており、一部は瓦質になっている。67は高台をもたないもので、器高が低い。

口縁は外傾しているが、焼き歪みがあり、底部は回転糸切 りである。焼成は良好で、青灰色を呈し

ている。

69・ 70'72～ 74は須恵器董である。69・ 70は長頸壷頸部と見られ、69は外面に突帯が 1条付いて

いる。ともに焼成は良好で、70は一部瓦質になっている。72は重肩部で、外面に4条 1単位の細い

カキメが 2条施されている。73は胴部下半で、外面は回転ヘラケズリの後、回転ナデが加えられて

いる。74は胴部下半から底部の破片である。底部は平底で、外面下半は回転ヘラケズリの後ナデ、

内面には 2段に円形圧痕が残っている。焼成は良好で瓦質になっており、内面底部には墨が付着し

ている。

71・ 76は須恵器平瓶である。71は顎部から肩部の小片で、外面に 5条 1単位のカキメが、 4条残

る。片寄った位置に空けられた子しの上面には頸部が接合されている。76は肩部の破片で、外面に 1

条の突帯と把手基部の一部が残る。突帯の上下には4条 1単位の細いカキメが 3条残っており、突

帯はその上に貼 り付けられている。

0                    2m

第 104図 16号土坑遺構実測図
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第106図 16号土坑出土遺物実測図 (2)
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第109図 16号土坑出土瓦実測図

75・ 77。 78は風字硯である。75は器壁が厚い大形品で、底部に円形に脚が剥離 した痕跡を留め

る。上面には縁部が僅かに残っており、磨墨面は平坦で使用により平滑になっている。77・ 78は

小形品で、ともに底部に脚が残っている。77は上面に磨墨面を分割する縁部を突帯状に設けてお

り、底面には回転糸切 り痕を留める。78は上面に残る縁部から風字硯の隅部と思われ、内面に墨

痕が見られる。

第109図79は軒丸瓦である。中房は陰刻とし、蓮子は 5個、花弁は 5葉で、外区に唐草文と珠文

帯がめぐる。裏面は瓦頭と九瓦が剥離しており、接合部は周縁に沿って溝が残る。出雲国分寺第二

類に属するものである。

80'81は九瓦である。80は玉縁をもつもの、81は行基式で、焼成は前者が良好で須恵質、後者は

不良で土師質である。

82～ 85は平瓦である。いずれも小片で原形を窺い知ることのできるものはない。下面のタタキは

格子タタキ (82～ 84)と縄ロタタキ (85)があり、前者は出雲国分寺平瓦分類によれば82がKG、

83カ預Dで、84は国分寺瓦窯である中竹矢遺跡平瓦分類のKAにあたる。

0                   1 0cm

―‐中
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(23)1号井戸跡

遺 構  l区の北東部で確認された井戸跡である。 1号建物跡北西側の廂部分と重複してお り、

1号建物跡が廃絶された後に営まれたものと考えられる。同時期の遺構には8号溝があり、北東23

mに位置している。

l号井戸跡は方形の井戸枠をもつもので、辺をほぼ南北に揃えている。井戸枠は南北 1.2～ 1.3

m。 東西 1.lmの不整形な掘 り方の中に組まれており、縦板組隅柱横桟留めである。大きさは内法

で南北58～ 60cm。 東西59～ 64cm、 深さは現状で90cmで ある。枠は四隅の柱に段違いに相子とを設け、

これに差し込んだ横桟で縦桟を支える構造をとる。縦板は一辺に 7～ 8枚が使われており、それぞ

れ前後交互になるように組まれている。樹種はスギである。

井戸枠と掘り方の間には黄褐色～灰褐色系の粘質土または砂質土が互層状に詰められている。ま

た、埋土は基本的には4層で、上層より順に炭化物を多く含む黒色土 (1層 )・ 責色土ブロックを

含む灰褐色土 (6層 )。 責色土ブロックを含む暗灰褐色土 (7層 )・ 黒色粘質土 (9層 )が堆積し

ている。 6層・7層は地山ブロックを含むことから人為的な埋立土と見られ、最上層である 1層の

上面には井戸枠のほぼ上に当たる位置に円礫が敷き詰められていた。

遺物出土状況 最下層の9層 とその上の 7層の間には石が投げ込まれており、その付近を中心に

土師質土器杯・柱状高台付皿、白磁椀、下駄がまとまって出上している。このうち土師質土器郭

(第 111図 1～ 5)は石の下から5枚が重なった状態で検出された。意図的に埋められたと考えられ

ることから、井戸を廃棄するにあたり何らかの祭祀行為が行われたことを想定することもできる。

出土遺物 土師質土器杯・皿・柱状高台付皿、白磁椀 。皿、陶器鉢、下駄がある。

第111図 1～ 6・ 9は土師質土器杯で、無高台である。 1～ 5は体部が九みを帯び、口径が底径

84m

踵鶏ζ勧)|‰炭1ヒ糖∫
6鰯 餐逼登ケ右サ現薯ば)1身擾提亀竃悪養星層
7暗灰掲色土層 (黄色土ブロック含む)

(9層上面)/1 0          1m

第110図  1号井戸跡遺構実測図
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に対し大きいもので、底

部は回転糸切りである。

6は内面に煤が付着して

いる。 7・ 8は皿で、底

部は回転糸切 りである。

10～ 16は柱状高台付皿で

ある。10,Hは脚部が細

く、調整痕などから皿と

脚が別作りと思われるも

のである。12～ 16は皿と

脚が一体で作られたもの

である。これらはいずれ

も柱状高台底面に回転糸

切り痕を残す。

0              1 0Cm

第112図  1号井戸跡出上下駄実測図

17～ 21は 白磁椀である。17は玉縁をもつ口縁で、太宰府分類椀Ⅳ類に属する。18～20は 口縁端部

が端反りになるもので、18が V-2類 、19が V類、20は V-2類 またはⅦ類である。21は削 り出し

の底部で内面に釉剥ぎがあり、Ⅷ類である。

22・ 23は 白磁皿で、22は皿Ⅵ類、23は V-1類 に属するものである。

第112図 25は一木連歯下駄である。一部を欠損しており、大きさは現状で長さ19.5cm。 幅11.8cm・

高さ6,7～7.4cmを 測る。樹種はクリである。

第 4節 生産関係遺物
金属器生産または玉生産に関わる遺物は、本調査区と範囲確認調査区から広範囲に出上している。

これらはいずれも2次的に動いた状態で検出されており、本来の遺構に伴うものはない。しかし、

両者とも多量に出土しており、付近または検出された諸施設に先立って生産工房が存在したことを

窺わせる。ここでは、こうした点から生産関係遺物をまとめて取り上げることとしたい。

(1)金属器生産関係遺物

鉄系遺物 第113図 1・ 4は炉壁で、それぞれ分析を行っている。 1(IZK-1)は炉壁の内面に薄く

淳が付着してたもので、砂鉄系鍛冶淳と判定された。 4(IZK-4)は表面が濃緑色のガラス質淳とな

り、銅成分を含まない炉壁である。

6～ 8は椀形津で、 6(IZK-2)・ 8(IZK-3)の 分析を行っている。 6・ 8はそれぞれ大きさが異な

るが、ともに砂鉄系鍛冶滓の可能性が高いとされている。

14(IZK-9)は羽口である。先端が濃緑色ガラス質淳化したもので、鍛冶系の羽口と判定された。

分析試料以外の羽口では、lo～ 13、 16・ 17のガラス質淳が黒色～深緑色で、鍛冶系と見られる。

銅系遺物 2・ 3(IZK‐ 5)は炉壁で、表面が紫紅色にガラス質淳化しており、銅系の炉壁である。

15(IZK‐ 10)は羽口で、先端が黒色～紫紅色ガラス質津化しており、銅系羽口と推定されている。分

析試料以外のものでは9のガラス質淳部分が銅系の紫紅色に発色しており、銅系と推定される。

19(IZK-8)は銅塊である。分析の結果、鉛・砒素 。錫を含む銅合金であることが判明した。
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第 1刊 4図 金属器生産関係遺物実測図 (2)

20～ 23は対絹で、20(IZK‐6)。 21(IZK-7)の 分析を行っている。20は 内面に紫紅色にガラス質津化

しており、銅系対鋼と判定された。21は 内面が紫紅色にガラス質津化、一部に銅塊が付着したもの

で、分析の結果、銅・鉛・錫・ビスマスを含む銅合金の対渦と判定された。分析試料以外の22・ 23

も内面が紫紅色ガラス質津化しており、銅系対鋼と見られる。

第 2表 金属器生産関係遺物観察表 (分析試料以外 )

番号 出土地点 種 男」 長 さ 幅(外径) 厚さ(内径) 形 態 等 の 特 徴

113‐5 T74号溝 不  明 6.Ocm 5.Ocm 1.5cm 外反する端部、表面は破面を含めガラス質化。
113‐7 4号溝 椀形滓 9,6cm 6.4cm 3.Ocm 楕円形を呈し、底面に木炭痕。

113‐9 4号溝 羽  口 8,4cm 6.4cm 3.2cm 先端溶解部が紫紅色。外面に筋状成形痕。
呵刊3‐司0 4号溝 羽  口 13.Ocm 7.4cm 3.5cm 先端溶解部が黒色。外面に筋状成形痕。
‖13‐11 T7 羽  口 15.5cm 6 7cm 3.Ocm 先端溶解部が黒色。外面に筋状成形痕。
113‐ 12 T74号溝 羽   口 8.4cm 7 0cm 3.lcm 先端溶解部が黒色。外面に筋状成形痕。
113‐ 13 T7 羽   口 6.Ocm 呵0 0cm 6.5cm 薄手で復原径大形。溶解部は深緑色。外面に筋状成形痕。

」14‐刊6 4号溝 羽  口 10.lcm 7 0om 3.6om 先端溶解部が黒色～暗深緑色。外面に筋状成形痕。
114‐刊7 T74号溝 羽  口 10.2cm 6刊 cm 2.5cm 先端溶解部が黒色～暗緑色。外面に成形時指頭圧痕。

114‐ 18 4号溝 羽  口 7.5cm 7.3cm 3.5cm 一部が灰色化。外面に筋状成形痕。
114‐22 T7 対 す局 5.Ocm 3.7cm 1.5cm 内面に紫紅色滓。外面に成形時、指頭圧痕。
114‐23 T74号溝 対 蝸 6.Oom 2.5cm 刊.5cm 内面に紫紅色滓。
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(2)玉生産関係遺物

玉素材の構成 本調査区及び範囲確認調査区で出上した玉素材には、碧玉・馬璃・水晶・赤カド

石・頁岩などがある。第 3表はこれらを重量で集計 したもので、水晶21,442g(410/0)・ 碧玉

14,348g(280/0)・ 馬増6,228g(12%)。 赤カド石2,7768(50/O)。 頁岩249g(00/o)。 その他7,205g

(14°/O)の順となる。第 4表は点数で集計したもので、水晶2,247点 (670/0)・ 碧玉224点 (7%)・

嗚蒲310点 (9%)。 赤カド石124点 (40/0)。 頁岩 4点 (0%)。 その他432点 (13%)である。

この結果を見ると、重量で 4割、点数で 7割近くが水晶で、国府における玉生産の中心が水晶に

あったことが理解できる。これに次ぐのが重量では碧玉、点数では潟璃であるが、写真図版102の

ように碧玉には 1点で 9 kgま たは17kgも ある素材が存在することによるもので、小さい素材が多い

水晶が重量では相対的に割合が低いのはそのためである。

生産された玉 出土した玉には、水晶製平玉 (第 118図 61・ 62)。 碧玉製平玉 (63)・ 赤カド石

製丸玉 (69)、 未製品には敲打 。研磨段階まで進んだ水晶製九玉 (57～ 60)がある。水晶製平玉・

丸玉、碧玉製平玉の他、赤カド石のように素材としてはあまり良くないものでも丸玉が生産されて

いたことが分かる。また、一部研磨段階まで進んだ勾玉形水晶製品 (64～ 66)も あることから、水

晶製勾玉が生産されていた可能性もある。

平玉・丸玉の製作過程 出上した玉作関係資料の多 くは、水晶製平玉・九玉の製作に関わるもの

である。水晶原石は形状が六角柱を呈することから、製作過程が原石の形に規定されている。

第115図 1～ 9は原石で、 1の ように幅5,7cmも あるものから、 6の ように幅1.6cmと 小さいものが

ある。10～第116図 16・ 18は原石の両端を折 り取ったものである。 14・ 15の ように細いものは、こ

の段階で敲打・研磨を加えたものも見られる。17・ 19～ 26は両端を折 り取つた素材をさらに側面に

沿って分害Jしたものである。27～ 32はそれにさらに調整剥離を加えたもので、30。 32に は一部敲打

も加えられている。

33～43は扁平な形を呈することから平玉を意識して調整剥離が加えられたものである。41・ 42・

43は一部に敲打痕が残っており、41・ 421よ成形が進み研磨前の平玉未製品となっている。44～ 第

118図56は九玉を意識して調整剥離が加えられたものである。47～ 56に は敲打痕が見られ、55は一

部研磨されている。

67・ 68は碧玉で、前者は板状に調整剥離されたもの、後者は平玉状に成形が進んだものである。

生産用具 出土した玉の生産用具には敲石と筋砥石などがある。

70'71は敲石で、前者は水晶・後者は碧玉である。ともに稜や周縁部に敲打痕が残っており、素

材の荒割りや調整に用いられたものと考えられる。

第119図 72・ 73、 75～第121図 89は筋砥石で、石材は細粒花尚岩である。大きさは72・ 73な どのよ

うに長さ30cmを越える大形のものがある一方で、83'85・ 87の ように幅 5 cm前後の小形のものもあ

る。研磨に使用された面は、 4面 (72・ 83・ 85)・ 3面 (76・ 79・ 82・ 87)。 2面 (73・ 80。

84)・ 1面 (78・ 81・ 89)と 各種あり、75は破損後の破面も使用している。滞は使用面に2～ 5条

あり、その幅は76・ 83の ように幅0,8cm前後と細いもの、78の ように幅 4 cm前後と広いものがある

が、1.5～ 2 cm前後のものが多い。

74は 円形の窪みが 3面に残る砥石で、石材は砂岩である。窪みは径 1.5～ 2.5cm。 深さ0.5～ 0 7cmで 、

内部に稜がつき2重になったものも見られる。窪みの形状よりすれば、九玉・平玉専用の砥石と思
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第 3表 玉素材別重量集計表(単位 :g)

出土地点 碧  玉 垢  瑶 水  晶 赤カド石 頁  岩 その他 合  計
1区 105 379 5,409 93 0 362 6,348

2区 126 216 3,056 21 0 195 3,614

3区 1,145 刊,307 6,211 2,018 82 1,184 11,947

4区 11,279 2883 2,941 191 0 1,777 19,071

本調査区計 12,655 4,785 171617 2,323 82 3,518 40,980

Tl 0 56 0 0 0 0 56

T2 19 169 5 0 0 2刊 7 410

T3 18 151 36 4 24 95 328

T4 0 24 0 2 0 0 26

T5 10 104 495 45 0 387 1,041

T6 122 345 1,492 42 0 952 2,953

T7 436 314 857 59 0 1.511 3,177

T12 0 5 8 0 0 0 13

T刊 3 0 0 0 0 0 46 46

T14 0 10 16 4 0 103 133

T15 862 142 256 0 0 211 1,471

T16 34 63 104 58 0 75 334

T19 0 1 163 40 143 0 347

T20 27 0 232 0 0 0 259

T21 140 59 161 171 0 42 573

T22 25 0 0 0 0 24 49

T23 0 0 0 28 0 24 52

トレンチ計 1,693 1,443 3,825 453 167 3,687 11,268

総合計 14,348 6,228 21,442 2,776 249 7,205 52,248

出土地点 碧  玉 端  鵡 水  晶 赤カド石 頁  岩 その他 合  計
1区 28 587 16 0 33 675

2区 15 37 406 6 0 24 488

3区 75 84 556 37 2 101 855

4区 48 31 189 17 0 50 335

本調査区計 149 180 1,738 76 2 208 2,353

Tl 0 司 0 0 0 0 1

T2 2 6 3 0 0 6 17

T3 2 12 9 2 1 7 33

T4 0 2 0 1 0 0 3

T5 3 14 79 6 0 25 127

T6 23 45 209 6 0 82 365

T7 13 30 133 17 0 74 267

T12 0 刊 1 0 0 0 2

T13 0 0 0 0 0 1 1

T14 0 呵 3 0 4 9

T15 20 5 29 0 0 15 69

T司 6 3 7 7 4 0 6 27

T19 0 3 5 2 1 0

T20 2 0 17 0 0 0 19

T21 3 3 14 8 0 1 29

T22 4 0 0 0 O 2 6

T23 0 0 0 0 刊 2

トレンチ計 75 130 509 48 2 224 988

総合計 224 310 2,247 124 4 432 3,341

第 4表 玉素材別点数集計表(単位 :個 )
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われる。窪みがあるのは 3面であるが、他の 1面には利器の痕跡が残る。

90,91は溝をもたない小形の平砥石で、90は上面、91は両面使用されており、流紋岩製である。

92・ 93は珪化木、94は凝灰岩製の小形砥石である。

第 5節 遺構 に伴 わない遺物

(1)縄文から古墳時代の遺物

第122図 1～ 4は石器である。 1。 2は打製石鍬で、刃部の幅が広 く、 1は撥形を呈している。

ともに刃部には使用痕があり、石材は流紋岩である。 3は敲石で、両端部と側面の計 3面に敲打痕

と側面に磨面が見られる。石材は流紋岩である。 4は黒曜石製の無茎凹基鏃である。

5～ 7は弥生土器である。 5は口縁が大きく開く壼の口縁部で、内傾する口縁端部には4条の凹

線の後、斜行する刻みが施される。 6・ 7は平底で、外面に縦方向のミガキがある。

8はガラス小玉で、色調は青色を呈する。外径 8剛・内径 21m。 厚さ 611mである。

9～ 12は須恵器器台脚部である。 9は下半に三角形透子とと波状文、上半に3条以上の凹線と円形

浮文を施したものである。10～ 12は同一個体と見られるもので、凹線間に三角形透孔と波状文、脚

端部には幅が狭い無文帯がある。

13～ 15は土師器甑の底部の破片で、 3つ または4つ以上蒸気了しがあることが分かる。

(2)奈良から平安時代の遺物

16～ 21・ 第123図25～ 32は須恵器である。16は高台をもつ杯で、口径が大きく体部は丸みをもっ

ている。18は無高台の杯で、日縁が僅かに屈曲し、九みのある体部を有する。底部切り離しは回転

糸切りである。17は短頸壷である。直立する短い口縁をもっており、底部は回転糸切 りの後、粗 く
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ナデている。19～ 21は硯である。19は円面硯で、磨墨面は中央の陸部が高く徐々に周囲の海部に向

かって下がる。20・ 21は脚部で、前者は長方形透孔をもつ。21は獣形脚の破片である。

25～ 32は墨書土器である。25。 27・ 30。 31は無高台の杯で、回転糸切り底をもつものである。外

面底部に墨書があり、25は「牛」、27は「寸」、30'31は 2文字あるが、30の 1字は「津」の可能性

がある。26は低い高台が付く郭で、底部はヘラ切りである。高台内側に墨書があり「各」の可能性

がある。28は皿の底部で、外面の墨書は「館」の可能性がある。29は郭蓋で外面に「新」と墨書さ

れている。32は小片で、外面に墨書があるが文字は不明である。

33～ 38は瓦である。33は九瓦で、外面に「牛」とヘラ書き文字がある。34～ 38は軒九瓦で、小片

を含めいずれも同じ型式である。このうち、34。 35は中房を陰刻とし、蓮子は5個、花弁は5葉で、

外区に唐草文と珠文帯をめぐらすもので、出雲国分寺第二類に属するものである。

39は分銅 (権)である。8つの稜をもつ笠形の体部に短い円柱形の台をもつもので、頂部に鉦が
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付いていたと思われる孔がある。笠部径3.3cm・ 底部径2.4cm。 高さ2.6cm。 重さ62.4gで ある。蛍光X

線分析の結果、表面の組成は銅50～ 70°/o。 鉛20～ 40%、 その他には錫・銀・鉄が含まれている。X

線CT分析では内部は中空で、粘土ないしシルトに類する物質が詰まると推定されている。

40は砥石で、石材は凝灰岩である。全面によく使い込まれ小さくなっている。

22～24は陶磁器である。22は越州窯青磁の椀で、全面に灰青色の釉が見られるが、見込みと高台

畳付けに目跡がある。23・ 24は 白磁椀で、削 りだし高台をもち、23が太宰府分類の椀Ⅳ-la類、

24が椀Ⅱ-1ま たは 3類である。

(3)漆紙文書

漆紙文書 (写真図版106-3)イよ1区 14号土坑埋土上面で検出されたものである。形態は半円形で、

大きさは11～ 14cm前後、漆容器の蓋として使用されていたものが 3分の 1程度欠損したものと考え

られる。文書は楷書でなく、公文書に引かれる罫線がないこと、文字間隔が一定でないことから書

街と見られ、その内容は次のとおりである (n。

「□ (土偏) □ (友力)□ (女偏 )

□   而 之 □

可 勝 九 寸 □ (右力)

□   □ 以 上 御□

□ □ □ □」

文字は5行22字であるが、判読できるのは9文字で、3行 日は「九寸に勝うべし (九寸に相当す

る)」 と読める。時候のあいさつや、くくりの常套句がないことから、書筒の内容に関わる部分と

見られる。かな文字がないことや書風からすると、平安時代前半のものと考えられる。

註

(1)緑釉陶器の産地は、高橋照彦氏のご教示による。

(2)陶磁器は太宰府分類を用いており、分類は山本信夫氏に直接依頼して行った。

太宰府市教育委員会『太宰府条坊るた一陶磁器分類編―』 2000

(3)軒丸瓦の分類は次の文献に依拠する。

山本 清「出雲」『新修国分寺の研究 第4巻 山陰道と山陽道』吉川弘文館 1991

(4)平瓦タタキの分類は次の文献に依拠する。

松江市教育委員会・松江市教育文化振興事業団『出雲国分寺跡発掘調査報告書』 1995

島根県教育委員会「中竹矢遺跡」F一般回道 9号松江道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書XJ 1992

(5)奈良国立文化財研究所『昭和63年度 平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』 1989

(6)木製品については次の文献を参考とした。

奈良目立文化財研究所『木器集成図録 近畿古代編』 1985

(7)木簡の樹種については、光谷拓実氏に肉眼観察していただいた。

(8)島根県教育委員会「渋山池古墳群」『一般国道 9号 (安来道路)建設予定地内発掘調査報告書西地区XI』  1998

(9)玉湯町教育委員会『蛇喰遺跡』 1999

(10)漆紙文書の釈読は、平川南氏にご指導いただいた。
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第 5章 ま と め

第 1節 古景観 の復元へ むけて

意宇平野の地形は、特に意宇川の河道位置と中海沿岸部について、律令時代の地形は現地形と異

なっていた可能性が高い。国府の立地を解明するうえで、当時の景観を明らかにすることは、重要

な要素のひとつと思われるが、まだ未解明な部分が多い。そこで、課題となる部分とその調査方法

について検討してみたい。

(1)意宇川の旧河道位置

意宇川の河道位置は、国府をとりまく古景観を復元する上で最も重要な課題の一つといえる。

意宇平野に認められる旧河道は、既に述べたように3コ ースに分けることができるが (第 2図 )、

そのうち国府との関連が予想されるものは、 2と 3の二つである。それぞれの河道を意宇川が流れ

ていた時期、あるいは放棄された時期を明らかにすることで、律令時代の河道位置が特定できる。

調査方法としては、河川堆積層について発掘調査を行うことが考えられる。旧河道であることが

確実な場所で発掘を行い、層序と堆積条件 (1可道内における場所、堆積メカニズム等)な どについ

て検討した上で、その堆積時期を遺物または年代測定によって決定する。そのためには、河道に直

交する地層断面を観察できるトレンチを設定する必要がある。ボーリングや局部的なトレンチでは、

層序の把握が困難であることから、正確な調査は望めないと思われる。

(2)入 り江の存在

中海岸に発達する砂堆の西側に、ある時期まで入り江状の水域が存在 していた。小さな水域であ

るので、律令時代まで残ってはいなかったかもしれないが、湿地が広がっていたことも考えられ、

平野の古景観復元の上では重要な要素の一つといってよい。

入り江が存在した時期を知るためには、最後まで入り江だったと推定される地点でのトレンチ調

査またはボーリング調査が考えられる。ただし、どの場合も、複数地点で調査することが望ましい。

入り江堆積層を確認できた場合は、その環境や存在時期を明らかにするために、珪藻などの微化

石分析やイオウ濃度の測定、年代測定が考えられる。

(3)古植生の復元

平野部分については、そのほぼ全域に条里跡が認められることから、律令時代には水田が広がつ

ていたことは確実と思われるが、平野を取 り巻く丘陵地の植生については資料がない。平野の周辺

には古墳が多数存在していることから、早 くから開発の手が加わっていた地域ということができる。

また、国府とそれに関連する施設があったことで、燃料や木材として森林の伐採が進んだことが推

定でき、植生の変化が開発の様子を示す指標になることが期待できる。

古植生の復元に効果的な方法に花粉分析があげられる。堆積物中に残された花粉の出現種と量比

から古植生を復元しようとするものである。

花粉分析から古植生の変遷を復元するためには、連続的に長期間堆積を続けた泥質堆積物から試

料を採取することが望ましいが、扇状地や三角州ではそのような条件は稀であるので、発掘調査等

で異なる時期の泥質堆積物が確認されるた際、花粉分析を実施し、そのデータを統合して判断する

ことになる。また、(2)で述べた入り江の堆積層を分析対象とすることも考えられる。
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第 2節 古墳時代中期の集落

(1)遺構の性格と時期

古墳時代中期の遺構は、竪穴住居跡 2棟・溝 3条・土坑 4基などが確認されている。本調査区か

ら北60mにある第 2ト レンチの他、北東250mに位置する神田遺跡。)で も当該期の溝が検出されて

いる点からすると、集落が周辺にかなり広がつていることが予想される。

遺構の配置は、北東から南西方向に延びる溝が一つの基準となっており、 6号溝が廃棄された後

も、同じ方向に7号溝が設けられている。 2棟の竪穴住居跡は時期は判明していないが、辺をこれ

らの溝に揃えるように営まれており、大形の 2・ 3号土坑もやはり長軸を溝の方向に置いている。

第2ト レンチで検出されている 1号溝は調査範囲に制約があるが、やや北東に軸を振つているよう

であり、神田遺跡SD01も 北東方向から南西方向に延びている。この方向は意宇川の旧河道の方向

とも一致していることから、これらが水路となる可能性もある。

一方、神田遺跡SD01では田下駄・鋤など農耕具とともに、梯子などの建築部材や調度品の一部

とみられるものが出上している。これらは溝の近くで建物が解体されたことを窺わせるものとされ

ており、集落の周囲に設けられた区画溝としての役割も考えられる。

遺構の時期は、須恵器を含まない 6号溝、 2・ 3号土坑と、須恵器を含む 1・ 7号溝、11・ 12号

土坑に大きく分けることができる。前者のうち、 2・ 3号土坑の上師器は奏・高杯・小形丸底壷で

構成されており、これに軟質土器甑・甕、円筒形土製品が伴っている。このうち土師器は、①退化

した複合口縁をもつ甕 (第28図 1・ 3)、 ②前期の高郭の流れをくむ口縁が外反する高郭 (第28図 12

キ

2号竪穴住居跡

寸 勅

6号溝

嘲

第124図 古墳時代中期の遺構分布

11・ 12号土坑
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～16)、 ③外面に明瞭な稜をもつ高杯 (第 28図 8～ 10)、 ④単純口縁の小形九底壺 (第28図 6)な ど

から見て、小谷式に後出する松山編年Ⅱ期②、神田遺跡SD01資料に近い時期のものと考えられる。

一方、後者は溝出上の資料を含み一括性に問題も残るが、土師器は①退化した複合口縁をもつ奏

(第 10図 1～ 4・ 第31図 1)、 ②口縁が外反する高郭はなく抗状の郭部をもった高必 (第 10図 13。 14、

第26図 4、 第31図 4)、 ③イが加わる (第 10図 12)な どの点に特徴があり、松山編年Ⅲ～Ⅳ期に含

まれるものと思われる。共伴した須恵器は 1,7号溝では定型化した蓋郭 (第 H図 20～ 22・ 第26図

8)や胴部文様をもつ盟 (第 26図 10)があり、概ねTK208～ TK47型式 0に併行するものと考えら

れる。また、11・ 12号土坑のうち器台 (第 31図 12・ 13)と処 (第 31図 H)は器形や文様の共通する

資料が大阪府堺市ON231号窯④にあり、TK73ま たはそれ以前の初期須恵器と思われる。

(2)渡来系遺物

2・ 3・ 11・ 12号土坑では土師器に伴って、渡来系遺物が出土している。このうち、 2号土坑出

上の甑 (第 29図 29)は、外面にタタキを残す軟質土器で、底部は平底、底部蒸気孔は円形 。多孔で

ある。日縁の形態は不明であるが、同様のものは大阪府堺市大庭寺遺跡393-OL Oか ら出土して

いる。これはTK73型式に先行する大庭寺 I期に位置づけられており、初期須恵器の製作工人の故

地である伽耶東部から中部との関連が考えられている⑤。軟質土器甕 (第29図 30。 31)は甑とセツ

トになるもので、朝鮮半島の炊飯様式が持ち込まれていたことが確認できる。

また、円筒形土製品 (第29図 32)は用途不明であるが、内面下半に煤が付着していることから2

次的に被熱した遺物であることは明らかである。大阪府堺市陶邑・伏尾遺跡280-000、 大阪府寝

屋川市楠遺跡 0で出土した類似する土製品は、上部の円筒部分がさらに60cmほ ども延びており、

2号土坑のものも復原すれば総高80cmあ まりの大形品になると思われる。これらはいづれも軟質土

器甕とともに検出されているのが特徴で、韓国全羅南道大谷里遺跡 3号住居跡りでもやや小形で

はあるが出土例があり、朝鮮半島との関わりが考えられる遺物である (D。

3。 11・ 12号土坑では、陶質土器系の高杯 (第 29図 36、 第31図 9。 10)が出上している。このう

ち、第31図 10は長方形透孔を2段に配しているが、上下が交互になっている点で、新羅系のものと

考えられる (・ )。 また、処 (第 31図 11)についてはON231号窯にも類品があることは既に述べたが、

陶質土器で通有に見られる器種であることも付け加えておきたい (り。

以上見た軟質土器の甑・甕、陶質土器系の高郭・挫は、

朝鮮半島からの搬入品の可能性がある。しかし、一方で

陶邑 。大庭寺遺跡、兵庫県神戸市出合遺跡 (n、 岡山県

総社市奥ヶ谷遺跡 (nで定型化以前の初期須恵器や軟質

土器を焼いた窯跡が明らかになっていることから、出雲

地域でも渡来した技術者がこれらの遺物を生産していた

可含と性を考えることもできよう。

ただし、土師器の中で少数の渡来系遺物が出土すると

いう状況から見ると、渡来人が集団居住したのではなく、

在地集落内に居住していことが想定される点は確認して

おかなけれイゴならない。

,大谷婁遺跡
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第 3節 奈良・平安時代の施設群
(1)奈良時代から平安時代初めにかけての須恵器

出雲国庁跡出土遺物については、1970年の『概幸R哲 で公表された編年 (け があり、出雲地域の歴

史時代須恵器を考える上で指標となっている。しかし、この編年には溝出上の資料が使われている

ため一括性に発間があり、型式的に前後するものが同型式に含まれている可能性がある。今回の調

査では5号土坑、14号土坑で一括性の高い遺物群が検出されており、これらはそうした疑問に答え

得る良好な資料となった。本来はこのような一括資料を積み重ね土器編年を行うことが必要と考え

るが、現時点ではとりあえず既存編年との比較検討を行っておきたい。

14号土坑出土遺物は、出土状況やその内容から見て一度に廃棄された一括遺物と考えられる。そ

の構成は、①郭蓋は輪状つまみをもち、口縁が直立する (第 98図 1～ 10)、 ②杯蓋は頂部に静止糸

切りを残すものがある (第 98図 2・ 5)、 ③無高台の郭身は口縁端部が短く屈曲し外反する (第 98

図12・ 13)、 ④高台付邦身は体部が九みを帯びる (第98図 14～ 19)、 ⑤杯身底部の切り離しは静止糸

切り。回転糸切りの両者があるが、前者の比率が高い、⑥土師器郭・皿が多く伴い、一部は暗文を

もつ (第 100図 35～ 48)と いう特徴をもつ。

5号土坑下層出土遺物は、祭祀に用いられた一括遺物である。その構成は、①郭蓋は宝珠つまみ

をもち、日縁端部が下方に僅かに屈曲する (第 80図98～ 103)、 ②郭蓋は頂部に回転糸切り痕を残す

ものが多い (第 80図98'100～ 102)、 ③無高台の杯身は回縁端部が僅かに屈曲する (第 80図 104～

106)、 ④高台付杯身は体部は直線的に外傾または外反する (第 80図 HO・ lH)、 ⑤杯身底部の切り

離しは回転糸切り、⑥土師器郭・皿を伴わないという特徴をもつ。

両者を比較すると、例えば輪状つまみと宝珠つまみが混在するような状況は窺えず、単純な様相

として捉えることができる。また、無高台の杯身口縁端部の屈曲が14号土坑では明瞭であるが、 5

号土坑下層では僅かになること、底部切り離しの比重が静止糸切りから回転糸切りに変わるように

漸進的な変化を見ることもできる。

5号土坑下層に後続するものとしては、層位的には確実に区分できる5号土坑上層の遺物がある。

その構成は①郭蓋は宝珠つまみをもち、回縁端部が下方に僅かに屈曲する、②無高台の郭身は回縁

端部が僅かに屈曲する、③高台付き郭身は体部は直線的に外傾する、④郭身底部の切り離しは回転

糸切り、⑤土師器邦 。皿を伴わないという下層に共通する特徴をもつものがある。一方、⑥無高台

の郭身で回縁が直線的に外傾するもの (第 75図 35'36)、 ⑦高台付郭身で器高が高く、口縁は直線

的に外傾し、高台が底部の周縁につくもの (第 76図 51・ 52)、 ③高台付皿 (第 76図 54～第77図 63)

など下層に見られなかったものが加わる。5号土坑上層出土資料は4号溝出土資料とも内容的に類

似しており、両者は5号土坑下層資料に加え、より新相の遺物を含むものと言えそうである。

これらを敢えて既存編年と対比すれば、14号土坑が第3型式、 5号土坑下層が第4型式、 5号土

坑上層と4号滞が第4～ 5型式に相当するものと考えられる (0。 本稿では各型式の内容を、これ

らの遺構から出土した資料の内容に便宜的に置き換えて検討を進めることとしたい。

各型式の年代観については、『概報』によれば国庁第2型式が「大原評」木簡を伴うことや、藤原

宮出土須恵器との対比から藤原宮期 (690～ 710年 )、 第 5型式が天長2(825)年直後と見られる平

城宮SE31lB出上の水挽き成形による長顎壷を含むことから9世紀初めとされている。今回の調査

で遺物の年代に関わるものとしては、4号建物跡で第4型式の遺物と共存して出雲国分寺第二類の
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軒九瓦が出上している。第二類は創建瓦の一群とする見方 (の と、その変化型式とする見方 (0があ

るが、後者の立場でも8世紀後半代には出現するとされるものである。また、 4号溝では水挽き引

き成形の長頸重 (第 61図 195)が第 4～ 5型式とともに出土しており、胎土分析の結果、他地域か

らの搬入品であることも明らかになっている。これは『概報』で年代観の根拠となっている長頸壼

と同種のものであるが、長岡京期 (784～ 794年)に出土量が増加するものとされている (D。

このように見ると、各型式の年代観は第 3型式を8世紀前半、第 4型式を8世紀後半、第 5型式

を8世紀末から9世紀初めと概ね考えることができる。

(2)遺構の変遷と時期

奈良・平安時代の遺構は、遺構の様相及び切合関係などにより大きくⅢ期に区分することができ

る。また、出土遺物などからI期は 2つの小期、Ⅱ期は3つの小期に細分することができる。

1期 南北に主軸をもつ掘立柱建物跡の時期で、 2号建物跡・ 7号建物跡・ 8号建物跡がある。

これらの出土遺物を見ると、8号建物跡が第 3型式であるのに汁し、2号建物跡は第 4型式であり、

それぞれ I-1期、 I-2期 として新古に分けることができる。

I-1期の遺構は、 8号建物跡の他、 3号溝、 4号土坑、14号土坑があり、第19・ 20ト レンチの

石敷護岸施設も既に存在した可能性がある。 8号建物跡は 2間 ×4間の掘立柱建物で、 3号溝はそ

の東側に平行するように延びている。

I-2期の遺構は、 2号建物跡と5号土坑があり、出土遺物からすれば 4号溝も既に設けられて

いた可能性が考えられる。 2号建物跡は2間 ×3間の掘立柱建物で、 5号土坑はその底面で祭祀遺

構が確認されている。 4号溝が既に営まれていたとすれば、石敷護岸施設との東西81mの 区画内に

これらが配置されていたことになる。

H期 東西に主軸をもつ建物跡の時期で、 1号建物跡 。3号建物跡・ 4号建物跡がある。これら

はいずれも掘立柱建物から礎石建物に同じ場所で建て替えられていることから、前者の段階をⅡ―

1期、後者の段階をⅡ-2期 とし、廃絶期をⅡ-3期 とする。

Ⅱ-1期の遺構は、 1号建物跡・ 3号建物跡 。4号建物跡と4号溝がある。建物はいずれも2

間×5間の掘立柱建物で、出土遺物は第 4～ 5型式である。

遺構の配置は、 1号建物跡と4号建物跡は東西の柱筋を揃えて40mの間隔で並んでおり、 3号建

物跡が北辺を 1・ 4号建物跡の南辺に揃え、両者間の東寄りに位置する計画的なものである。 5号

土坑で「東殿」と記された木簡、 4号溝で「西殿」と墨書された土器が出上していることからすれ

ば、 1号建物跡が西殿、 4号建物跡が東殿と呼び慣わされていた可能性も考えられる。

Ⅱ-2期の遺構は、 1号建物跡 。3号建物跡・ 4号建物跡がある。建物はいずれも礎石建物に建

て替えられ、1号建物跡と4号建物跡は四面廂建物となる。4号溝はこの段階には埋められており、

4号建物跡の廂柱はその埋上を掘 り込んで立てられている。遺構の配置は、 1号建物跡と4号建物

跡が廂部分の追加により大きくなったことを除けば、Ⅱ-1期 と変わらない。

Ⅱ-3期は 1号建物跡 。4号建物跡の廃絶期で、建物跡の周辺もしくは一部重複 して、 7号土

坑・ 8号土坑・15号土坑・16号土坑が営まれている。これらはいわゆる「廃棄土坑」とみられ、内

部からほぼ同様な特色をもつ土師質土器 。須恵器・緑釉陶器が出上している。

土師質土器は足高高台をもつ郭と、無高台の杯があり、 8号土坑では皿、16号土坑では鍋が伴っ
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第126図 本調査区内施設群の変遷
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ている。須恵器は 8号土坑で高台付杯・重、16号土坑で高台付郭・無高台杯・壷・平瓶・風字硯が

見られる。緑釉陶器は8号土坑で京都産椀、16号土坑で京都及び東海産椀が出上している。

このうち、土師質土器は口縁が直線的に外傾する器形をとる点で類例に恵まれないが、松江市長

峯遺跡SK01。0、 出雲市藤ヶ森南遺跡SK01似 )で同様なものが知られており、また、底部切 り離し

の手法は異なるが米子市宮ノ谷山遺跡 221で も同形態のものが見られる。須恵器は焼成が不良で、

杯口縁が直線的に外傾する点や、外面に突帯をもつ杯・平瓶などが、松江市古曽志平廻田 1・ 2号

窯跡灰原 ●0出上のものに類似 しており、東出雲町渋山池窯跡 。→、出雲国府跡に隣接する神田遺跡

SK01。うでも同様な不が見られる。土師質土器を含めこれらは概ね 9世紀末～10世紀初頭頃に位置

づけられている。また、緑釉陶器は、 8号土坑出上のものが稜椀を含むことから9世紀後半～10世

紀前半、16号土坑出上のものが 9世紀後半のものと見られる●0。

以上、出土遺物の様相からすると、 1号建物跡 。4号建物跡の廃絶時期は10世紀を前後する頃と

想定することができる。

Ⅲ期 白磁が伴う遺構が見られる時期で、 2号溝・ 8号溝・ 1号井戸跡がある。井戸と溝がある

ことから何らかの施設群の存在が想定されるが、現在のところ把握できていない。本調査区内で確

認されている径20cm程度の小さい柱穴が、この段階の建物になることも考えられる。

2号溝は後述するようにトレンチ調査でありながら周辺に比べ陶磁器の出土点数が格段に多 く、

内容的にも各種の白磁椀・皿類・中国陶器壼・盤などを含んでおり、付近にこの段階の施設群が存

在することが想定される。 1号井戸跡は縦板組隅柱横桟留め構造をもつもので、土師質土器杯 。

皿・柱状高台付皿と白磁椀が共伴している。これらの時期は白磁椀Ⅳ類・V類 。XⅢ類 。皿Ⅶ類に

加え椀Ⅷ類が見られることから、12世紀中頃から後半代のものと考えられる傍)。

この段階の遺跡としては、本調査区の南東120mに ある大屋敷遺跡 。0で、掘立柱建物跡 2棟が確

認されており、南東250mの丘陵部にある天満谷遺跡 ω)では掘立柱建物跡 6棟・柵列 。滞などが検

出されている。出土遺物は、白磁・土師質土器など12世紀代のものを中心とし、越州窯系青磁・龍

泉窯系青磁 。同安窯系青磁・常滑・瀬戸など10世紀～13世紀代のものも見られる。平安時代後半以

降の遺構 。遺物は、現在までのところ主として出雲国庁の東側で確認されており、施設群の中心が

やや東寄 りに移っている可能性も考えられる。

(3)遺構の性格

本調査区は、昭和43～ 45(1968～ 70)年 に発掘された宮の後・六所脇地区の北側40mに位置し、

小字名は「大舎原」である。両者が密接な関係にあったことは、方位に合わせた建物群の規格的な

配置からしても当然想定できるが、既に述べたように本調査区内でも時期毎に施設の様相に大きな

変化が見られることから、東西方向に主軸をもつ大形建物が現れるⅡ期とそれ以前の I期に分けて、

その性格を検討してみたい。

1期 南北方向に主軸をもつ建物跡があるが、 2つの小期に分けることができ、遺構の分布は散

漫である。 I-1期 は、 8号建物跡で「官」と書かれた墨書土器と転用硯、14号土坑でも転用硯が

多数検出されていることから、文書行政に関わる施設であることは想定できる。

I-2期で注目されるのは5号土坑の祭祀遺構である。鹿頭骨とともに刀形代・斎串など祭祀遺

物が出土し、松井章氏は律令祭祀である「釈貧」が行われていた可能性を指摘している。この祭祀
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遺構から検出された遺物の中には「郡」と墨書された土器があり、郡名を記さず大きく―字が書か

れている。国庁のように国内の各郡から物資が集まる施設では、郡名がなければ墨書は意味をもた

ないが、墨書土器が意宇郡の施設で用いられたものであれば、墨書の意味を理解することができる。

すなわち、 5号土坑で行われた祭祀の主催者は意宇郡であり、 I期の施設は意宇郡家の一部であっ

た可能性も考えられる。

‖期 I期 とは異なり東西方向に主軸をもつ大形建物跡が整然と並ぶ。Ⅱ一 l期の段階には、建

物群は西側の石敷護岸施設と4号溝間の東西81mの 区画内に配置されている。 4号溝は地下レーダ

ーの探査結果によれば、さらに南に延びているものと考えられ、その延長線上には昭和49(1974)

年に行われた史跡整備に伴う調査 ●0の際に確認されている溝がある。これはやや軸を南東に振る

宮の後地区SD34と 連結するものと思われる。したがって、全体としてみれば現状で南北約70m・

東西81mの方形区画が想定され、その北辺に近い地点の東西に 1号建物跡 。4号建物跡が配置され

ていることとなる。

宮の後・六所脇地区の施設群は、政庁後殿 と考えられるSB20の 中軸線を基に配置されている。

SB20は 4間 × 5間の四面廂付掘立柱建物跡で、この中心から真北に中軸線を設定すると、本調査

区では 3号建物跡西辺を通過する。 1号建物跡と4号建物跡は、この中軸線を挟んで東西20mの位

置に並んでおり、これらの配置に当たってはSB20が基準となっていると考えられる。したがって、
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番 号 挿図番号 釈  支 瀬ヨ  月十1 器 種 部  位 型  式 出土遺楼 取 り 上 げ 番 丹

35-13 口 須煮繋 lTN 虞タト 2丹律物跡 SB02 PCS 000818

2 42‐4 □ 須恵器 lTh 底 タ 4 4号建物 P SB04 Pl1 010827
45‐3 □ 須恵器 lTh蓋 丁買歩 8号建物 F SB08 P4 010828

4 45‐4 官 須恵器 郵 底 外 8弓建物跡 SB08 P8 2 010913
5 45‐5 ¬ 須蕉器 罫 底タト 8丹建物跡 SB08 P3 010828
6 13‐14 □〔奇力〕 須恵器 lTh 廣外 1晏播 SD04 991124
7 13‐15 浄 須恵器 郵 底 外 4号清 SD04 991124
13-16 法 須恵器 lTN 底 外 4号溝 SD04第 3層 991126

9 13-17 出厨 須恵器 lTh 底夕ヽ 4号溝 SD04 991209
1■ _l Fl ¬「斗力1 須煮器 lTN 廣夕ヽ 4号漏 SD04 2層 991124

1 14-37 □ 須恵器 lTh・ 皿 廣夕ヽ 4丹遺 SD04 2層 991126
12 14-38 出 須恵器 皿 底タト 4号溝 SD04第 3層 991120

52‐30 西 殿 須恵器 皿 底 外 4号溝 SD04 41 01827
14 52‐31 安 須煮器 lTh 体タホ 4■■万旨 SD04 69 010827

52‐32 口 須東器 lTN 虜タト 4堀許堀雪 SD04 8 010823

53‐56 舘 須恵器 郵 底タト 4丹濫 SD04 133 010828
17 54‐78 O 〔言己手}〕 刀ト 須恵器 皿 底タト 4～5 4号溝 SD04 Tl拡張区 010907
18 4ヽ_70 石 (ヘラ書痢 須恵器 皿 底タホ 4～5 4号溝 SD04 37 0110827
19 57 17 須蕉琴 郵 虞タホ 4 4号清 SD04 T鋭広張区 卜層 010910
20 57 18 少 須恵器 lTh 廣 外 4堀詠編雪 SD04 451 010910
21 58‐ □ 須恵器 皿 底夕| 4号溝 SD04 443 010919
22 46 大 須恵器 芸 頂 内 4号溝 SD04 Tl朝〔J辰区 010911
23 60‐ 54 口 須薫器 芸

［
頂 内 4 4号盾 SD04 Tl下 層 010822

24 60‐ 言 卜口 須恵器 罫 虞外 4 4号渡 SD04 T3ヤ広弓岳区 090913イ仙

] 須恵器 lTN 底 外 4号清 SD04 T3拡 ]長区 上層 010912
66 同 須恵器 lTh 底 外 4号溝 SD04 010823

27 A7 同 須煮器 lTN 底外 4号療 SD04 Tl下 層 010828
介 須煮器 lTN 廣タト 4号濤 SD04 Tl下 層 010823
□ 須恵器 lTN 底外 4丹遺 SD04 Tl下層 010823

30 □ 須恵器 lTN 底タト 4号溝 SD04 T3拡張区 上層 010918
31 日〔舘力〕 須恵器 皿 底 外 4号盾 SD04 Tl拡 張区 0109ヽ 1
32 84 館 須煮驀 皿 虞タト 4号渡 SD04 Tl下 層 010829
33 須恵器 皿 廣タト 4号渡 SD04 T3下 層 010904
34 須恵器 皿 底タト 4号溝 SD04 Tl下層 010823
35 60‐ 87 口 〔司力〕 須恵器 皿 底タト 4号肩 SD04 Tl拡張区 010918
36 88 日 r飽力〕 須点器 皿 底タト 4号活 SD04 Tl T〕雪 010823
87 89 得 須東界 皿 庇タト 4号活 SD04 T3上広弓侵区 卜層ヨ010912
38 ]〔升力〕 須恵器 皿 底外 4号渡 SD04 Tl拡 3長区 010911
39 口 須恵器 皿 底タト 4号溝 SD04 T3拡張区 上層 010913
40 92 口 須恵器 皿 底夕| 4号盾 SD04 T3キ広3長区 上層 010912
41 75-29 0「訂丹1本 須蕉器 郵 庶タト 4 5丹土坑 SX05 250 010612

42 75-32 ]〔館力〕 須恵器 郵 底外 4 5丹十抗 SX05 284 010622
43 75‐ 37 □〔光力〕 須恵器 郵 底夕| 5号土坑 SX05 220 010612
44 77‐ 6司 意 申 須恵器 皿 底 外 4～5 5号土坑 SX05 130 010611
45 77‐62 煮 申 須煮器 皿 虞外 4～5 5丹土坑 SX05 245 010612
46 71‐ 63 □ 須恵器 皿 腐ウト 4～5 5丹十航 SX05 287 010627

47 80‐106 郡 須恵器 郭 底タト 5号土坑 SX05 343 010629
80-107 井 須恵器 皿 底タト 5号土坑 SX05 407 010719

49 8P‐126 口 須煮器 lTh奉 T買タト 5丹土坑 SX05 010606
R9_197 口 須東器 郵 虞 内 5丹士航 SX05 010606
87-3 平 須恵器 郭 底外 4 6号土坑 SK19-30110刊 9

52 90-20 口 〔御力〕 土師質土器 郭 底タト 平 8号土坑 SK08 010607
90-21 口 口 土師質土器 郷 体夕| 平 8号上坑 SK08 010607

54 92-9 舘 須煮器 皿 庇タト 4～5 9丹土坑 3区 SX02‐8001008
55 92-10 □ 須恵器 皿 廣タト 9弓十抗 SX02 001108
92-13 □ (ヘラ書き) 須恵器 皿 底 内 9号土坑 SX02‐40001018

57 94-5 口 〔―力〕 須恵器 皿 底 外 10号土玩 SX01‐ 18001018
96-6 舘 須煮器 し代・

「
R 廣タト 13号土 坑 SK02 000807

Б9 98-20 中 須恵器 郭 廣タト 14丹十抗 SX01-173000926
60 123-25 牛 須恵器 豚 底タト 3区 ST4 000105
61 123‐26 口 r各力] 須恵器 罫 底夕| 2区 T10第 2層 991201

123‐27 寸 須煮怒 罫 虎タト 2区 N80-74W28‐322層 991202
63 123‐28 □〔館力〕 須恵器 皿 庇夕( 2区 SD01 000818
64 123‐29 新 須恵器 郵 蓋 丁買タト 3区 盛± 000608
123‐30 ‖ lt津力j 須恵器 lTN 底タト 2区 P30000705

66 123-31 口 日 須煮器 邦 底 外 91ヌ 岡7氏_7∩ WR∩_Rl fj∩nRク R

67 123-32 口 須蕉器 罫 虜タト I区 ST10 000925
6R 123-33 年 (ヘラ喜剰 丁 詢 丁 外 雨 3区 N82-VVO未井作 キ中 oloψ9

第 5表 墨書・ヘラ書き土器一覧表
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方形区画の中で、 1・ 4号建物跡が東に片寄った位置にあり、4号建物跡のすぐ東に4号溝がくる

のは、中軸線を基準に建物が配置されたためと考えられる。

また、方形区画は中軸線からみると西側に大きく寄った位置にある。出土遺物から4号溝が I期

に遡る可能性があることは既に述べたが、中軸線の設定以前に営まれた遺構であるとすれば、その

ずれが理解できる。Ⅱ-2期に1,4号建物跡が四面廂礎石建物に建て替えられる段階には、古い

方形区画である4号溝は埋められており、こうした事情が示されているものと思われる。

Ⅱ-1期の段階には、4号溝を中心に多数の墨書土器が出土している。その中には「館」 。「出

厨」 。「意宇」 。「介」など施設の性格に関わると考えられるものが含まれている。「館」は可能

性があるものを含め 7点あり、4号溝の他、5号土坑上層 。9号土坑 。13号土坑で確認されている。

六所脇・宮の後地区では「館」は 1点 も知られておらず、 1・ 3・ 4号建物跡の周辺でのみ出上し

ているのは大きな特徴といえる。「出厨」は4号溝で出上したもので、出雲郡の厨の意味である。

六所脇・宮の後地区では神門郡の「神門」が出土しており、出雲国内の各郡から持ち込まれている

という点で、国関係の施設であることを窺わせる。5号土坑上層で 2ソ点が出上している「意宇」は、

郡で使われたものとも見られるが、郡名が記されているという点で、同様に国の施設に持ち込まれ

たものと見ることもできる。「介」は次官級国司の官名である。宮の後地区の史跡整備に伴う調査

では「少目」という墨書土器が出土しているが、これは方形区画の南辺にあたる地点である。

この他の注目される遺物としては、4号溝から出土した文書箱がある。これは紙製文書を入れる

ためのもので、奈良県の長屋王家木簡出土溝、平城京二条大路東西大溝・東二坊坊間路西側溝・東

一坊大路西側溝、平城宮内裏東方大溝、平城宮第一次朝堂院東方溝で知られているが、地方では出

土例がこれまでなかったものである。平城京二条大路東西大溝のものには「伊勢国少目大倭生羽進

上」という墨書があることから、文書の保管だけでなく、運搬にも使われていたことが明らかにな

っている。1)。 出土例が稀少であり、これが出雲国内の郡から国庁への文書の運搬に使われたとは

考えにくいので、国庁から中央に文書を送るために用意されていたものと考えられる。

以上、検討してきたがⅡ-1期の施設群の性格に関わる事項をもう一度整理すると、①建物配置

の中軸線を国庁の中心施設と共有、②「館」と墨書された土器が多数出上、③出雲国内の郡から持

ち込まれた土器が出上、④国司の官名である「介」 。「少目」と墨書された土器が出上、⑤国庁と

中央との文書のやりとりに使われた文書箱が出土するという特徴をもっている。これらの点から見

ると、Ⅱ-1期の施設群は国に関わるものであり、国司館の可能性が高いものと考えられる。国司

館は、国司の宿舎であると同時に、饗宴を行い、また政務を執り行う場としても機能していたと考

えられている。の。供膳具である多量の須恵器、炊飯具である土師器甕・瓢 。土製支脚 。竃、焼塩

壼、行政文書である「東殿 出雲積大山□□伊福部大□」と記された木簡、文書箱、転用硯などの

出土はこうした国司館の実態を反映したものと考えられる。

国司館の調査例としては、下野国府跡、美作国府跡、筑後国府跡、肥前国府久池B遺跡Ⅱ区など

で明らかになっている。このうち、下野国府跡●うでは東西70m。 南北100mほ どの区画の中に東西

に2棟が並ぶ南廂付建物跡があり、その前後に三面廂建物や身舎建物数棟を配置する。「介」・

「介□ (館力)」 という墨書土器が出土していることから、介の館とされており、時期は8世紀後半

から10世紀初めと考えられている。出雲国府跡で明らかになった国司館と比較すると、方形区画の

中に中心になる東西棟建物を2棟に並べて建てる′点や、存続時期などよく類似している。
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(4)国府における手工業生産

今回の発掘調査では、手工業生産が行われた工房については明らかにできなかった。しかし、出

上した遺物を見ると、金属器生産 (炉壁・椀形鍛冶淳・羽口・銅鬼・ltr蝸 )、 玉生産 (水晶・碧

玉・馬珀・筋砥石・丸玉未製品・平玉)、 木器生産 (未使用樺皮 。漆壼・漆付着土器 )、 織物生産

(糸巻)に関わるものがあり、本調査区の付近、または諸施設に先立って、こうした多様な手工業

生産が行われていたことが想定できる。

金属器生産は、出土遺物の検討から、鉄製品の鍛錬鍛冶と、銅製品の鋳造が行われていたことが

明らかになった。鍛冶関連遺物のうち、椀形鍛冶淳は長径13cm程度の楕円形になるものが最も大き

く、炉壁は粗いスサが横方向に混和したものが見られた。遺物のみでは炉の形状を復原することは

困難であるが、浅い皿状を呈する火窪の周囲に炉壁が只占付けられたものと見られ、羽日の挿入本数

は椀形津に残る痕跡からすれば一本である。鍛冶素材は砂鉄製錬された鉄塊が用いられていること

から、出雲国内で製錬された素材が持込まれている可能性もある●つ。

銅に関わるものは、鋳型こそないが、炉壁・羽口 。対渦・銅塊が揃って出上しており、鋼製品の

鋳造が行われていたことが明らかである。製品の素材となる銅塊は、分析の結果、鉛・砒素・錫な

どを含む合金であることも分かつている。

官行に付属する金属器工房の例は、県内ではあまり知られていないが、神門郡家跡と推定される

出雲市古志本郷遺跡では鉄滓・羽口・炉壁などの鍛冶関係遺物が検出されており、精錬鍛冶
。鍛錬

鍛冶が行われていることが明らかになっている。う。また、仁多郡家推定地に近い仁多町芝原遺跡

では鍛冶炉 2基 と羽口・精錬鍛冶淳が検出されている。鍛冶工房からは墨書土器・転用硯が出上 し

ており、官行に付属するとは言えないが関わりの深い遺跡と考えられる●0。

玉は水晶・碧玉・馬璃を主な素材とし、平玉・丸玉の生産が行われている。玉の素材は、出土量

から見ると水晶が重量で 4割、点数で 7割 を占めており、重量では碧玉、点数では馬瑞がこれに続

いている。宮の後・六所脇地区で出土している玉素材は、重量では水晶と碧玉が 4割・馬璃 1害」、

点数では水晶 5割・碧玉 4害Jで ●り、点数では水晶の割合がやや低いが、近い傾向が窺える。

水晶製玉の製作工程は、原石の両端・側面を荒割一製品を意識した形割・調整剥離―敲打一研磨

の順に進められている。製作用具としては、敲石・筋砥石・平砥石などが出上している。敲石は実

験的な検討の結果、鉄製工具よりも敲打作業に向くとされており、敲打成形にも使用されたことが

想定されている●0。 また、砥石は筋砥石がほとんどであるが、九玉 。平玉状の円形窪みがある特

異なものが 1点出土している。

奈良・平安時代の玉作遺跡としては、玉湯町蛇喰遺跡 ●分・岩屋遺跡
401.六反田遺跡・火尻原遺

跡などが上げられるが、内容が知られている遺跡は少ない。このうち、蛇喰遺跡は碧玉製管玉・平

玉、水晶製平玉・丸玉、頁岩製平玉など様々な玉の製作が行われており、円面硯など官行で見られ

る遺物が出土することから、玉の生産・集積 。管理を行った公的施設と位置づけられている。また、

岩屋遺跡では碧玉・黒色泥岩製の平玉、水晶製九玉が出土しており、平玉生産が中心となる遺跡と

考えられている。

木器生産については、 4号溝より使用されていない樺皮が出上していることから、曲物の製作が

想定できる。また、漆重や、漆を塗る際にパレットとして用いたと見られる漆が付着した土器が多

数出土しており、漆器などの生産されていた可能性も考えられる。
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第 4節 平安時代 の陶磁 器

各地の国府は10～ 11世紀には衰退変容し、中世府中へ続 くことが最近の各地の調査から窺うこと

ができる。出雲国府跡の陶磁器は、貿易陶磁と国産の緑釉陶器、灰釉陶器がある。これらは遺構外

から出土したものが大半であるが、陶磁器を検討することは国府の特徴や変化などを考える上で必

要である。また、在地の土器の編年が進んでいない出雲地域では、陶磁器は他の地域との平行関係

や年代を決定する重要な鍵となっている。以下、出土した陶磁器の概要を報告する。

(1)貿易陶磁

1999年度から2001年度に出土した貿易陶磁は計1,005点 であり、第 6表にまとめた m)。

貿易陶磁には中国産の白磁、青磁、青白磁、中国陶器、青花がある。

分布状況は、点数を問題にしなければ、ほぼすべての調査区で発見されている。出土量が多い地

点は大舎原地区で、一方、樋ノロ地区や推定柾北道沿いに設定したTH、 T22～ T24では出土して

いない。

出土密度については、出雲国府跡全体では 1ぽ当たり0.4点 (1,005点■2,414.9ぽ )、 1点当たり

2.4♂ (2,414.9だ ■1,oo5点 )であるが、T6は 出土量が多 く、 1ポ当たり6.3点 (660点■104♂ )、

1点当たり0.15ぜ (104♂ ■660点 )である。T6は全体の16倍の貿易陶磁が出上し、溝跡が検出さ

れていることから、同時期の遺構が周辺に存在する可能性が高い。

貿易陶磁の編年研究が進んでいる太宰府ではA～ G期の磁器区分を設定し、古代末から中世前半

を整理している。これをもとに出雲国府跡の貿易陶磁を見ると、A期では、越州窯系青磁が 4点出

上している。器形が分かるものでは越州窯系青磁碗 12b類がある。B期では、貿易陶磁が少なく

時期ではあるが、白磁碗 XI類が 1点存在する。C期では、白磁碗Ⅱ～Ⅵ類 ,XⅡ類・XⅢ類、白磁

皿Ⅱ～Ⅶ類を中心として多量に出土している。D期では、龍泉窯系青磁碗 I類 3点、同安窯系青磁

碗 I類が 4点、白磁碗Ⅷ類が18点出上している。E期では、龍泉窯系青磁碗Ⅱ類 1点 と少なくなる。

出雲国府跡では出土量の中心はC期の遺物で、D期まではある程度量も出土するが、それ以降は激

減する。しかし、龍泉窯系青磁碗Ⅳ類や16世紀代の青花まで連綿と続いている⑫。

特殊品や稀少品、優秀品などといわれる検出量の少ないものとしては、内面にクシロをもつ白磁

鉢、白磁壼、白磁小壼、白磁合子、青白磁、中国製陶器 ④ がある。また、発見例の少ないものと

して、外面にヘラ線とクシロをもつ広東系の大碗 (鉢)?が 2′点 (同一個体と思われる)出上して

いる。これらの陶磁器は貿易陶磁の全体の5.6%である。出土地点を見ると貿易陶磁自体の出土量

が多いT6に集中し、この地区の性格を考える上でも示唆的である。

少し詳しく検討すると、出雲国府跡の白磁は広東系白磁が多種多量に見られる
“
。。広東系白磁

として白磁碗 Ⅱ類・XⅡ 類・ XⅢ類、白磁皿V～ Ⅶ類の他、少量ではあるが、白磁鉢・壼・水注・

合子・小重が確認でき、数量を別にすれば博多や太宰府と様相が似る。C～ D期の白磁供膳具にお

ける広東系白磁は370/Oの割合である。

中世前半の中国陶器はB群壷類、 C群盤 I類、C群耳壼Ⅲ類などが18点出上している。石見国府

関連の港湾または市場と考えられる浜田市古市遺跡 い では、壼、鉢、盤に加え、甕など多種類の

陶器が出土しており、出雲国府跡が限られた器種の陶器しか出土しないという様相と異なる。貿易

の拠点である博多などとの地理的社会的関係なのか、国府中心部と港湾・市場という性格の差なの

かについて今後検討する必要がある。
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第 6表 陶磁器類分類表

※接合前の破片数で集計している。



(2)緑釉陶器

1999年度から2001年度に出土した緑釉陶

器は合計で22点である。緑釉陶器は、貿易

陶磁と同じで宮の後・六所脇地区に多く分

布し、周辺に離れるほど少ない。出雲国府

跡の東側にある大屋敷遺跡・才台垣遺跡で

も出土 してお り
“
0、 この時期の追跡は周

辺にある程度広がっている。

産地別 (第 8表)に見ると、京都産の 9

世紀前半から中葉の緑釉陶器は 5点あり、

1区・T6・ T15。 T16か ら出土 してい

る。近江産の10世紀後半の緑釉陶器はT16

から1点のみ検出された。東海産の緑釉陶

器も 11点 しか出土していない。京都産の

9世紀後半からlo世紀前半の緑釉陶器は12

点と多く、この時期の遺構の性格を考える

上で重要である。

今回の調査区 (大舎原地区)と 宮の後・

六所脇地区から出土した緑釉陶器を比較す

ると、今回の調査区は近江産が少なく、また、10世紀中葉以降のものも少ない。宮の後・六所脇地

区では、46点中20点が近江産であり、430/0に も及ぶ●の。時期的には、今回の調査区は9世紀後半

から10世紀前半の時期に集中していることが分かる。

今後、出雲国府跡が位置する意宇平野の遺跡から出土している陶磁器や緑釉陶器を比較検討する

ことにより、古代末から中世にかけての国府像を導き出せるものと思われる。

第 8表 緑和陶器分類表

京都産 東海産 近江産 合計

9世紀前半～中葉 3

9世紀中葉 2

9世紀後半 珂 4

9世紀後半～10世紀前半

10世紀後半 1 1

合計 1 J 22

註

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

島根県教育委員会『北松江幹線新設工事 。松江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』1987

松山智弘「出雲における古墳時代前半期の上器の様相」『島根考古学会誌』第 8集  1991

田辺昭三『須恵器大成』角川書店 1981

大阪府教育委員会 ,大阪府埋蔵文化財協会『野々井西遺跡・ON231号窯跡』 1994

a,大阪府教育委員会 。大阪府埋蔵文化財協会『陶邑・大庭寺遺跡』Ⅲ 1993

b,大阪府教育委員会・大阪府埋蔵文化財協会『陶邑・大庭寺遺跡』Ⅳ 1995

酒井清治「日韓の甑の系譜から見た渡来人」F楢崎彰一先生古希記念論文集哲 1998

大阪府教育委員会・大阪府埋蔵文化財協会『陶邑・伏尾遺跡―A地区―』 1990

寝屋川市「楠遺跡」『寝屋川市史』第 1巻 1998

全南大学校博物館・全羅南道『住岩ダム水没地域文化遺跡発掘調査報告書』Ⅵ 1989

亀田修一氏のご教示による。

定森秀夫「日本列島出土陶質土器の原郷」『陶質土器の受容と初期須恵器の生産』愛媛大学考古学研究室 2002

小池寛「陶質土器・紐に関する基礎研究」『西谷員治先生古希記念論文集』 1995

亀田修―「陶製無文当て具小考」F生産と流通の考古学』横山浩一先生退官記念論文集 1 1989

第 7表 緑和陶器 。灰釉陶器一覧表

※産地について
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(14)岡山県教育委員会「奥ヶ谷遺跡」『中国横断自動車道建設に伴う発掘調査」 4 1997

(15)松江市教育委員会『出雲国庁跡発掘調査概報』 1970

(16)安来市高広遺跡の編年では、14号土坑がⅢB期、5号土坑下層がⅣA期、5号土坑上層と4号溝がⅣ期に比定される。

島根県教育委員会『高広遺跡発掘調査報告書』 1984

(17)前島己基「山陰における初期造寺活動の一側面」『山陰考古学の諸問題』山本清先生喜寿記念論集刊行会 1986

(18)町田 章・近藤 正「古代官衛跡」『八雲立つ風土記の丘周辺の文化財』島根県教育委員会 1975

(19)木村泰彦「長岡京の上器」『古代の土器研究―律令的土器様式の西・東―』古代の土器研究会 1992

(20)松江市教育委員会『中竹矢1号墳 。長峯遺跡』1986

(21)出 雲市教育委員会『藤ヶ森遺跡 (I地点・Ⅱ地点)発掘調査報告書』 1998

(22)ィ鳥取県教育文化財団「古市遺跡群 3」 『一般県道180号線道路改良工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書』Ш 2002

(23)島根県教育委員会『古曽志遺跡群発掘調査報告書』 1989

(24)島根県教育委員会「渋山池遺跡・原ノ前遺跡」『一般国道9号安来道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 西地

区』Ⅶ 1997

(25)前掲註 (1)に同じ。

(26)高橋照彦「緑釉陶器」『概説中世の土器・陶磁器』中世土器研究会 1995

(27)山 本信夫「中世前期の貿易陶磁器」『概説中世の土器・陶磁器』中世土器研究会 1995

(28)前掲註 (1)に同じ。

(29)前掲註 (1)に同じ。

(30)島根県教育委員会『史跡出雲回府跡環境整備報告書』1975

(31)小池伸彦「木箱と文書」『木簡研究』第11号 木簡学会 1989

(32)山中敏史『古代地方官衡遺跡の研究』塙書房 1994

(33)栃木県教育委員会『下野国府Ⅵ―昭和58年度発掘調査概報―』 1985

(34)玉湯町玉ノ宮遺跡では 7世紀後半から9世紀代の砂鉄製錬炉が確認されており、安来市島田南遺跡では8世紀代の遺

物包含層から砂鉄製錬淳、精錬鍛冶津が出上している。

(35)松尾充晶「古志本郷遺跡官衛遺構についてJ『条里制 。古代都市研究哲16号 2000

(36)仁多町教育委員会『日ヤケたたら跡・芝原遺跡』 1994

(37)島根県古代文化センターエ作遺跡検討会の成果による。

(38)高橋進―「水晶製玉類の製作について」『環瀬戸内海の考古学』下巻 古代吉備研究会 2002

(39)玉湯町教育委員会『蛇喰遺跡」 1999

(40)島根県教育委員会「岩屋遺跡・平床Ⅱ遺跡」『中国横断自動車道尾道松江線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』

6  2001

(41)山本信夫氏に直接分類していただいた。

太宰府市教育委員会『太宰府条坊】Ⅳ―陶磁器分類編―』 2000

(42)出土量に絶対的な違いがあり、遺跡 。遺構の性格が同一かは慎重な検討が必要である。

(43)中 国製黒釉陶器は天目碗2点、茶入れ1点であり、中世後半の可能性がある。

(44)山本信夫「11,12世紀の平泉の貿易陶磁と京都・太宰府」『日本考古学協会2001年度盛岡大会資料』 2001

山本氏は「遺跡造営者が獲得した陶磁の多種多様性の追求」について、多様性が認められれば貿易基地からの陶磁流

通ルートに強いパイプを持つことになるとし、一例として広東産白磁を検討されている。

(45)a,榊 原博英「石見の様相J『山陰における中世前期の貿易陶磁器』山陰考古学研究集会 1998

b,榊原博英「島根県古市遺跡、横路遺跡と出土陶磁」『貿易陶磁研究』18 1998

(46)前掲註 (1)に同じ。

(47)a,西尾克己・守岡正司「出雲国庁跡出上の陶磁器について (1)」 『人雲立つ風上記の丘』141 1996

b.山 陰中世土器検討会『緑釉陶器の様相―山陰地方を中心として一』第 2回山陰中世土器検討会資料集 2002
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出雲国府跡土器・陶磁器観察表

器痙 挿園番号 器種 睡
繍

備  考

やや不良 灰禍色 察恵器

(134 住
碑

談灰得色 音言灰色

土師器 やや不良 灰禍色 訂,嗣 暗灰色

土師器

lI・灰ISt 察恵器

やや不良 淡灰召色 浜赤褐建

良好 音青灰色

土師器 高IIN

丼面に密タ

暗灰色

土師器

南不 (222 泰掲色 須恵器 民票占 淡言灰色

あるイ部

舛面に稜

須恵器 良好

良好 青灰色 台催

高t4N 良好 青灰色 頁恵R 黒灰色

音青仄色

浜士反色 頁忘君 言灰色

器 台

須忠器 (196 碗 法渇0

須落器 商ネ

高j4N

回縁外面に

僚あり

良好 ぷV恢色 抗

灰白色

須恵器

良好 青灰色 (138 真好

暗灰色

須恵器 灰白色

須な器 イ蓋 良好 旨青灰を 灰白色

淡黄掲色

須落器 島釉重 灰網色

〕”一硼
良好 ぶい仄色 悛仄色

須落器 (154 青灰七 淡黄褐e

須落器

須恵器

淡灰t 灰白色

須な器

回転糸切り¢

(136 (20) 波灰白色

須恵器
する

磯部外面回

頁忘3

(66) 良好 淡灰色 Pや不
`

淡青灰色

察恵器 イ蓋

(55) 良好 浜言灰色 良好 す灰色

(123

須な器 決黄灰色 言灰色
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色  調 挿回番号
口径 器商

廃  成 色  調

頁恵号 IttH寸コ 青灰色 土師器 黒褐色

頁恵馬 雷灰色 汲tB色

浜種僑L

須忘器 茨仄禍色

須忠器 青灰色

肯灰色 土師器

須な器 暗守灰色 土師器 淡褐色

須恵器 イ蓋 唖ｎ
良好 淡ヤ灰色 L師 留 淡召色

良好 旨仄色 仄褐色

須恵器 賞好 荷灰色 淡禍色

決灰欄色

周整風化 (
須恵器 与台仕m

須恵器 営台仕Ш 真好 紫紅t 甑 仄絡色

須富器 士灰褐色 甕 黒桐色

灰自色 整 淡綺色

淡褐色 黒褐色

須恵器 暗言灰色 養 灰鶴色

黒褐色

須恵器

須恵器 短顕壺
α立

巴手 面η

良好 暗言灰色

須恵器 lh言灰色 と師協 整 淡獨色

須恵器 良好 寄灰と 七師君 童 灰掲t

須恵器 硯 良好 唇髯灰佳 養 灰白色

淡褐色 赤禍色

淡褐色

蜘卿
決赤褐色

須癌器 獅卿
と師器

須恵器 青灰色 上師ヨ

〔責褐佳 良好

須恵器 不蓋 淡褐色

ミ好 青灰色 賞好 淡脅灰色

灰白色 青灰色

暗褐t 暗脅灰色

明言灰色

土師器 貫恵器

土師器 高不
と含む

赤猾色 頁恵謡

高I・ N い
つ

赤褐色 須恵器 イ壷 言灰色

土師器 高イ 痣灰禍荏 須恵罵 (118) 淡青灰色

土師器 高イ 須恵絹 甘灰色

土師器 た灰構進 暗青灰色

須恵器 暗灰色 須恵器 言仄色

青灰色

須恵器 ll質よ

荀質

"
土師器 甕 淡褐色 須恵器

良好 灰密色 須蕉獅 淡☆灰色

上師器 養 ミ好 灰白色 須恵器 旨灰色

妻 灰編色 頁恵縣

甕 須恵鶴 暗青灰色

黒褐色 暗帝反雹

■ 1市器 青灰色

主師器 真恵器

と師器 高イ 脚
鮒 放射状の暗文

頁な誘

宏を貼付
k澄褐佳 須恵器 イ

i師謡 浜鶴0 須恵器 黒灰色

土師器 橙4B色 貫恵器 Pや不兵 淡灰色

高イ 蔵好 燕挑褐ぞ I台仕ll 青仄色

灰禍色 須恵器 青灰色

灰褐色 暗▼灰色

青灰色



,'国番号
口空 器商
(m)

胎    土 焼  成 色 調
口径 器商

胎    土 備   考

須恵器 頁恵翻

須恵器 良好 盲甘仄色 真恵il

灰白色 須な話 帝灰色

帝灰色 浜紫Fk色

土師器 灰褐色 苛灰色

須恵器 杯蓋 良好 ,灰色

貫恵需 須恵器 良好 淡灰色

貢恵翻
九
体

須忘器 不斐

須恵器 質恵器

須恵謡 曽言灰色 天恵
=

良好

浜
=灰
色 薫恵器 良好 暗言灰色

青灰色 良好 音守灰色

良好 暗守灰色 頁恵寄 青仄色

須恵器 長野 頁恵3 言灰色

須恵器 常台,4
殷回ヽ転ナデ

ヨ転糸t71切

不 言灰色

須恵器 貞忘召

良好 淡黄褐t 真恵8

農好 皇獨色 須恵弓

帝灰色 頁恵3 良好 曽青灰色

丸瓦 淡禍色 暗ヤ灰色

やや不良 仄色 須恵心 青灰色

須落器 良好

須恵器 良好

灰褐色 須慈器

青灰色 須恵器

淡傷色 須恵器 青灰色

,や不換 曽灰召寵 H好 紫灰色

,や不換 灰禍色 ミ好 淡灰色

黄灰色 須癌器 農好 漿言灰こ

淡褐色 須志器 著灰色

平瓦 察恵器

頁憲3

不 良 淡禍色 貞恵留

灰褐セ 頁忘君

不 良 淡褐色 貫恵器 曽守仄色

不 長 女灰色 良好 暗言灰セ

須恵器 イ蓋 良好 帝灰色 頁恵器 青灰色

須恵3 杯 須恵稲

須志器 lTN 須言銘 長野

須恵署 須恵器 析台社II

須恵鍔 音帝反色 須意器 Htti掏

青灰色 須恵器

責灰色

コ転糸切 I

暗禍色

,や甘ヤ 暗仄色 ミ奸 行仄色

,台 ,登 言灰色 質恵器 良好 苛灰色

灰色 良好 髯灰色

頁恵li ¬面槻 質な器 虞好

質富鍋 甕

`台

仕舛

顔恵器 真好 淡青灰色

良好 青仄色 鼠恵寄 音言灰色

青灰色
割
醐

髯灰色

須憲器 青灰色 貫坪 音|・r灰進

須恵器 青灰色 頁恵8 音守灰k

質恵器 14N 農好 員恵3 茶褐色

薫恵器 須恵君 ∞］頁恵謡 護頸登

面ヽ一部と内面に赤

島色顔料盪布

業部を含め内外面に

は網色顔料至布

業部を含め内外面に

灰褐色 ス恵号 1238

灰褐色 頁恵号 岬
瑚

灰召色 員慰Pi 青灰色

不蓋 帝灰色 音廿灰や
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睡口奮弓 器種
器前

焼  成 色 調 挿囲番号 種 別 器種
(cI)

器蔦
(cm)

胎   土 色  調

時苛灰セ 察恵器? 決笹☆色

員恵鑑 浜ヤ灰色 煮恵器 淡帝灰色

曽甘灰色

真な翻 言灰色 常モHすШ

真恵鵠 暗灰色 缶合仕m

須恵協 須忘器 不 良 暗禍色

頁恵器 (206) 良好 淡責仄色

,台‖皿 良坪 言灰色 良好 淡言灰色

貞慈謡 inMIII (198) 暗灰色 須富器 青仄色

苦帝灰色 須忘器 青灰色

,灰色 須恵器 円面硯

須恵器 第台,ヨ 良好

貢なR 渡言灰色

I台,m 察恵器 良好 暗灰色

察恵器 ittII則 茶得色 良好 青灰色

葺言灰t 須恵器 涯醤灰色

貢恵留 夫帝灰色 須落器 浜言灰色

音言灰t 須恵為

灰白色

須忠協 灰白t 甑 良好 灰褐色

良舛 淡仄禍色

須恵3 蓋 良好 淡灰褐色

須忘器 (38) 良好 jl紫仄色

須恵器 こ 良好 青灰色 真恵絡

須恵器 虞好 青仄色 頁忠器

舛

蜘

蜘

眈
ミ好 青灰色 宏恵番 (30)

須恵器 良好 農言灰笙 須恵鋸

焼塩童 普通 褐色 貫恵器 良好

製塩土器 頁恵君 淡▼灰色

理塩土ニ 焼塩登

製姓 器 焼塩歳 (120 良好 茨褐色 法禍色

良好 状灰禍色 不蓋
イ

リ
決甘反色

良好 灰褐色 貢憲呂 音言灰色

良好 青灰色 IBN

須忘器 良好 青灰色 貢恵器

須恵器 暗言灰色 ミ好

須恵器 甕 真恵岩 青灰色

須忘器 良好 著帝灰色

主師器 灰獨色 青灰色

灰褐色 須恵器 暗灰色

仄褐t 宏忘器 青灰色

暗褐色 須恵器 イ

■製品 灰褐色 賃忠器

淡褐色

須忘為 須落器 灰黄t

不蓋 不 良 赤褐色

員恵3 イ甕 淡褐色

買憲3 須恵器 ミ好 髯灰色

須恵島 言仄色 須忘器 青灰色

浜十灰色 須恵器

貞好 帝灰色 (136

コ転糸切り
,灰色 宏恵器

着灰色 須恵器

貢恵呂 須恵器 (136 良好 暗灰褐色

貢恵8 須恵器 良好 青灰色

1む「高|あ ,内面に灰を

'ぢ

青灰セ

頁恵署 音守灰雀
騒書「少Jあり

頁恵a 良好 明者ス色

貢落劉 良好 麦帝灰雀 須恵1 Ч台,不 赤褐色

晴褐色 ,台仕皿
商台

良好 す灰色 須
=3

,台仕皿
つちナデ 立含む

貢恵3 良好 紫灰色 頁恵3 ,台任皿 1247 早灰色
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挿園番号 痙号1 器種
(ed) (m) 焼  成 色 調 器種 焼  成 色  翻

良好
騒笹|□ (範力,」あり

真恵召 良IT 苛灰色

須恵器 滅者灰や 青灰色

須忠器 灰褐色 貢恵8

`古

付皿 (200 Pや不漁 波青灰て

質恵器 良好 赤桐色 須慈岳 I台付皿 帝灰色

貫忘器 浜帝灰麹 只忘3

貢恵器 淡仄色

頁恵器 上師を

貢恵器 灰白色

炎営反セ
爵書|□」あり

良好 ☆灰色

苛灰色 良好 言灰色

青灰色 平瓦 やや不良 ▼と褐色

須恵器 不 良 良好 青灰色

貫恵器 晨票ヨ 貫好 瞥言灰ね

頁恵8 長顕獲

貞恵8 民al壺 良好

平瓦 良好 灰色

淡言灰( 良好 景灰色

頁忘署 暗す仄モ やや不良 灰 色

頁恵召 暗灰色 良好 黒灰色

暗考灰そ

須忠岳 紫灰色 質恵峯

施五豊

須恵器 良好

須恵器 F4N
良好 灰色

淡褐色 須な器 不 良好 青灰色

赤褐色 領な器 農好 青灰色

た塩癖 淡褐色 察恵器 良好 炎言灰ね

発塩獲 淡禍色 須な器 紫灰色

焼塩壺 韓ｍ
赤褐色

焼塩主 赤禍色

焼宝壺 須恵器 灰白色

炎青灰で

オmm大の白色砂粒竜
争む

lmm大 の赤色粒合も

淡茶褐色 真恵器 イ 甘灰色

尭塩注 淡禍色 貢恵器 炎言灰や

製駐 器 深禍色 真恵審 不良 暗灰色

賞好 灰禍色 頁恵科 青灰色

二師器 (385 長野 灰禍色 真恵8

(316 良好 灰褐色

甕 貢恵科 浜青灰笹

頁恵需 青灰色

灰縛色 貢恵署 不r 甘灰色

■41品 灰褐色 頁恵需 真好 背灰色

灰禍色 真恵暑 台付ll (132 紫灰色

土製品 灰IB色 頁恵君 淡帝灰佳

■製品 灰禍色 頁恵3 良

"
青灰色

普通 灰紹色

須恵器 イ蓋 頁忘召

須恵器 良好

貞恵器 ,台,コ 言灰色

須恵器 イ 盛旨ス| ,や不漁 灰白色

EIN 農好 淡褐色 須恵器 i割寸皿 Pや不崇 淡貨灰建

イ 罠好 浜褐色 真恵馬 蜘蜘
灰白色

淡禍色 須恵器 i台■皿 嗜言灰荏

度好 淡褐色 員恵彗

須恵器 不蓋 良好 |.L青灰ぞ

頻恵科 青灰色

須恵器 真患務

須恵誘 言灰色

須恵器 I台付皿 青灰色

須恵器 央赤褐ぞ 須恵誦

`台

付コ 灰 色

須恵器 青灰色 兵恵怒 暗帝灰4
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挿口番号 種別 器種
器前
(cm)

胎    土 備   考 挿回番号 種別 器種 唯
⑤ (cm)

備   を

須忘器 高不 灰色 灰白色

須恵器

頁黙著

頻恵器

稚 全部久

常灰色 長顔壺

貢恵科 高イ 農好 暗青灰0 須恵烏 良好 言仄色

貞森器 良好 言灰色 焼塩重 着灰褐荏

良好 青灰色 先塩奎

真恵暑 灰白色 渡禍色

頁忘署

京な召 普通

翼4R ミ好 淡茶褐色

暗言反t 焼塩壼 普通 浜赤桐色

頁恵需 青灰色 須落器 普通 淡青灰と

察恵器 良好 守灰色 須恵器 良好 青灰色

頁恵君 良好 須恵器 青灰色

真恵8 i台何篭 良好 青灰色

員忘呂

可転系切り

台ヽ■
'

灰禍色

淡召抱 ぢ台■
'

灰白色

浜褐色 ミ好 灰褐色

充塩笙 (98) 蜘蜘
淡褐色 良好 茶禍色

世な上: 鳥塩癖 浜褐色 橙召色

焼塩霊 (109

貫恵君

灰桐色 淡褐色

上師誘 良好 淡貨禍

`

灰褐色

土師器 灰網色 主台,舅 淡褐色

土師器 (226
よ字

緑
円
鰤

淡褐色 缶台‖
j4 孵

ぢ
赤褥色

土FT器 霊
水字

毎

Ю

的
やや不長 灰褐色 灰協色

土師器 (327
状字

籍

Ю

ｍ
淡褐色 淡褐色

九瓦

須恵器 仄禍色

長舞

須恵器
ユ転ヘラケ利

貫郎回転糸切I

林 良好 灰白を

宏忘器 階言灰色 赤褐色

須恵器 ふ譴 長好 警灰色 浚縛色

須恵器 14N蓋 長好 言灰色 淡褐色

須恵器 やや不良 談褐色

蜃恵器

須恵器

重ね焼き痕あり

須恵器 14N

蜃恵器 青灰色 茨褐色

宏恵器 不 良 碗 (124) 仄白色

贋恵科 筆台■
'

灰色 碗

須恵器 紫灰七 須恵器

良好 着青灰0

員恵器

員恵器 青灰色

却支用により落滅
須恵話 灰 色

良好 菅灰褐だ 須
=器

イ

コ転糸切り

青灰色

純口縁 粒多く含む
策黄悟セ 須恵誦 (120) 青灰色

浚禍色 員忘器 (104) 抒灰色

薙塩登 良好 淡褐色 員恵馬

]転糸切り

]転糸切り

灰 色

察恵器 仄白色 頁忘器 灰 色

炎言反ね

須恵器

須忠器

コ転糸切り

普通

頁忘錦 須恵器 良好 者灰色
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挿図轟 器 種
口径 器高

胎    土 怖   考 障園番号 種別 器種
(飢 )
ｍｍ

胎    ■ 色 調 備  考

貫恵3 缶台lj皿

須恵3 虞好 淡褐色

頁恵B 二師器 良好 赤褐色

|や不I 淡褐色

須恵器 飛,灰と 土師器 波褐色

須恵器 音青灰t 篤nMIイ 柳卿
淡召色

須恵器 鉢 良好 背灰色

イ蓋
覇

，
良好

須恵器
j4N壷 と師3 ミ好 淡褐色

須恵器 淡褐t

劇整風イヒI

やや不良 災言灰佳 と師8 赤褐色

須忘器 黄仄色 t師謡 赤濶色

須恵器 青灰色 淡褐色

須恵器 高台付皿 Et好 旨青灰雀

便恵器 高台任皿

却端部肥婿

明澄色

須恵器 淡褐色

察忘器 長壊痘 と師務
t口緑
く」字状半

暗灰褐を

須忘器 上師誘 甕 Pや不慎 淡赤褐色

淡網色 土師器 箋 (171 浜灰偶色

頁な3 箋青灰色 土師器 整
Ａ写

建

割

満
良好

善灰色 翼 良好 暗褐色

イ 淡召色 土lT器

頁忠科

真恵3 良IV 浜費褐色

土師器 長好 灰召色

決褐色 軒九瓦 灰白色

白褐色 不 良好 淡黄褐色

貢恵需 良好 黄召色

貫忠縣 不| 決褐色

須恵語 漿言灰t

員恵吊 不議 帝灰色

須忘器 不蓋 音言灰t 淡tB色

須恵器 イ蓋 叫
欅

普通 浜黄灰色

須恵器 嘩
署

ＥＩ

十
淡召色

呻
キ
Ｄ
十

度好 滅褐色

須恵器 良好 灰色 1531 悛禍色

須恵器 良好 条守灰窪 即
辞

淡褐色

須恵器 良好 苛灰色

須忘器 長野

須恵器 青灰色 淡4B色

須慈器
主器

良髯 法禍t

渋☆福色

`台

,舅 浜灰褐色

真恵器 浜髯灰雀 淡召色

良好 青灰色 I古付舅 i39 笹召色

薫恵器 良好 曽苛灰セ

頁忘弘 農好

良好 淡髯灰建

創寸
'

言灰色 淡褐色

豆顎登

(15] 良好 灰褐色

常台,掏 普通 灰獨色

旨青灰抱 ▼台付不 良好 淡灰絡色

頁恵署 豆頸色
含む

青仄色 ぢ台付郭

貞憲召 豆頻菫 賞好 灰白色 即
繋

貢忘3 (55) 言灰色

頁忘科 長頚芝 旨甘灰ぞ 良好 悛灰褐色

長頸重 灰召を

須恵ヨ 長顕童 良好 淡褐色

ヨ然釉付を 高台仕 主台,レ

叫
器
師
＋



挿国各号 種 別 器種 釣働
色  調 備  考 挿回筆弓 器種

径
０
(cm)

踏   二 術   を

襲部切り離じ霰
淡桐色

酵

手

日

十
舛 賞好 淡禍色 決褐色

決赤褐色 灰桐色

決召色 決褐色

良好 灰禍色 仄褐t

仄褐色

灰禍色

良好 淡禍色

酵

峯

鰤

十 良好 決縛色

虞好 淡褐色 洪褐t

駆
努

度好 灰褐色 茨IB色

呼
器
『
土

淡褐色 淡禍色

け
器
脚
主 波褐色

叫

署

い

＋
淡禍色

陸
キ

」ｉ

十 良好 淡褐色

朗
繰

14・ 良好

1231 良好 談灰褐色 灰自色

叫
器

赤掲色 白磁 (160 黄灰色

則
器

質好 淡褐色 白磁 灰自色

淡禍色 lk女禍色

灰白色

叫
署
」Ｈ

十

叫
よ

」，

十 良好 浚橙色

不 灰白色 壺か甕

叫

翼

却

＋
浜褐色 こか菱 灰t・色

呼

奨

卸

＋
良好 暗褐色 貫恵1 差帝灰佳

Ｗ
罫

仄褐色 え言灰t

灰禍色 貢な君

青灰色

叫
暑

」ｉ

十

叫
器
Ｌｉ

■ 深褐色

不 良好 灰褐色

土師質 3231 須恵3 1206
転

”
黄灰色

良好 灰自色 貢恵名 短要立

ミ好 灰白色 旨言灰佳

頸恵財 灰白色 須恵3 T灰色

青灰色

粂

須恵器
ヨ)Ⅳ -la類

貞恵器 ミ好 言灰色 灰白t

頁忠器 良好 青灰色 貢恵3

須恵器 ミ好 言灰色 淡灰色

頁恵嘉 良好 渡灰色 須恵3

貢志審 灰 色

員恵名

家緞 る
須を3 月者床佳

千九瓦
争tr

淡景褐色 須恵著

良好 言灰色 灰白色

灰IB色 T九 瓦 嗜灰色

良好 青灰色 °や不| 灰自色

灰褐t

青灰色
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出雲国府跡玉作関係遺物観察表
図

号 石  材 製14段階 猛■ (g) 透明 半透げ 特   徴 出土地汽 重Wi(g) 略    徴

水 品
自然面多く残すが、調整ill雛 し
―部に散,

半透明 六角桂原石の下瑞を折り取る 調整到離 蔽, JH整剥雛の後、―部を敲打

六角柱原石の下端を折り取る 4号満 副整剥誰 蔽打
丸工状に調整剥離

散打 研磨されるが 人根

調整副誰蔽,
―部に脱■痕あり

7号■坑 角柱原石の下瑞を折り取る 水 晶
九二状に調整剥離
一部にな,人あり

水 晶 散打 研磨
丸工状に成形され、版打 研磨イ

丸工状に調整剥離
―部に報

'Xあ
り

六角柱原石の両端に古い祈れ 散lJ研着
丸工状に成形され、数lT研磨

厳打 研膳

とl‐ l離する
水 晶 九二状に成形され 研磨

4号‖ 水 晶 研落 九工状に成形され、研磨

透 明
六角柱原石の両瑞を折り、1観 1雨
き到XEする

丁密に研層される

六角在原石の両端を折り永る

六角4■原石の両端を折り、両報と 中央に則雛面0かに残る

荒剖 徹打
下鶏をは, 水 晶

自然面を観1面 1こ残しなわち勾王

"

4;泄 水晶 杉割
側霰を■ち久き、つ工状に茂形

六打注尿石の両‖を折り、側面を

'分
割 一部散打

自然面を大きく残す
一部41線を,ち人き勾工状に成形

六角を原石両端の折れは古い

六角柱原石下端を折り取り、創面
調整豪1離 調整剥雄により、平工状に成形

第7トレンテ

六角桂原石の両端を折り取り、1
キ透明 稜を中心に顕著な赦打戻あり

六角柱原石下瑞は古い折れ、側

面に沿って2分曽〕

六角柱原石IHl面 におって2分瘤〕

水 晶
六角を原石下船は古い祈れ、側

重盟 (lg)

水 畠
活って2分剖

歯代田
長さ33cm幅 10～ 17cm厚 さ1lcm
3面を使用、1面は剥離

大角柱尿石の両端を折り、1側面 長き34 0cm幅 ユ6 0en厚 さ12 0cn

側面に自然面を一部残すが、かな

り加工する
3号建物財 筋砥石

長さS55cm幅 18 6cn厚 さ13 0cm

長さ18 0cm幅 14 7cm厚 さ0 2cm
3面 ,こ密み 1面は砥面で利器汽

側面に自然面を―部残すが、かな
3号建物跡

長さ33 0cm帽 19 7cm厚 さ19 5cm
a面を使用 破損後の1面を使用

水 品
詞整 稜線に腹■荻あり

5号土坑 細粒花D~岩
長さ9 5cm幅 17 5cm厚 さ8 0en
3面を使用 破損

側面に自然面を残すが、方花状に

1面を使用 疲IR
板状の素 Ilに .FIV/さ れたもの

側面に慰,痕あり
4号泄

長さ15 5cm幅 13 5cm厚 さ12 0cm
2面を使用する力端 は1面 破損

槻1面を書より、平工状に成形 筋砥石 細粒花両培
長さ20 3em幅 16 3en厚 さ14 0cm
3面を使用 破損

水晶先端部の根1面を書1り 、平エイメ

に成形

長さ17 1cn幅 18 0cm厚 さ11 0em
3面を使用するが、/1rは 2面 疲損

形割 調整剥Fr
両額1面 に自然面を残すが、平エ

状に成形 上面を調整到誰
組荘花間岩

長き31 5cm幅 19 0cm厚 さ16 5cm

側面に大きな自然面残すが平エ

よに成形
細糀た働培

端部を含め4面を使用するが、泄は3面

水 品 形首1調整副離
上面に大きな自然面残すが、周海 長さ10 0cm幅 5 3cm厚 さ5 3em

謝整剥誰
整剥HE 平工意識するか

9号土坑 筋砥石 細17花鰐
長さ32 5cm幅 12 4cn厚 さ6 7cm
a面を使用 誰は2面

一部自然面を残すが平工状に以
細粒/t闘岩

第19トレンテ 調整剥駆 穣く剥離を加えて 平工状に成形 筋抵石
長きH Ocm ttH Ocm厚 さ10 0cm

一部に取

“

成あるが1/2め
'欠
損

3号議 細粒It両岩
2面を使用、政損後破面を使用

罰整剥離し平工状に成形 長さ105cn ttH Ocm厚 さ9 0cm
l面を使用、疲jll

13,主抗 翻整到離 蔽打
平工よに調整到離

第20トレン 細li花両君
長さ26 5cm幅 16 5cm厚 さ14 5cm
2面を使用、1面に泄

調整剥疑
自然面茂すが、調整剥縦をして九

三状に成形

長さ6 2cm幅 6 4cn厚 さ1 8cm

調整剥離
玉1大に成形

産化木
長さ6 0cm幅 4 9cm厚 さ1 lcm

九二よに成形され、i.k打罰整
良さ4 5cm幅2 1cn厚 き0 7cm
l面を使月 破損

16号土抗 副整票〕‖取れ
自然面残すが、調整票1確をして力

三状に成形 一部に蔽打凍
長さ4夕cn幅 9 9cm厚 さ0 7cm

調整承」離 蔽れ
自然面を残すが 丸工状に調整
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出雲国府跡金属器生産関係遺物観察表

1日 調査手順

金属器生産関係遺物については、その種類・性格を把握するため、肉眼観察による考古学的な遺

物の分類を行った。この中から各遺物を代表し、分析可能な資料を金属学的な分析が必要なものと

して抽出し、資料観察表と実測図の作成、写真撮影を行った。

なお、資料観察表の作成及び分析資料の切断個所については、穴沢義功氏の指導・協力を得た。

2口 遺物観察表の見方

遺物観察表は、製鉄関連遺物の検討で使用されている様式を用いている。主な項目の見方は以下

のとおりである。

(1)遺物種類 金属学的調査を行う前に、考古学的観察によって判定した遺物の種類である。

(2)法  量 資料の現状における最大長・最大幅・最大厚・重量を計測したものである。

(3)磁 着 度 鉄津分類用の標準磁石を用いて、資料との反応を1か ら8ま での数字で表現した

もので、数値が大きいほど磁性が高い。

(4)遺 存 度 資料が完形品か破片かを記す。

(5)破 面 数 資料が破片の場合、破面がいくつあるかを記す。

(6)メ タル度 小形金属探知器による金属鉄の残留度数で、基準感度は次のとおりである。
H(○ ):Hは最高感度でごく小さな金属が残留することを示す。
M(◎):Mは標準感度で一般的な大きさの金属が残留ことを示す。
L(●):Lは低感度でやや大きな金属が残留することを示す。

(7)分  析 どの項目について分析を行うかを○で示す。

(8)所  見 外形や破面・断面の状況、木炭痕や気孔、その他付着物の状況について記す。

(9)分析個所 資料をどのような目的で、調査分析するかを記す。また、分析位置は観察表下の

図面に矢印で示す。

出雲国府跡金属器生産関係遺物分析一覧表

地

区

名

遺

構

名

遺 物 種 類 襲
①

メ
タ
ル
度

分析コメント

マ
　
ク

　
ロ

検
　
　
鏡 A

化
学
分
析

非

破

壊

分析位置指定 採 取 方 法

| T2 1号溝 不  明 津 255 2 なし 津部を中′亡、として D― D― 長軸端部1/2 直線状の切断

2 4区 4号溝 椀形鍛冶津 (中 ) F060 5 なし 淳部を中心として D― D― 長軸端部 1/6 L字状の切断

3 T5 椀形鍛冶津 r/1、 ) 2 なし 津都を中心として D― 長軸端部1/3 直線状の切断

4 T7 4号溝 炉壁 (溶解炉 ?) 532 ユ なし 炉壁として D一 長軸端部1/3 直線状の切断

5 T7 4号溝 炉壁 (青銅系 ?) 413 1 なし 津部を中心として DI― ― C 短軸端部 1/2 直線状の切断

6 T7 姑蝸 (青銅系 ) 1 なし 津部を中心として D― ― C 長軸端部1/2 直線状の切断

7 4区 4号溝 球覇 (青銅系 ) | LCD 津部を中心として 非 破  壊 非 破 壊

8 T6 2号溝 銅   塊 233 l LCD メタル部を中心に ― C ― C 短軸端部 1/5 直線状の切断

9 T7 4号溝 羽    日 512 2 なし 津部を中心として Э― ― C 短軸端部1/2 直線状の切断

4号溝 羽口 (青銅系 ) と なし 津部を中心として D一 ― C 短軸端都 1/2 直線状の切断
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資料番号 1

出土状況
遺 跡 名 出雲国府跡 遺物No

分

析

項  目 岸 メタル

出上位置 l号濤 時期・根拠 1   古墳時代 :出土遺物 マ ク ロ

試料記号

検 鏡 HZK-1

化 学 :IZK‐ 1

放射化 : 一

法

旦
里

長 さ  3 8cln

幅   3 3cm

厚 さ  12帥

重  量  255g

色  調

表:暗青灰色 遺 存 度 破 片

検  鏡 ○

硬   度
CMA

地:灰黒色～

灰色
破 面 数 4

X線回折
化  学 ○

耐 火 度

遺物種類

(名称)
不  明  津

磁 着 度 2 前 含 浸 カロリー

メタリレ度 な  し 断面樹脂
力に 身寸 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

灰色を呈する厚さ0 6cmと薄い被熱した粘上の上に、暗青灰色で厚さ0 6clnの津が面的に固着しており、炉底または炉壁面に付着した津と

考えられる。下面の粘上部分はやや湾曲しており、発泡して僅力ヽ こ気孔が見られる。津様のものは一部に4硼ほどの流れたような黒つぽい部分

を残している。小片のわりに重量感があるが、メタルはなかった。

長軸端部1/2を直線】大に切断し、不明津として分析に用いる。残材返却。

上面に出土地点の注記あり、注意のこと。

資料番号 2
出土状況

遺 跡 名 出雲国府跡 遺 物 陥 SD04-418

分

析

項 目 淳 メタル

出上位置 4号溝 時期 ・根 拠 奈良時代 :出土遺物 マ ク ロ

試料記号

検 鏡 :IZK-2

化 学 :IZK-2

放射化 : 一

法

長  さ  148帥

幅  100蝕

'享

 さ   5 0cm

重  量  7060g

色  詞

表:茶褐色 遺 存 度 一部破損

検  鏡 ○

硬   度
CMA

地:淡黒褐色 破 面 数

X線回折
化  学

○

○

耐 火 度

遺物種類

(名称)

抗形鍛冶津

(中 )

磁 着 度 前 含 浸 カロリ

メタ,レ度 な  し 断面樹脂
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

平面は、現状で不整な長方形状を呈する緻密な抗形淳である。中央で2つに割れている他、周縁の欠損が見られる。下面左端部に炉床土

と見られる粘土と溶解物が付着している部分がある。本来の椀形津の形状を復元すると、長径13cmあまりの長楕円形になるものと考えられる。

底面は炉底の形状を残し九みを帯びているが、炉床上が一部残存している側が厚くなり、反対狽上に向かって徐々に薄くなっている。上面は中央

がやや窪み、周縁部が僅かに盛り上力ちている。周縁部表面には大小の気孔があるが、木炭の噛み込みは見られない。全体が茶褐色になる1ま

ど酸化物が付着している。全体に風化が激しい。

長軸端部1/6を L字状に切断し、淳として分析に用いる。残材返却。

椀形鍛冶津の断面形が、左側が厚く右側が薄くなっている点から、羽口は左側から炉内に挿入されていた可能性力湧る。

資料番号 3
出土状況

遺 跡 名 出雲国府跡 遺物 No

分

析

項  目 津 メタル

出上位置 T5 第 3層 時期・根拠 マ ク ロ

試料記号

検 鏡 :IZK‐ 3

化 学 :IZK 3

放射化 : ―

法

さ
　
　
　
　
　
さ
　
　
旦星

幅

長
　
　
　
　

厚

　

重

64c14

6 1cn

3 4cm

1744g

色   調

表:茶褐色～

灰黒色
遺 存 度 ほぼ完形

検  鏡 ○

硬   度
CMA

地:灰黒色～

灰色
破 面 数 l

X線回折
化  学

○

○

耐 火 度

遺物種類

(名称)

椀形鍛冶滓

(/1ヽ )

量 磁 着 度 2 前 含 浸 カロリ

メタル度 な  し 断面樹脂
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

平面、隅九方形を呈する小さいがしつかりした椀形津である。側面の一部に欠損があるが、全体によく原状を留めている。底音Ыま丸みを帯び、

炉底の形状がよく残つている。上面は木炭痕による凹凸があり、中央がもっとも厚くなっている。上面の一部には黒色ガラス質になった部分があ

り、その左側に僅かに羽口先粘上の痕跡が残っていることから、左側から炉内に羽口が挿入されていたことが推定される。右側上手隅寄りの津

表皮が欠落した部分の内面には、赤銅色で金属光沢をもった部分が認められ、注目される。

長軸端部1/3を直線】犬に切断し、津として分析に用いる。残材返却。

分析資料番号2と比較すると、かなり小さいが、隔九方形の整った形を残している点に指徴がある。前者は全体に酸化物に覆われているの

に対し、地色がよく見えることや金属光沢をもった部分が認められる点S違いがある。



資料番号 4
出土状況

遺 跡 名 出雲国府跡 遺物No

分

析

項  目 津 月台土

出上位置 4号溝 時期・根拠 奈良時代 :出土遺物 マ ク ロ

試料記号

検 鏡 :IZK-4

化 学 :IZK 4

放射化 : 一

法

量

長 さ  7 5cm

幅   5 5cm

厚 さ  3 3cm

重  量  532g

色   調

表:濃緑色 遺 存 度 小 片

検  鏡 一〇

硬  度
CMA
X線回折

地:灰 色 破 面 数

○

化   学 ○

耐 火 度

遺物種類

(名称)

炉 壁
(溶解炉 ?)

磁 着 度 1 前 合 浸 カロリー

メタ,レ度 な  し 断面樹脂
波 射 化

X線透過
観察所見

分つ庁吉Б分

備  考

炉壁の小片である。表面が濃緑色のガラス質に薄く淳化している。炉壁粘土は灰色に堅く焼き締まっているが、炉内面のガラス質津に近い

部分は発泡し、細かい気孔が見られる。胎土はやや砂質で、混和された粗いスサが横方向に向かい明瞭に残っている。8mnほどの大きめな小
石の他、細かな白色砂粒が多く含まれている。

長軸端部1/3を直線状に切断し、炉壁として分析に用いる。残材返却。

分析資料番号9の羽口先に見られる濃緑色ガラス質津と、本資料内面のガラス質津は色調や質感がやや似ているが、羽口先と炉壁という
性格から見ると、対象金属に関わるもの力Hま不明である。

資料番号 5
出土状況

遺 跡 名 出雲国府跡 遺  物  No

分

析

項 目 津 胎 土

出上位置 4号溝 第 2層 時期・根拠 奈良時代 :出土遺物 マ ク ロ

試料記号

検 鏡 :IZK-5

化 学 :IZK 5

放射化 : 一

法

量

長さ (下記)cm

幅  (下記)cm

厚さ (下記)cm

重量 (下記)g

色  調

表:茶褐色～

紫紅色
遺 存 度 破片 2

検  鏡 ◎

硬   度
CMA
X線回折

地:明灰色 破 面 数

○

化   学 ○

耐 火 度

遺物種類

(名称)

炉 壁
(青銅系 ?)

磁 着 度 1 前 含 浸 カロリー

メタ,レ度 なし(銹化 ) 断面樹脂
放 射 化

X線透過
観察所見

分析部分

備  考

炉壁の小片である。同一個体と思われる2片があり、大きい資料5‐ (1)が長さ4 6cI「・幅3 7cln・厚さ18帥・重量297g、小さい5‐ (2)が長さ37
cln・ 幅2 9cln厚 さ1 2cm・重量H6gである。5-(1)の表面には明るい紫紅色の部分と黒色のガラス質津の部分が併存し、紫紅色部分の一部は
赤銅色の金属光沢をもつ。裏面には発泡した津部が残り、各所に3rn大前後の緑青の吹いた青銅系酸化物粒子が点在する。5(2)の下部に
は炉底に接していたことを示す細かい白色砂が付着している。外面はともに紫紅色のガラス質津化している

分析資料番号5(1)の短軸端部1/2を直線状に切断し、青銅系の金属酸化物を含むガラス質津を中心に分析に用いる。化学分析は可能
なら実施し、不可能であれば他の分析方法や、他の分析資料の可能な分新項目に変更可。残材返却。

分析資料番号10の羽口先端部に付着しているガラス質津と、炉壁表面に付いているガラス質津は色調が紫紅色でよく似ており、同系統の
炉に用いられたものである可能性がある。非鉄系か。また、分析資料番号3の椀形鍛冶津?上面の肩部に残る金属光沢をもった赤銅色の津部
とも共通点をもち、両者が何らかの関わりをもつ可能性もあろう。

資料番号 6
出土状況

遺 跡 名 出雲国府跡 遺物 lWo

分

折

項  目 津 胎 土

出上位置 T7 2・ 3層 時期 根拠 マ ク ロ

試料記号

検 鏡 :IZK‐ 6

化 学 :IZK 6

放射化 : ―

法

旦
星

長 さ  47帥

幅   3 0cln

厚 さ  1 4cm

重  量  209g

色   調

表 :紫紅色 遺 √ 度 破片

検  鏡 ○

硬  度
CMA

地:灰白色 破 面 数 3

X線回折 ○

化  学 ○

耐 火 度

遺物種類

(名称)

ll蝸
(青銅系)

磁 着 度 1 前 含 浸 カロリー

メタ,レ度 な  し 断面樹脂
放 射 化

X線透過
観察所見

分析部分

備  考

オ渦口縁部の小破片である。復原径は17 4crt程 で、体者口ま太く、椀形の形状になるものと考えられる。内面は薄く淳化し、紫紅色になってい

る。胎土は2mln大までの細かい砂粒を含んでおり、色調は表面が紫紅色、地は内側から灰色・灰白色の順に変化している。特に明瞭な青銅粒
子などは認められないが、銅系の金属を処理したオ渦と推定される。

長軸端部1/2を直線状に切断し、対蝸片として分析に用いる。残材返却。

分析資料番号5Ll台土はかなり異なるが、内面の発色は紫紅色で、いずれも銅系の金属を対象とした可能性が高そうである。
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資料番号

出土状況
遺 跡 名 出雲国府跡 遺物lfo SD04‐ 220

分

析

項  目 津 メタル

出上位置 4号溝 時期 根拠 奈良時代 :出土遺物 マ ク ロ

試料記号

検 鏡 :IZK 7

化 学 :IZK-7

放射化 : 一

法

径   13 2cm

高 さ  61銀

厚 さ  2 6cln

重  量  6876g

色   調

表:灰黒色～

紫紅色
遺 存 度 完形

検  鏡

硬  度
CMA

地:灰白色～

淡褐色
破 面 数

X線回折
化   学
耐 火 度

遺物種類

(名称)

輩 捐

(青銅系)

磁 着 度 l 前 含 浸 カロリー

メタル度 L(● ) 断面樹脂
放 射 化

非 破 壊 ○

観察所見

分析部分

備  考

きれいな椀状を呈する丸底の片口lI鋼である。口縁の一部を片口状に成形しており、その上面に長さ4 0cm幅 1 2clnの流動状になった銅塊
が付着している。口縁に付着する津は紫紅色、発泡した内面の津は灰黒色から黒色を呈しており、内面にも青銅塊とみられる小さな緑青をふく

粒子が点在している。対蝸は一度使用された後、内面から口唇吉日こ粘上を上塗して補修されており、厚さ2 6cmと 全体的にかなり厚手である。ま
た、片口部に向かって九みをもった口縁部内側の津が崖状に途切れており、内部の金属を流し出した際の痕跡と考えられる。口縁では補修前

後の津が2枚観察できる。外面には成形時の指頭圧痕が見られる。胎土は一部に6nl大の小石を含むが、全体的には細かい砂粒が入る程度
で密である。

完形品であるため、非破壊分析を行う。片口吉日こ流れたように固着している青銅系の金属部を、現状のままで分析対象とする。全量返却。

分析資料番号6の小型オ禍片や10の羽口片と表面津層の発色が共通する。また、分析資料番号6と 7の関係は胎上、津層の発色などが共
通しているが、その大きさや厚みに差力湧る。用途が多少異なる可能性も残される。

資料番号

資料番号

出土状況
遺 跡 名 出雲国府跡 遺 物 No

分

析

項  目 津  |メ タル

出土位置 2号溝 第 1層 時期・根拠 平安時代 :出土遺物 マ ク ロ

試料記号

検 鏡 :IZK 8

化 学 :IZK‐ 8

放射化 : 一

法

旦
里

長 さ  3 9cm

幅   3 9cln

'享

 さ   0 8cm

重  量  233g

色  調

表:灰緑色 遺 存 度 破片

検  鏡 ○

硬  度
CMA
X線回折
化  学
耐 火 度

地:灰緑色 破 面 数 3 ○

遺物種類

(名称)
銅 塊

磁 着 度 l 前 含 浸 カロリー

メタ,レ度 し(● ) 断面樹脂 ○
放 射 化

X線透過

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整形な薄板状の小銅塊片である。各 厚々さ04伽程の薄い銅塊2枚が重層している。上面は小さな波状で、下面は緩やかな波状と

なっている。銅塊は両面とも中央がやや窪み気味で、端部が外反しており、重層した部分はやや厚くなっている。表面には、多少気孔が見られる。

短軸端部V5を直線状に切断し、銅塊として分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

分析資料番号1とは津と金属という差をもつが、表面観や色調が共通する灰色を基調としたものである。

出土状況
遺 跡 名 出雲国府跡 遺物No

分

析

項  目 津 胎 土

出上位置 4号溝 第 2層 時期 ・根 拠 奈良時代 :出土遺物 マ ク ロ

試料記号

検 鏡 :IZK-9

化 学 :IZK-9

放射化 : ―

法

量

長 さ  4 5cm

幅   55帥

厚 さ  1 9cm

重 量  512g

色   調

表:濃深緑色

～灰色
遺 存 度 破片

検  鏡 ◎

硬  度
CMA
X線回折
化  学

地:淡赤褐色

～灰色
破 面 数 3

○

○

耐 火 度

遺物種類

(名称)
口

磁 着 度 前 含 浸 カロリー

メタ,レ度 な  し 断面樹脂
放 射 化

X線透過
観察所見

分析部分

備  考

羽口先端部の小破片である。復原すると外形7 0cm内 径は3 4cmほどになるものと想定される。先端は外面が濃緑色のガラス質に溶解して

おり、基部側に向かって表面が灰色を呈する。通風孔部は先端が黒緑色調であるが、基部に向かって暗赤褐色に変化が見られる。外面には

長軸方向に向かって、成形時の削り痕が幅lclnほどの間隔で稜として残つている。胎土は砂質で7mn大の小石の他、石英粒子などが多く含ま

才ιる。

短軸端部1/2を直線状に切断し、ガラス質淳部を中心に羽口として分析に用いる。化学分析は胎上部分を用いる。残材返却。

対象金属ははつきりしない、羽口片である。先端部の濃緑色のガラス質津は胎土が砂質のためと考えられる。分析資料番号4の炉壁片も同

様の理由による色調の可能性も考えられよう。



資料番号 10
出土状況

遣 跡 名 出雲国府跡 遺物No

分

析

項  目 津 i月台土

出上位置 4号溝 第 2層 時期・根拠 奈良時代 :出土遺物 マ ク ロ

試料記号

検 鏡 :IZK‐ 10

化 学 :IZK‐ 10

放身寸化 :  一

法

旦
里

長  さ   4 0cm

幅   3 5cm

厚 さ  2 0cm

重  量  274g

色   調

表:紫紅色

～黒色
遺 存 度 破 片

検  鏡 ○

硬   度
CMA

地 :灰色 破 面 数 3

X線回折 ○

化  学 ○

耐 火 度

遺物種類

(名称)

羽 口
(青銅系)

磁 着 度 1 前 含 浸 カロリー

メタ,レ度 な  し 断面樹脂
力貶 身寸 化

X線透過
観察所見

分析部分

備  考

羽口先端部の小破片である。復原すると外形7 5clm・内径は3 5cmほど|こなるものと想定される。先端部は外面が黒色～紫紅色のガラス質に

溶解し、端部に僅力ヽ こ茶褐色の酸化物が固着する。基部側に向かって表面が被熱し灰色を呈する。通風孔部の内面は先端音Ⅲこ黒緑色から

黒色のガラス質津が付着するが、基部に向かってすくヽこ薄くなる。胎土は砂質で、細かい白色砂粒を多く合んでいる。

短軸端部1/2を直線状に切断し、ガラス質津部を中心に羽口として分析に用いる。化学分析には胎上部を用いる。残材返却。

先端部が平坦気味に溶解し、そこに黒色から紫紅色のガラス質津が固着した羽口片である。通風孔内面の黒色ガラス質淳化は溶損角度

の弱さととも|こ、羽口先の空間の狭さ、例えば分析資料番号6～ 7などの小型舛絹などに対応する可能性が高そうである。ガラス質淳の発色な

とも、これを補強する。
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資料番号3

幾
(外面 )

(内面 )

資料番号4

(内面 )

資料番号6

(内面 )

資料番号10

金属器生産関係遺物分析資料外観写真

資料番号7





付論 1

出雲国府跡 5号土坑から出上した動物遺存体

奈良文化財研究所埋蔵文化財センター

松 井 主早

1.出上 した動物遺体
5号土坑から祭祀遺物に共伴して出土した動物遺存体は、種名・部位が確認できる範囲ではすべ

てニホンジカ (CcFyvs■即On)の もので、部位としては側頭骨 (左右)、 頭頂骨、後頭骨 (基底後

頭骨 。中央)、 下顎骨 (左 )が含まれていることが確認できた。その他にも小破片が多かったが、

椎骨・四肢骨の破片は見られなかった。したがって、この上坑には元来、下顎も含めた頭部全体が

存在したが、頭部以外はなかったと考えることができよう。(表 1)

2日 出 土 状 況

5号土坑の大きさは、一辺3.4m、 深さlmの大形で、その底部は砂層に達し、底部は円礫敷き

で、湧水が見られる。土坑埋上が湧水によって水漬けであったため、骨が残存したものと見られる

が、シカの頭蓋骨は骨のリン分と地下水の鉄イオンが化合した藍鉄鉱 (ビ ビアナイト)を析出して

おり残りが悪い。

同定できた破片は、すべてニホンジカのもので、頭蓋骨の側頭骨、後頭骨、下顎骨であった。他

にも小さな破片が多く出土しているが、すべて頭蓋骨の破片と考えてよい。基底後頭骨の大きさか

ら見て、出土したニホンジカは、オスの成獣でかなり大型の個体であったと推定できる。

この上坑の北半部には、この頭蓋骨の他、刀形代、曲物、かご、斎串、木製品部材などが含まれ

ており、土坑南半部には須恵器邦、高郭などがまとめて置かれていた。上坑埋土を水洗したところ、

ブドウ、モモ、イネ、ヒョウタン、ウリなどの種実も出上しており、食料となった残淳も廃棄され

ていたことがわかる。

3日 考  察
出雲国府または意宇郡衛に比定される本遺跡から出上したニホンジカの頭蓋骨の背景は以下のよ

うな可能性が想定できよう。

A)考古学的知見
ニホンジカの頭蓋骨、下顎骨の破片が、 5号土坑から出土した。

B)遺構の性格

この上坑は小円礫が敷き詰められ、単なるごみ穴とは性格を異にする。その中からは斎串、

形代などの祭祀具が出上し、祭祀に関連すると考えられる。

C)想定可能な解釈

a。 この上坑には祭祀で用いられた製品以外のものが認められないとすれば、ニホンジカも

また祭祀で用いられた可能性が高い。
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b。 ニホンジカ頭蓋骨は他の目的で使われたが、祭祀具と同じ遺構に捨てられたものである。

aの立場を認めるなら、以下のような可能性が考えられる。

a-1.ニホンジカは現在でも信濃諏訪社の御頭祭で見るように、伝統的な神への供物であった。
a-2.国府、または郡衛で執り行われる律令祭祀の一環としてシカの頭部が供され、肉は食用
とされた。

a-1の場合を想定すると、国府または郡行の中で、動物を供える祭祀が執り行われていたこと

になり、長野県諏訪大社の御頭祭で見られるような動物祭祀が古代において律令政府内にまで存在

した可能性がある (う。しかし、8世紀には仏教による殺生や肉食の禁断がたびたび発せられており、

律令政府は漠神信仰やそれに付随する殺牛馬儀礼を禁止するなど禁上にやっきになっており、この

可能性は低いと考えられる。

a-2の律令政府の公式祭祀として動物を伴う例として、儒教の聖人を祀る釈貧が考えられる。

本稿ではこのニホンジカの頭蓋骨 。下顎骨の出土例をもとに、従来、動物考古学で取り上げられた

ことのない釈貧との関わりで、このシカの頭蓋骨・下顎骨を考えてみたい。

儒教がはじめて日本に入ったのは、 5世紀ごろのこととされる。その儒教の祭礼の中心をなすのが

釈貧のである。釈隻とは、孔子と孔門十哲を祀る儀礼で、その儀式が日本で行われた最初の記録は、

『続日本紀』大宝元年に見える。その後、儒教は江戸時代末まで主として権力者の中で重要な位置を

占め、日本では旧2月 、 8月 の上丁の日に釈隻が行われ続けた。その釈算の中で重要な要素を占める

のが、動物犠牲である。その犠牲は三牲と呼ばれ、中国では牛、羊、本 (豚のこと)が使われたが、

日本では、大鹿、小鹿、本に変化し、牛が抜け、羊が鹿に代わる。「延喜式」には、釈隻のお供えと

して「羊肺 十三斤八両 代用鹿肺」とあることから、鹿肉が羊の代用にされたことが分かる。
実際に、釈貧が実施されたという記録は、大宝元年が初出である。平安時代になって日本では城

れ意識が強化され、為政者の側の祭祀において、動物犠牲を忌避しようとする動機が働くなかで、

中国から釈貧を移植するに際して、人々が最も困惑したのは、その中で重要な役割を果たす犠牲の

ことであったろう。『三代実録』延暦12年 5月 の記事には次のように見える。

近頃、諸国から貢進される釈貧の「牲」はいずれも犠牲獣の体の一部を割いた鮮度の悪いもの

(割械)で、これを以て供祀するので、多く令制に乖くことになる。今後は「全体」を以て祭庭に

進めさせ、礼法によって「割鮮升供」したい旨を大学寮が申し出て許された、という趣旨の格が出

されている。

天平 8年の薩摩国の正税帳には、「先聖先師井四座」には、酒と米のみを供えて、国司以下学生

以上七二人」という参列者の食料、稲、肺、腹、雑騰、雑菓子、酒などが記載されている。これ

は、神人供飲食という儀式の大前提を逸脱し、日本的解決を図ったとも考えることができる。しか

し、これを単に薩摩国正税帳作成上の手違いであったと考える意見もあるが、弘仁 。延喜の主税式

には、神座に供える神餃の品目と、国司以下の食料の品目が一致していることから、中央では神人

供飲食の原則が守られていたとも考えることができるとする 0。 本遺跡でも中央と同じように三牲

の一つ、シカを犠牲にして祭祀を執り行ったと考えることできるだろう。
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また、『日本紀略』弘仁一一年二月丁丑条に、「停釈隻、定祈念祭可忌三牲也。」とあり、祈念祭

を避けて、三牲、つまり動物犠牲を伴う釈隻を停止したことがわかる。その他にも F続 日本後紀』

承和七年七月十日条に「令工機内七道諸国、諒閑之間、停釈集祭」とあり、その年五月八日に崩御

した淳和天皇に対する諒聞 (天子が父母の喪に服する期間)の間、釈隻を停止したという記事も、

釈貧の中に三牲が不可欠な要素であったため、日本的な動物ないしその血に対する械れ意識と、中

国から輸入された儒教の儀式の本質をなす動物犠牲とが相克し、その結果、釈隻が停止されたもの

と考えられよう。

このように考えたとき、この出雲国府または意宇郡行で、人世紀後半に催された祭祀が釈貧で、

その犠牲となった「大鹿」の頭部が、他の祭祀具とともに土坑から出土した可能性が指摘できよう。

実際、後頭骨の大きさから見て、出土したニホンジカはオスのかなり大型の個体であったことが推

定でき、ここでは三牲のうち、「大鹿」の頭部を儀式に供えて、その他の部位は儀式の際の飲食の

品目として供され、消費されたと考えることができるだろう。

以上、仮定に仮定を重ねて、この土坑が国府ないし郡衛で執り行われた公式祭祀の遺構であった

とし、ニホンジカの頭部が律令祭祀のなかで利用されるのは、中国から移入せられた儒教の祭典、

釈隻の際の三牲として使われた可能性にたどり着いた。釈隻と想定したのは、仮説に仮説を重ねた

結果であるが、報告者、松井はこの推論があながち的外れではないと考えている。今後の文献史料

のさらなる検討、考古資料の増加を待ち、文献史料、考古資料がそろった段階で、再度考察を加え

たいと考えている。

註

(1)武井正弘「諏訪信仰と狩猟」『東北学』 3、 pp.103‐ 113

(2)釈箕とは孔子を初めとする儒教の先哲を祀る儀式。大宝令に2月 、8月 の上丁に中央の大学寮と地方の国学で行う。

吉備真備が唐令を持ち帰り整備。

(3)爾永貞三1988「古代の釈箕について」F日 本古代の政治と史料』高科書店pp.99-206。

表 1 判別できた部位

5号土坑出土

写真 1 5号土坑出土鹿頭骨 (下 )と現生鹿頭骨
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遺物番号 種 類 部 位 左右

380 エホンジカ 側 頭 骨 右

380 ニホンジカ 側 頭 骨 左

380 ニホンジカ 頭 頂 骨 中央

380 ニホンジカ 基底後頭骨 中央

379 ニホンジカ 下 顎 骨 左

(上 )



付論 2

出雲国府跡出上分銅の非破壊調査

奈良文化財研究所埋蔵文化財センター

肥 塚 隆 保

出雲国府跡2000年度の発掘調査により発見された分銅の材質および構造調査をおこなったので、

その概要を報告する。なお、比較資料として、1968～ 1970年の発掘調査で出土した分銅についても

併せて調査をおこなった。

調 査 試 料

測定した試料は 2個体で、出雲国府跡第 2区N72-76/w22(表土)よ り出上した試料Aと 、

1968-1970年の調査 (宮ノ後地区)で出土した試料Bである。いずれも保存状態は良好であるが、

試料Aは、その表面は茶褐色のさびで覆われており、かなりの量の砂粒がさび表面に付着していた。

また、底面の一部に数mllに及ぶ斑点状の白色物が観察された。試料Bは、試料Aと異なり緑色のさ

びで覆われていた。いずれも銅の腐食により生成したものである。前者は質量が約63g、 後者は

157gである。いずれも腐食・変質しているので、当初の質量は不明である。

調査の方法

今回は、非破壊手法による材質調査と構造調査を実施した。材質調査にはエネルギー分散型蛍光

X線分析法 (TOREX 650/テ クノス社 )、

構造調査には高エネルギーXttCTス キ

ヤナー (HiX‐CT/日 立社)を使用した。

調 査 結 果

蛍光X線分析法による非破壊調査の結

果、試料Aか らは銅を多量に検出した。

次いで鉛、錫、砒素、銀、鉄である。非

破壊測定でかつ試料は変質しているの

で、正確な成分比率はわからないが、変

質した表面の組成では、銅が70-50%前

後で、鉛が20-40%前後である。

写真 1 資料Aの銅分、自丸部分からは多量の鉛が検出された。

出土青銅遺物の場合は、腐食が進むと  6°

一般的に鉛や錫が増加する傾向が見られ  48

るので、実際の鉛含有量はこれより少な  20.

くなると考えられる。いずれにしても、  °

銅に少量の鉛が加えられて作られた青銅 図 1 底部自色部分の蛍光 X線スペクトル
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と推定される。錫や砒素は意識的に混合されたものか、鉱石に伴う成分なのかはよくわからない。

ただ、和銅開珍のある種のものには数%におよぶ多量の砒素が伴うものが存在するが、今回の試料

Aには数°/oも 混入しているとは考えられない。一方、底部の白色斑点状部分及び頂部の吊金具の入

孔部 (白色)か らは、多量の鉛が検出された (図 1.図 2参照)。 推定では鉛の含有量が80°/oを越

えている。銅、鉄は周辺のさびが一部覆っているので検出されたもので、ほとんどは鉛であり、

鉛―錫系などのハング合金とは考えられない。

試料Bは Aと はやや異なり、銅が多量に検出され、鉛、錫は少量である。鉄はやや多く検出され

るが、表面に吸着する鉄分と考えられる。この試料で特徴的なのは、ビスマス (Bi)や ごくわずか

な金 (Au)が検出されたことである (図 3)。 もちろん銀なども微量成分として検出される。表面

の比較的残存状態の良好な表面部分について定量したところ、銅成分が92%以上、鉄が5%前後、

銀が0.5%前後で錫、鉛はほぼ0.50/0以下で、ビスマスは0.7°/0前後、金はo.3%と 異常に高い含有量を

示す。

以上のことから試料 Bは銅製

品で、微量に含まれる成分は銅

鉱石に由来するものと推定され

る。これに関して、平尾氏によ

る鉛同位体比に関する調査のな

かでもビスマスが存在すること

を指摘されている (人雲立つ風

土記の丘 No99)。 一方、鉛に

関しては銅鉱石の不純物と考え

るよりも、むしろ金属の一部と

して加えられていたと考えた

が、今回の調査では非破壊分析であるにしても1%以下の含有しか示していないことから、意識的

に加えられたものとは考えにくい。この問題に関しては、金属部分の正確な定量値を知ることが問

題の解決につながる。

なお、試料Bについても底部にやや白っぽく観察できる部分があつたので測定したが、特に鉛が

異常に検出されることはなく、他の部分と同じ組成であった。また、吊金具や輪っか状の金具も主

成分は銅である。

XttcTを用いた構造調査では、垂直断面および各高さにつ

いての水平断面を測定した。その結果、試料Aは全面に多量の

気泡が残存していることが特徴的であつた。また、内部は金属

ではない物質が充填しており、さらに内部では金属質とも考え

られる物質が存在していた。CT値 (CT―側mbCr)を測定したと

ころ、外側の金属吉卜うチは13■ 4± 288、 内狽↓では3771± 149、 中

央部では7609± 180を示した。つまり、CT値は密度と比例する

ことから、外側はほぼε同の値を示し、内側では金属以外の物質

として粘土ないしシルトおよびそれに類する物質と推定され

図2 試料 Bの蛍光X線スペクドル (ビスマス、金が微量成分として検
出された)

3771± 149        7609± 180

13114±288       ´ゝir:1776± 64

写真 2 試料 Aの各部分のCT値
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た。中央付近は、外側と内側の中間的な値を示しており、さらに画像を観察すると上部の吊り金具

を取り付ける部分から金属状物質が内側の粘土ないしシルトに染み込んだようにも見えるが、金属

が鋳込まれたときに生じたとも考えにくい。銅さびや鉄さびが内部に沈着したとも考えられるが、

結論づけるのは至っていない。また、底部はまったく空洞になっている (図 4参照)。

試料Bは試料Aの ように複雑な構造ではない。上部の表層付近には多量の気泡が見られるものの、

全体としてはほとんど気泡は見られない。また、上部に吊金具を止める溝もシャープに作られてい

た。試料Aと Bでは作り方が大きく異なっていた。

α                        5m

図 3 出雲国府跡出土分銅実測図

＼

オ打＼哺

澄 ツ
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B―B'CT断面A―A'CT断面

写真 3 出雲国府跡出土分銅試料A
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X線透過写真 A―A'CT断面

D―D'CT断面

写真 4 出雲国府跡出土分銅試料 B
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付論 3

出雲国府跡出上金属器生産関係遺物の分析・調査

川鉄テクノリサニチ株式会社 分析 。評価事業部 埋蔵文化財調査研究室

_     岡原 正明 。天辰 正義・小川 太―・福田文二郎

1日 `よ じ め に

出雲国府跡から出土した金属器生産関連遺物の鉄津、炉壁、対蝸、銅塊、及び羽口について、化

学成分分析を含む自然科学的観点での調査依頼があった。調査の観点としては、加工された金属器

の種類推定、工程上の位置付けなどを中心に調査した。

2H調査項 目および調査方法
(1)調査項目

調査資料の履歴と調査項目を表 1に示す。

(2)調査方法

(i)重量計測、外観観察および金属探知調査

資料重量の計量は電子天秤を使用して行い、少数点 2位以下で四捨五入した。外観観察につ

いては島根県埋蔵文化財調査センターから提供された写真を使用し、観察記録を参考とした。

磁着力調査については、直径3.Ocmの リング状フェライト磁石を使用し、官能検査により5

ランクで、個別調査結果を表示した。また、遺物内の残存金属の有無を金属探知機 (MCi

meねl checker)を用いて調査した。

(� )化学成分分析

化学成分分析は鉄鋼に関するJISの分析法に準じて行っている。

T.Fc i三塩化チタン還元一ニクロム酸カリウム滴定法

M.Fc i臭素メタノール分解―EDTA滴 定法
FcO:ニクロム酸カリウム滴定法、Fe203:計算

C,W.:カ ールフイッシャー法、C:燃焼―赤外線吸収法

CaO,MgO,MhO,C毘 03,Na20,V,Cu:ICP発 光分光分 析法

Si02,A1203,CaO,MgO,Ti02,P205,K20,T.Fe iガ ラス ビー ド蛍光X線分 析法

但 しCao,MgO,MhOは 含有量に応 じてICP分析法またはガラスビー ド蛍光X線分析法

C,S,Si,Mn,P,Cu,Ni,Cr,Al,V,Ti:ICP発 光分光分析法、Ca,Mg,V,Na20:原 子吸差法

灰分,揮発分 :重量法、Pi吸光光度法、S:燃焼―中和滴定法

F.C。 (固定炭素):計算 (FoC.=100-(灰舛 揮発分))

発熱量 (kca1/g):カ ロリーメーター

・鉄津成分

鉄津中成分は、18成分 (全鉄T.Fe、 金属鉄M.Fe、 酸化第一鉄FeO、 酸化第二鉄Fe203、 シリ

カSi02、 アルミナA1203、 ライムCaO、 マグネシアMgO、 酸化ナトリウムNa20、 酸化カリウム
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K20、 酸化チタンTi02、 酸化マンガンMnO、 酸化リンP205、 化合水C.W.、 炭素C、 ヴアナジウ

ムv、 銅Cu、 コバル トCO)を 化学分析している。

(iii)顕微鏡組織写真

資料の一部を切 り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上げ)する。金属

鉄はナイタール (5%硝酸アルコール液)で腐食後、顕微鏡で観察しながら代表的な断面組織

(縦断面L方向、横断面 C方向)を拡大して写真撮影 し、溶融状況や金属組織および介在物

(不純物、非金属鉱物)の存在状態等から製鉄・鍛冶工程の加工状況や材質を判断する。原則

として100倍および400倍で撮影を行う。必要に応じて実体顕微鏡 (5倍～20倍)に よる観察も

する。

(� )蛍光X線分析 (EDX)よ る胎上の産地推定

蛍光X線法 (EDX)に よる胎上の産地推定は、三辻利一らの方法 (ユ )を利用した。標準鉱物

試料 (国土地理院地質調査所 。JG-la)を基準に胎土中の特定微量元素、すなわちカリウム

(K)と カルシウム (Ca)、 ルビジウム (Rb)と ス トロンチウム (Sr)等 の含有比を求める。

EDX(エネルギー分散型X線分析 :Energy Dispersive X―ray specttoscopy)に よつて、試料に電

子線を照射した際に放出される特性X線のエネルギーを検出し、試料表面層の元素分析を行う

ことができる。

蛍光X線分析装置 (堀場製作所製、MESA-500)に よる本資料の分析結果と標準試料JG‐ laの

分析結果との元素存在比を、准素 (Si)の強度 (cps/μ A)を 基準として、カリウム、カルシ

ウム、ルビジウムとストロンチウムの強度比を算出し、標準鉱物試料 (JG-la)と 強度比較し、

胎土中の元素存在比を求める。均Caと Rb/Srと の関係図で表す。

三辻らが分類 したグループ (大阪陶群、陸前群、美濃須衛群、出雲―伯者群、筑紫群、中部

地方グループ等)のいずれに一致しているか判定する。地元近隣の胎上分析データがないので

明確な断定はできないが、他地域から移入された胎土か地元近隣に位置する胎土かを推定する。

(v)X線回折測定

試料を粉砕して板状に成形し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類

に応じて、それぞれに固有な反射 (回折)さ れた特性 X線が検出されることを利用して、 試

料中の未知の化合物を観察・同定することができる。多 くの種類の結晶についての標準データ

が整備されており、ほとんどの化合物が同定される。

3日 調 査 結 果

資料Nα l 記号IZK‐1 不明滓⇒砂鉄系鍛冶滓

①外観観察 :写真 l①、②に示す。灰色を呈する薄い被熱した粘土の上に、暗青灰色の淳が固着し

ており、炉底または炉壁面に付着した津と考えられる。下面の粘上部分はやや湾曲しており、発

泡して僅かに気孔が見られる。

②顕微鏡組織観察 :写真 l③、④に示す。写真の前面に繭玉状 。樹枝状に連なった形状のウスタイ

ト (Wustite:FcO)お よびその背面に大きな短冊状のフアイヤライト (Fayalite:2FeO oSi02)結

晶が観察される。

③蛍光X線分析 :鉄淳に付着した胎土のEDX分析と特定元素の存在比の結果をそれぞれ表3と 表 4
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ならびに図4に示す。本資料は三辻らが分類したグループ (陸前群、出雲一伯者群、筑紫群、浜

松・豊橋グループ)に属している。したがって、地元近隣に位置する粘土を使用した可能性が高い。

④化学組成分析 :化学成分を表 2に示す。全鉄 (T.Fc)51.8%に 対して、酸化第一鉄 (ウ スタイ

ト:FcO)は49.4%、 酸化第二鉄 (ヘマタイト:Fe203)は 18.90/Oで、Fe203と FeOの比率は、28:

72で、平衡状態図からウスタイトの存在領域に近いと推察される。淳中成分の指標となる造津成

分 (Si02+A1203+CaOttMgO+Na20+K20)は 29,1%で ある。砂鉄原料に含まれていたと考えられる

酸化チタン (Titanium dioxidc:Ti02)が 033%と 低い。バナジウム (vanadiumiV)を o.oo60/O、 鉱

石に含有する成分の一つである銅 (cOpper i cu)イ まo,o150/0と 少ない。

製造工程上の位置づけを (1)全鉄 (T,Fe)と チタニア (Ti02)の 関係 と (2)全鉄
(T.Fe%)と 造淳成分 (SiOttA1203+CaO+MgOttNa20+K20)(%)の 関係、および製鉄の始発

原料として砂鉄系と鉱石系の分類を (3)MnO/Tio2と Ti02/T.Fc関係からそれぞれ作図し、図

1～ 図 3に示した (1)。 これらの結果では、資料No lは砂鉄系鍛冶津の範囲に属 している。した

がって、結果を総合すると、本資料は砂鉄系鍛冶津の可能性が高いと推定される。

資料Nα 2 記号IZK-2 椀形鍛治滓 (中 )⇒椀形鍛治滓

①外観観察 :写真 2①、②に示す。平面は不整な長方形状を呈する椀形淳である。下面左端部に炉

床土と見られる粘土と溶解物が付着している部分がある。本来の椀形津の形状を復元すると、長

径13cmあ まりの長楕円形になるものと考えられる。上面は中央がやや窪み、周縁部が僅かに盛り

上がっている。周縁部表面には大小の気孔があるが、本炭の噛み込みは見られない。

②顕微鏡組織観察 :写真 2③、④に示す。写真の前面に繭玉状に違なった形状のウスタイトおよび

その背面に大きな短冊状のファイヤライトが観察される。

③X線回折 :ウ スタイト、マグネタイト、ファイヤライトが検出 (回折)さ れた。顕微鏡組織観察

と一致している。

③化学組成分析 :化学成分を表 2に示す。全鉄60.9%に対して、Fe203と FcOの比率は24:76で、平

衡状態図からウスタイトの存在領域に近い。津中成分の指標となる造津成分は15,9%で ある。砂

鉄原料に含まれていたと考えられる酸化チタンが1.990/Oで 、鉱石に含有する成分の一つである銅

はo.oo10/。 と少ない。製造工程上の位置づけと始発原料の分類として化学成分を図1～ 図3に示

した。これらの結果では、資料No 2は砂鉄系鍛冶淳の範囲に属している。

したがつて、結果を総合すると、本資料は砂鉄系鍛冶淳の可能性が高いと推定される。

資料Nα 3 記号IZK‐3 椀形鍛治滓 (小 )⇒椀形鍛治滓

①外観観察 :写真 3①、②に示す。平面は、隅九方形を呈する小さい椀形淳である。底部は九みを

帯び、炉底の形状がよく残っている。上面は木炭痕による凹凸があり、中央がもっとも厚くなっ

ている。上面の一部には黒色ガラス質になった部分がある。

②顕微鏡組織観察 :写真 3③、④に示す。写真の前面に繭玉状に連なった形状のウスタイトおよび

その背面に大きな短冊状のファイヤライトが観察される。

③ X繰回折 :フ ァイヤライトとウスタイトおよびドロマイト (Dolomite:CaMg(C03)2)が検出され

た。ドロマイトは鉄津に付着した土壌成分と推定される。
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④化学組成分析 :化学成分を表 2に示す。全鉄48.0%に 対して、Fe203と FeOの比率は25:75で、平

衡状態図からウスタイトの存在領域に近い。造淳成分は34,40/0で、酸化チタンが037°/0と低く、

バナジウムo.010%、 銅は0.001%と 少ない。製造工程上の位置づけと始発原料の分類として化学

成分を図 1～ 図 3に示した。これらの結果では、資朴No 3は砂鉄系鍛冶津の範囲に属している。

したがって、結果を総合すると本資料は砂鉄系鍛冶淳の可能性が高いと推定される。

資料Nα 4 記号IZK-4 炉壁 (溶解炉 ?)⇒炉壁

①外観観察 :写真 4①、②に示す。炉壁の小片である。表面が濃緑色のガラス質に薄く淳化してい

る。炉壁粘土は灰色に堅く焼き締まりっているが、胎土はやや砂質で、混和された粗いスサが横

方向に向かい明瞭に残っている。

②顕微鏡組織観察 :写真 4③、④に示す。ガラス質を示している。窪んだ部分は光の偏光により赤

色を呈している。気泡が発生したものと見られる。

③ X線回折 :石英 (Si02)、 クリストバライト (Cristobalite:Si02)お よびムライト (Mullitc i

3A1203・ 2Si02)が検出された。本資料の主要成分はムライトから構成されている。

④蛍光X線分析 :胎上分析結果と特定元素の存在比の結果をそれぞれ表3と 表 4な らびに図 4に示

す。本資料は三辻らが分類したグループ (陸前群、出雲―伯者群、筑紫群、浜松・豊橋グループ)

に属している。地元近隣の胎上分析データがないので明確な断定はできないが、出雲・伯者群に

属しているので、地元近隣に位置する粘土を使用した可能性が高い。したがつて、結果を総合す

ると、本資料はムライト系耐火材で、地元の粘土を使用した可能性が高いと推定される。なお、

胎上分析の結果、銅成分は含まれていない。

資料Nα 5 記号IZK-5 炉壁 (青銅系)⇒炉壁 (銅系)

①外観観察 :写真 5①、②に示す。炉壁の小片で、同一個体と思われる2片がある。5-(1)の 表面

には明るい紫紅色の部分と黒色のガラス質淳の部分が併存し、紫紅色部分の一部は赤銅色の金属

光沢をもつ。裏面は発泡した津部が残り、青銅系酸化物粒子が点在する。5-(2)の 下部には炉

底に接していたことを示す細かい白色砂が付着する。外面は紫紅色のガラス質淳化している。

②顕微鏡組織観察 :胎上部分を写真 5③、④に示す。胎土系のガラス質組織を示している。赤色は

視野の凹んだ位置で、偏光色 (赤色)を呈する。炉壁内に金属粒が侵入していた金属組織の写真

⑤、⑥に示す。結晶面が異なるために結晶粒界が観察され、結晶粒度は20～ 50μ mと なっている。

③ X線回折 :石英 (Si02)と 酸化1同 (CuoiCuprite)お よび銅 (CuCopper)が検出された。

資料Nα 6 記号IZK‐6 対蝸 (青銅系)⇒lH蝸 (銅系)

①外観観察 :写真 6①、②に示す。汁蝸口縁部の小破片である。復元径は17.4cm程で、体部は太く、

椀形の形状になるものと考えられる。内面は薄く淳化し、紫紅色になっている。

②顕微鏡組織観察 :胎上部分を写真 6③、④に示す。胎土系のガラス質組織を示している。赤色は

視野の凹んだ位置で、偏光色 (赤色)を呈する。

③ X線回折 :石英 (Si02)ま たはクリストバライト (Si02)お よびムライト (Mullitc i 3A1203・

2Si02)が検出された。本資料の主要成分はムライトから構成されていると推定される。
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④蛍光X線分析 :胎土分析結果と特定元素の存在比の結果をそれぞれ表3と 表4な らびに図 4に示

す。本資料は三辻らが分類したグループ (陸前群、出雲‐伯者群、筑紫群)か ら外れ、浜松・豊橋

グループに属している。地元近隣の胎土分析データがないので明確な断定はできないが、地元近

隣に位置する粘土を使用した可能性が高い。したがって、結果を総合すると、本資料はムライト

系耐火材で、地元の粘土を使用した可能性が高いと推定される。

資料Nα 7 記号IZK‐7 1H蝸 (青銅系)⇒対蝸 (銅系)

①外観観察 :写真 7①、②に示す。九底の片口鮒塙で、口縁の一部を片口状に成形しており、その

上面に流動状になった銅塊が付着している。口縁に付着する淳は紫紅色、内面の津は灰黒色を呈

しており、内面にも青銅塊とみられる粒子が点在している。対鋼は一度使用された後、内面から

口縁部に粘土を上塗して補修されており、厚さ2.6cmと全体的にかなり厚手である。

るつぼ模式図 (内径7.Ocm、 深さ3.5cm、 溶解痕跡深さ2.Ocm)から、約80cc(600g)の銅合金を

溶解できたものと推定される。

②蛍光X線分析 :対鋼縁に付着した金属のEDX分析結果を表 5に示す。含有成分には、銅 (Cu)

82,90/0、 鉛 (Cu)2.5°/O、 錫 (Sn)2.40/O、 ビスマス (Bi)な ど多成分を含んでいる。胎土分析結

果と特定元素の存在比の結果をそれぞれ表3と 表 4な らびに図4に示す。本資料は三辻らが分類

したグループ (陸前群、出雲―伯者群、筑紫群)か ら外れ、浜松。豊橋グループに属している。地

元近隣の胎上分析データがないので明確な断定はできないが、地元近隣に位置する粘土を使用し

た可能性が高い。

資料Nα 8 記号IZK…8 銅塊⇒銅塊 (銅合金)

①外観観察 :写真 8①、②に示す。平面、不整形な薄板状の小銅塊片で、厚さ0.4cm程の薄い銅塊

2枚が重層している。銅塊は両面とも中央がやや窪み気味で、端部が外反しており、重層した部

分はやや厚くなっている。表面には、多少気子とが見られる。

②顕微鏡組織観察 :銅合金塊の写真を③、④に示す。結晶粒界がランダム状態に観察され、徐冷組

織を示している。

③蛍光X線分析 :本資料のEDX分析結果を表 3に示す。鉛 (Pb),砒素 (As),錫 (Sn)ほかの多

成分を含む銅合金である。

資料Nα 9 記号IZK-9 羽口 (鉄系 ?)⇒羽口 (鉄系)

①外観観察 :写真 9①、②に示す。羽口先端部の小破片である。先端は外面が濃緑色のガラス質に

溶解しており、基部側に向かって表面が灰色を呈する。通風孔部は先端が黒緑色調であるが、基

部に向かって暗赤褐色に変化が見られる。

②顕微鏡組織観察 :写真③、④に示す。胎土系のガラス質組織を示している。白色は酸化鉄の溶融

物が付着混入したものと推察される。

③ X線回折 :石英 (Si02)ま たはクリストバライト (Si02)お よびムライト (Mullite:3A1203・

2Si02)が検出された。本資料の主要成分はムライトから構成されていると推定される。

④蛍光X線分析 :胎土分析結果と特定元素の存在比の結果をそれぞれ表3と 表4な らびに図 4に示
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す。本資料は三辻らが分類したグループ (陸前群、出雲―伯者群、筑紫群)か ら外れ、浜松。豊橋

グループに属している。地元近隣の胎上分析データがないので明確な断定はできないが、地元近

隣に位置する粘土を使用した可能性が高い。銅元素は検出されなかった。

したがって、結果を総合すると、本資料はムライト系耐火材の羽口で、地元の粘土を使用した

可能性が高いと推定される。

資料Nα1 0 記号IZK‐10 羽口 (青銅系)⇒羽口 (銅系)

①外観観察 :写真10①、②に示す。羽口先端部の小破片である。先端部は外面が黒色～紫紅色のガ

ラス質に溶解し、端部に僅かに茶褐色の酸化物が固着する。通風孔部の内面は先端部に黒緑色か

ら黒色のガラス質淳が付着するが、基部に向かってすぐに薄くなる。

②顕微鏡組織観察 :胎土部分を写真③、④に示す。胎土系のガラス質組織を示している。赤色は視

野の凹んだ位置で、偏光色 (赤色)を呈する。

③ X線回折 :石英 (Si02)ま たはクリストバライト (Si02)お よびムライト (Mullite:3A1203・

2Si02)が検出された。本資料の主要成分はムライトから構成されていると推定される。

④蛍光X線分析 :胎土分析結果と特定元素の存在比の結果をそれぞれ表3と 表4な らびに図4に示

す。酸化銅 (Cuo換算で約1.3%)を含有している。銅系の溶解または製錬に使用された可能性

が高いと推定される。

本資料は三辻らが分類したグループ (陸前群、出雲―伯者群、筑紫群)か ら僅かに外れ、浜

松・豊橋グループに属している。地元近隣の胎上分析データがないので明確な断定はできないが、

地元近隣に位置する粘土を使用した可能性が高い。したがって、結果を総合すると、本資料はム

ライト系耐火材で、地元の粘土を使用した可能性が高いと推定される。

4日 ま と め

1。 資料No l、 No 2と No 3は 、砂鉄系鍛冶淳と推定される。

2。 資料No 4、 No 5、 No 6は、それぞれ炉壁材で、地元の胎土を使用したと推定される。

No41こは銅を含まないが、No 5と No 6は銅系を含んでいる。銅合金元素には、砒素 (As)、 亜

¢合 (Zn)、 鉛 (Pb)他の多成分を含んでいる。

3.資料No7は、銅合金を溶解する対蝸と推定される。対蝸縁に付着した金属は、銅 (Cu)82.90/O、

鉛 (Cu)2.5%、 錫 (Sn)2.40/0、 ビスマス (Bi)0.9%な ど多成分を含んでいる。溶解量は約

80cc(約 600g)で、対渦素材には地元の胎土を使用したと推定される。

4.資料No 8は、鋳造したままの銅合金と推定される。一部酸化している。

5,資料No 9(鉄系)と No10(銅系)の羽口と推定される。地元の胎上を使用したと推定される。

参考文献

(1)三辻利一 :胎土分析による土器の産地推定 :蛍光X線法

古文化財編集委員会編 :考古学・美術史の自然科学的研究 [日 本学術振興会](1989)

(2)小川太一 :分析側から見た鉄関連遺物発掘調査への期待

「鉄の歴史―その技術と文化フォーラム」論文集、p3]

[日 本鉄鋼協会 鉄関連遺物分析評価研究会](2002年 2月 )
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表1 調査資料と調査項目(出雲国府跡 )

資
　
料
　
ｈ

記号

出土遺構

注  記
資 料 種 別 原素材 重量g

磁
　
着
　
度

Ｍ

Ｃ

反

応

外

観

写

真

化

学

成

分

組

織

写

真

Ｅ
Ｄ
Ｘ
分
析

Ｘ

線

回

折

ユ IZK■ 1号溝 不明津⇒砂鉄系鍛冶津 津 255 2 征
ヽ
○ ○ ○ ○

2 IZK-2 4号溝 椀形鍛冶津 (中 )⇒椀形鍛治津 淳 706 5 征
【
○ ○ ○ ○

3 IZK-3
T5
第3層

椀形鍛冶津 1/1ヽ )⇒椀形鍛治津 津 1744 2 征
〔
○ ○ ○ ○

4 IZK_4 4号溝 炉壁 (溶解炉?)⇒炉壁 胎 土 532 1 鉦
一
○ ○ ○

5 IZK-5
4号溝

第2層
炉壁 (青銅系)⇒炉壁 (銅系 ) 胎 土 41.3 1 征

〔
○ ○ ○ ○

6 IZK-6
T7
2・ 3層

対蝸(青銅系)⇒対渦ё同系) 胎土 209 1 征
【
○ ○ ○ ○

7 IZK‐7 4号溝 lr塙 (青銅系)⇒対蝸 (1同系) 胎 土 687.6 1 L ○ ○

8 IZK-8
2号溝

第1層
銅塊⇒銅塊 (銅合金) 0同 233 1 L ○ ○ ○

9 IZK‐9
4号溝

第2層
羽口⇒羽口(鉄系 ) 胎 土

つ
々 2 征

い
○ ○ ○ ○

10 IZK-10
4号溝

第2層
羽口(青銅系)⇒羽口 (銅系 ) 胎土 27.4 1 征

【
○ ○ ○ ○

註(1)資料Noと資料種別はセンター資料の記載による。MC反応はメタルチェッカーによる金属探知反応を示す。
(2)資料種別の項で⇒後は検討結果を示す。

表 2 出雲国府跡出土鉄滓の化学成分分析結果 (%)

No T Fe M.Fe FeO Fe203 Si02 A1203 CaO MgO
比率 (%)

Fe203 FeO

1 518 0.17 49.4 18,9 19,4 5.22 24 06ユ 27.7
つ
じ

つ
々
ワ
イ

2 609 0,17 61,0 190 10.3 ４つ
々
刀
仕 065 つ

υ
（
） 238 763

480 0.17 47.2 159 25.8 6.05 058 041 252 74.8

No Na20 K20 Ti02 A/1nO P205 C,W. Co C V Cu
造 津

成分%

1 041 1,06 033 010 0951 1.06 0.014 0096 0006 0015 29.1
つ
る 0.19 0.17 1.99 0.15 0.148 1.16 0.009 008 0051 0.001 15,9

3 0.49
ハ
） 0.37 0.12 0.459 1.28 0.001 0,10 0.010 0001 344

CW.=化合水、造淳成分=Si02+A1203+CaO+MgO+Na20+K20
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表 3 蛍光X線 (EDX)による胎上の成分分析結果

資料No Si02 A1203 Fe203 Ti02 CaO K20 Zr02 SrO Rb20

1
ワ
‘ 18 6.0

つ
々 1.3

つ
々 005 0,05 つ

々
（
υ
（
）

4 76.2 14.2 2.8 0,8 ワ
‘
つ
々 0.03 0,02 0.01

6 76.2 15.6 3.4 0.8 06 2.9 0.03 0.02 0.01

7 66.8 206 4.7 ９

， 0.6 4.1 0.09 0.03 0.03

9 73.5 13.6 60 0.8 1.9 3.9
つ
０
（
）
０ 0.03 ｎ

Ｖ
ｎ
Ｖ

10 72.6 16.3 4.5 0.8 0。 7 3.3
つ
υ
∩
）

（
υ 0.02 002

」Gla 78,0 12.9 2.17 0.3 2,3 0.02 0.02 002

定量値は、検出された化合物濃度の合計を100重量%として補正して求めた。

表 4 胎土中の特定元素の存在比

資料No
標準資料JG-laに対する元素比 元素存在比

Ca K Rb Sr K/Ca Rb/Sr

l 0.47 0.41 0.52 119 0.88 0.44

0.55 071 0.63 081 つ
々 0,78

6 032 074 0.76 0.66 2.31 1.15

244 7.19 15.3
つ
々 2.95 1.24

9 0.25 0.68 0.59 0.56 ワ
ｒ
つ
々 1.06

10 037 0.93 0,72 0.56 2.5 1.29

表 5 蛍光X線 (EDX)による金属成分の分析結果

資料No 採取位置 Cu As Zn Pb Sn Sb Bi others

5 炉壁 886 4.4 2.ユ 06 0.04 4.3

ワ
‘ オ蝸付着 82.9

つ
０

（
） 2.5 24 01 09 10,9

8 銅塊 76.6 1.6 10.3
ワ
イ 9,8

定量値は、検出された化合物濃度の合計を100重量%として補正して求めた。

表 6 X線回折結果 (出雲国府跡資料)    表中数字は検出強度順番

鉱物成分 ウスタイト マグネタイトヘマタイトファイヤライト 石英 クリストバライト ムライト ドロマイト 酸化銅 1同

No A B C D E F G H I

つ
る ◎ 1 02 03

3 02 ◎ 1 03

4 ◎ユ 02 03

5 ◎ 1 02 03

6 ◎ 1 03 02

9 ◎ 1 02 03

10 ◎ 1 02 03

A:Wustite― FeO,BIW[agnetite‐ Fe304,C:Hematite‐Fe203,D:Fayahte― Fe2Si04,E:Quartz‐ Si02,

FiCristobante_si02,G:VIullite‐ A16Si2013,H:Dolornite‐ Caふ /「g(C03)2,I:Cuprite‐ Cu20,」 :Copper‐ Cu
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図 1 出土鉄滓の全鉄量 (T.Fe)と酸化チタン(Ti02)量分布図

図 2 製錬滓と鍛冶滓の分類
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0,000 0.010

Ti02/T.Fe

砂鉄系精錬鍛冶津Gr.

鉄系鍛錬鍛冶津Gr.

図 3 砂鉄系鍛冶滓と鉱石系製錬滓の分類

塵大阪陶群

■陸前群

△美濃須衛群

I出雲・伯者群

×筑紫群

■名古屋市東山Gr

■浜松・豊橋Gr

●出雲国府跡

図4 胎土の産地推定
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資料Nol 砂鉄系鍛冶津
長軸3.8×長軸3.3×厚さ1.2cm

重量255g
①外観 (上)②外観 (下 )
③④顕微銃組織 (ファイヤライト、ウス
タイト)、今同を含まない

②

50μ m

一

一

資料No2 椀形鍛治津 (中 )
長軸 14.8×長軸100×厚さ5,Ocm、
重量706.Og

①外観 (上)②外観 (下 )
③④顕微鏡組織 (ウスタイト、ファイヤ
ライト)銅を含まない

写真1 資料No l(鍛冶滓)の外観および顕微鏡組織写真

200μm

-

写真2 資料No2(鍛冶滓)の外観および顕微鏡組織写真

〕

　

が
本
貧
囁
囃
解
響
豚 :|
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資料No3 椀形鍛治津御 )ヽ
長軸38×長軸33×厚さ1 2cm

重量25.5g

①外観(上 )②外観(下 )
③④顕微鏡組織 (ファイヤライト、ウス
タイト)

押
力
夢
ｒ
ギ
一

ダ
Ｊ
還
弄♂

戯
【副

写真3 資料No3(鍛冶滓)の外観および顕微鏡組織写真

曇豊絆半よ長どS爆忌.3輝さ■2cal  ①
重量255g
①外観(上)②外観 (下 )
③④顕微鏡組織 (月台土:ガラス質)
¢同を含まなヤヽ。

諄
　
　
　
持
　
オ

写真4 資料Nα4(炉壁)の外観および顕微鏡組織写真

r ③ l
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資料No5 炉壁 (今日系 )
大きい資料5-(1):長さ46nlln×幅37
111m×厚さ18剛 ;小さい資料5-(2):
長さ37mln×幅32nalll× 厚さ1411m、 総
重量413g
①外観(右・下)②外観 (左・下)
③④顕微鏡組織 (月台土:ガラス質)
⑤⑥顕微鏡組織 (侵入金属崎同系
徐冷組織)

デイ■:｀
|・  十   `

it〕 .

①

50μ m  1 4

- 

・

゛   .

写真5 資料No5(炉壁)の外観および顕微鏡組織写真
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資料No6 1tr蝸 (銅系 )
長軸47×長軸30×厚さ1 4cm

重量20.9g

①外観(外)②外観(内 )
③④顕微鏡組織(胎土:ガラス質、銅
系合金混在 )

①

　

建

200μm

01●
e    e。 e50盈

  電
一

・■
ｏ

々

●

写真6

0 -

資料No6(対蝸)の外観および顕微鏡組織写真

資料配7 坤蝸 (銅系 )
長軸13.2×長軸6.1×厚さ2.6cm

重量687.6g

①外観 (横)②外観(上 )
付着金属:銅系合金

るつぼ模式図

写真7 資料No7(姑蝸)の外観

対 蝸 :外径Φ132内径φ70oln深さ351m
溶融浴 :内径070深さ20nln溶解量80cc(痕跡)

・
・・・‐！一・
一

● 、 0°

1 .:・  ..,..c

● 。  .        、、

-196-



資料No.8 銅塊 (合金系 )
長軸3.9×長軸39×厚さ0 8cm

重量23.3g

①外観(上)②外観(下 )
③④顕微鏡組織(銅合金系徐冷組
織、銅と酸化銅を含有 )

資料No9 羽口(鉄系 )
長軸4.5×長軸55×厚さ1 9cm

重量51.2g

①外観(内 )②外観(外 )
③④顕微鏡組織(胎土:ガラス質)

写真8 資料No3(銅塊)の外観および顕微鏡組織写真

写真9 資料No9(羽口)の外観および顕微鏡組織写真

l t ユ|をr
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資料h10 羽日(銅系 )
長軸4.0×長軸3.5×厚さ12.Oclll

重量27.4g

①外観(外)②外観(内 )
③④顕微鏡組織(胎土:ガラス質)

写真10 資料Nα 1 0(羽口)の外観および顕微鏡組織写真
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付論 4

出雲国府跡出土柱根 。木製品の樹種 (1)

文化財調査コンサルタント株式会社    島根大学総合理工学部

渡 辺 正 巳       古 野   毅

は じ め に

本報告では、奈良時代の用材についての基礎資料とする目的で、検出された建物群の柱根および

いくつかの木製品を対象に樹種鑑定を行った。なお、本報告は島根県教育庁埋蔵文化財調査センタ

ーが文化財調査コンサルタント株式会社に委託して実施した委託業務報告書を簡略化し、数種類の

樹種記載を加筆したものである。

1日 試料について

樹種鑑定を行った試料の一覧を表 1に示す。表 1に は、同時に鑑定結果も示してある。

永久プレパラートは渡辺 (2000)に 従い作成した。また作成した永久プレパラートには整理番号

を付け、文化財調査コンサルタント伽にて保管管理をしている。

作製した永久プレパラートを、光学顕微鏡下で40倍～600倍の倍率で観察し記載を行った。記載

にあたつて同一分類群は一括して記載し、代表的な試料の3断面の顕微鏡写真を付けた。また用語

などは基本的に島地ほか (1985)に従った。

2日 樹種の鑑定結果 と記載

表 1に鑑定結果を示し、各分類群毎に記載を行った。

①マツ属 (複維管束亜属)Яws(sub.D"′ Ox′ο2)Sp.

試料No:2,4,6,7

記載 :構成細胞は仮道管、放射仮道管、放射柔細胞、垂直樹脂道および水平樹脂道を取り囲む

エピセリウム細胞からなる。早材から晩材への移行はやや急で、晩材の幅は広い。放射仮道管に

は鋸歯状肥厚が認められる。放射組織は単列であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を示す。

エピセリウム細胞は薄壁である。垂直樹脂道は早、晩材部ともに分布し、チロソイドが見られる。

分野壁孔は窓状であることなどから、マツ属 (複維管束亜属)と 同定した。

②スギ 恥 pron釦鳴i12PtticaD.Don
試料Noi l,8,26,30,31,40

記載 :構成細胞は仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなる。早材から晩材への移行はゆるやか

で、晩材の幅はほとんどの試料が広い。樹脂細胞は主に晩材部に分布している。また、分野壁孔

はスギ型で 2～ 3個存在することなどから、スギと同定した。

③ヒノキ属 働2盟βCCyP9as sp.

試碁斗Noi 3,9,22,27,29-1,34,35,36,37,38,39,41

記載 :構成細胞は仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなる。早材から晩材への移行はゆるやか
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で、晩材の幅はほとんどの試料で狭い。樹脂細胞は晩材部に認められる。分野壁孔は明瞭なヒノ

キ型で 2～ 4個存在することなどから、ヒノキ属と同定した。

また、試料No28‐ 1,33,42,29-2は 、分野壁孔が不明瞭なものの晩材の幅が狭い傾向にあること、

樹脂細胞が晩材部に認められることから、断定にいたらないもののヒノキ属の可能性が高いと考

えた。

試料No28-2は横断面しか得られなかったが、晩材の幅が狭い傾向にあること、樹脂細胞が晩材

部に認められることから、断定にいたらないもののヒノキ属の可能性が高いと考えた。

④カヤ属 ToFCa Sp.

試料No10,11

記載 :構成細胞は仮道管、放射柔細胞からなる。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材の幅

は狭い。仮道管にはらせん肥厚があり、 2本のらせんが対になる傾向がある。有縁壁孔の孔口は

凸レンズ状を示すものがある。分野壁孔は明瞭なヒノキ型で4個存在することなどから、カヤ属

と同定した。

⑤クリ 働sttca crcnatt Sttb.ct Zucc.

試料No:13,14,15,16,18,19,20,21,23‐ 1,23‐ 2,43

記載 :環孔材で大きい円形ないし楕円形の道管が単独で多列に配列し、孔圏部の幅はかなり広

い。子し圏外の道管は小さく、やや火炎状に配列する。道管せん子とは単せん孔でる。また、道管に

はチロースが顕著に認められる。孔圏道管の周りには周囲仮道管が存在する。軸方向柔細胞は単

接線状に配列するのが認められる。放射組織は平伏細胞からなる単列同性型である。以上の組織

上の特徴からクリと同定した。

⑥ コ ナ ラ 属 (ア カ ガ シ 亜 属 )ovcrcyS(sub,C/cr悦 成知 Dpsiasp・

試料No25

記載 :中庸で円形ないし楕円形の道管が単独で放射方向に配列する放射孔材である。道管せん

孔は単せん孔である。また、道管にはチロースが非常によく発達し、周囲仮道管が存在する。軸

方向柔細胞は接線方向に 1ないし2細胞幅の独立帯状柔組織を形成している。放射組織は同性で、

低い単列放射組織ときわめて幅の広い広放射組織がある。さらに道管放射組織壁孔は典型的な柵

状を示す。以上の組織上の特徴から、コナラ属 (ア カガシ亜属)と 同定した。

⑦エレ属 助町弼sp.
試料胞 5

記載 :大型の道管が孔圏で2列 に配列する環孔材である。了し圏外では徐々に大きさを減じた小

道管が 2～ 6個放射方向に複合し集団環孔を形成し、斜線状に配列している。軸方向柔細胞は周

囲状で、孔圏部では接線方向に幅の広いイニシアル状となり、子し圏外では集団管子しを取り囲んで

いる。道管せん孔は単せん孔で、道管相互壁子しは交互状を示す。小道管にらせん肥厚が認められ

る。放射組織は上下の縁辺に方形細胞をもつ異性型で1～ 6細胞幅であり、一様な大きさの紡錘

型放射組織が目立つ (高さは)l mllま で)。 以上の組織上の特徴からニレ属と同定した。

③クスノキ G脳躍
“
側 vlm cttoFa(L。 )Pred

試料No17

記載 :道管が単独ないし2～ 3個放射方向に複合して年輪内に均等に分布する散孔材である。
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道管の分布は少ない。軸方向柔細胞は道管の周囲を厚いさや状に囲む周囲状である。道管せん孔

は単せん子しである。道管内に着色物質を含むものがある。放射組織は異性型で 1～ 3細胞幅 (50

μm未満)であり、高さは低い (l llm未満 )。 放射組織に大型の異形細胞 (油細胞)が存在 し、

非常に目立つ。また、軸方向柔組織にも油細胞が見られる。以上の組織上の特徴から、クスノキ

と同定した。

③サクラ属 Pm2,s sp.

試料No12

記載 :道管が単独あるいは2～ 3個放射方向にに複合して年輪内に均等に分布する散孔材であ

る。軸方向柔細胞は散在状で少ない。道管せん孔は単せん孔で、道管相互壁孔は交互状を示す。

不顕著であるが、らせん肥厚が認められる。道管内に着色物質が多量に存在し、顕著である。走

者組織は同性ないし異性型で1～ 5細胞幅であり、上下の縁辺に方形細胞が存在する。また部分

的にさや細胞が認められる。以上の組織上の特徴からサクラ属と同定した。

⑩ トチノキ ス餌θ口れs ttinatt Bhmc

試料No:32

記載 :やや小さい道管が単独ないし放射方向に2～ 6個複合して散在状に分布する散孔材であ

る。道管せん孔は単せん孔で、道管壁孔は交互壁孔を示し、内腔に内容物 (着色物質)を含むも

のが多い。放射組織は単列同性型で、きわめて低いものが階層状に配列している。軸方向柔細胞

は1～ 2層のターミナル状である。以上の組織上の特徴からトチノキと同定した。

① トネリコ属 Fttinvs sp.

試料No:24

記載 :径250～ 300μ mの道管ががほとんど単独で1～ 2列あるいは3列の孔圏部をつくって並

ぶ環孔材である。孔圏外では徐々に大きさを減じた小道管が 2～ 6個かそれ以上放射方向に複合、

あるいは房状に集団管孔を形成し、散在している。軸方向柔組織は顕著に存在し、孔圏部で周囲

状であり、孔圏外で翼状から3～ 10細胞幅の連合翼状や接線方向に長い帯状 (タ ーミナル状)を

示すものがある。道管せん孔は単せん孔で、道管相互壁子しは交互状を示す。了し圏外の河ヽ道管は厚

壁である。放射組織は同性で1～ 3(4)細 胞幅であり、高さは低い。上の組織上の特徴から、
トネリコ属と同定した。

3日 柱の用材 についての特徴

前述のように25本の柱について樹種鑑定を行った結果、クリが10本あり、特に4号建物跡で11本

中8本、 7号建物跡で 2本中2本と、クリを選択的に用いたと考えられる建物が存在した (図 1、

2参照)。 伊東ほか (1987)、 山田 (1993)で見る限り、柱へのクリの使用例は必ずしも多くはない

(建築部材としては、多い傾向にある)が、近年の島根県下の報告では、玉湯町の蛇喰遺跡 (古

野・渡辺,1999)、 斐川町の富村正法遺跡 (文化財調査コンサルタント蜘,2000)な どでクリの用

例がある。

カヤ属は25本中2本のみの出現であったが、全てが 5号建物跡の柱根であった (図 3参照)。 柱

へのカヤ属の使用例も全国的には多くないが、先の蛇喰遺跡では、柱根として記載されている。
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4.そ の他の木製品の用材
①曲  物
8点 (底、側併せて)の うちヒノキ属と断定できたものが3点、断定に至らなかったがヒノキ

属の可能性の高いものが4点、針葉樹としたものが1点であった。

曲物にはヒノキなどの針葉樹が用いられることが多く (前述の島地ほか (1987)、 山田 (1993)

の集成による。)、 今回の結果もこれを追従するものであった。

②刀形形代

今回の結果の様に、ヒノキが用いられることが多い (前述の島地ほか (1987)の集成による。)。

③斎  串
ヒノキが用いられることが圧倒的に多い (前述の島地ほか (1987)の集成による。)が、今回

の結果 (スギ)も 数例ある。

④挽  物
ケヤキなどの環孔材が多い傾向にある (前述の島地ほか (1987)、 山田 (1993)の集成による。)

が、今回鑑定したトチノキもこれらに次いで多い傾向にある。

⑤糸  車
今回の結果の様に、ヒノキが用いられることが多い (前述の島地ほか (1987)の集成による。)。

⑥井 戸 枠

スギ、ヒノキなどの針葉樹が用いられることが多く (前述の島地ほか (1987)の集成による。)、

今回の結果 (スギ)も これを追従するものであつた。島根県下では益田市の三宅御土居跡で、木

組井戸隅柱の用材としてスギが記載されている (吉野ほか,2002)。

⑦下  駄
ヒノキ属が用いられることが多い (前述の島地ほか (1987)の集成による。)。 今回鑑定したク

リも、用材となることがヒノキ属に続き多い。
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表1 樹種鑑定試料結果一覧

試料番号 整理番号 樹 種 名 迫還 構 種 別 時 期 挿図番号

1 ヽヽ「02060406 スギ 1区 P,1 柱根 時期不明 47-2

2 ヽヽた02060409 マツ属 2区P2 柱根 時期不明

3 ヽヽ「02060408 ヒノキ属 2区P4 柱根 時期不明 48‐ 5

4 ヽヽ「02060407 マツ属 2区P3 柱根 時期不明 47-3

5 ヽヽ「02060410 エレ属 2区 P.5 柱根 時期不明

6 ⅢⅢ「02060411 マツ属 3区P7 柱根 時期不明
７
‘
刀
■

7 |ヽ「02060405 マツ属 3区P.8 柱根 時期不明

8 |ヽ「02060402 スギ 6号建物跡Pl 柱根 時期不明

9 ヽ
～
「02060403 ヒノキ属 2号建物跡P10 柱根 時期不明 47‐4

10 ヽヽ「02060401 カヤ属 5号建物跡P,3 柱根 時期不明

ヽヽ「02060404 カヤ属 5号建物跡P,4 柱根 時期不明
つ
々 W01121701 サクラ属 4号建物跡P3 柱根 奈良時代

13 ヽヽ「01121702 クリ 4号建物跡P,2 柱根 奈良時代

14 WV01121703 クリ 4号建物跡P.1 柱根 奈良時代

W701121704 クリ 4号建物跡P4 柱根 奈良時代

ヽヽ「01121705 クリ 4号建物跡P,5 柱根 奈良時代
７
ｒ Vヽ01121706 クスノキ 4号建物跡P6 柱根 奈良時代

18 ヽヽ「01121707 クリ 4号建物跡P,7 柱根 奈良時代

ヽヽ「01121408 クリ 4号建物跡P,10 柱根 奈良時代

20 Vヽ01121709 クリ 4号建物跡P.H 柱 根 奈良時代
つ
つ ヽヽ「01121710 クリ 4号建物跡P,12 柱 根 奈良時代

22 ヽヽ「02062101 ヒノキ属 4号建物跡P,13 柱 根 奈良時代 48-6

つ
け
つ
々 W01122101 クリ 7号建物跡Pl 柱根 奈良時代

23-2 Vヽ01122102 クリ 7号建物跡P2 柱根 余良時代

24 Vヽ01122103 トネリコ属 8号建物跡P.5 柱根 奈良時代

25 W01122104 アカガシ亜属 4号溝下位 自然木 時期不明

26 Vヽ02052405 スギ 1号井戸跡 井戸枠 平安時代
７
‘ ヽヽ「02052401 ヒノキ属 5号土坑 刀形形代 奈良時代 84-147

28-1 W02052807 ヒノキ属 ? 5号土坑 曲物 (側 ) 奈良時代 83-139

28-2 ヽヽ「02052808 ヒノキ属 ? 5号土坑 曲物 (底 ) 奈良時代 83‐ 139

29‐ 1 W02052809 ヒノキ属 5号土坑 曲物 (蓋 ) 奈良時代 83-138

29-2 ヽヽ「02052810 ヒノキ属? 5号土坑 曲物 (偵1) 奈良時代 83-138

30 ヽヽ「02052805 スギ 5号土坑 不明木製品 奈良時代 83-145
つ
０ W02052402 スギ 5号土坑 斎串 奈良時代 84-148
つ
０ Vヽ02052811 トチノキ 4号滞跡 挽物 奈良時代 63-231
つ
υ W02052801 ヒノキ属? 4号溝跡 曲物 奈良時代 63-233

34 W702052806 ヒノキ属 4号溝跡 不明板材 奈良時代 64‐263
つ
０ W02052403 ヒノキ属 4号溝跡 木箱蓋 奈良時代 63-230

36 ヽヽ「02052407 ヒノキ属 4号溝跡 示明木製品 奈良時代 64-258
つ
０ Vヽ02052408 ヒノキ属 4号溝跡 小明木製品 奈良時代 64‐259

38 W02052802 ヒノキ属 4号溝跡 曲物 奈良時代 63-234

39 ヽヽ「02052406 ヒノキ属 4号溝跡 糸巻 奈良時代 63-239

40 W02052409 スギ 4号溝跡 不明木製品 奈良時代 63-240

41 ヽヽ「02052804 ヒノキ属 4号溝跡 由物 奈良時代 63-238
И
生 ヽヽr02052803 ヒノキ属? 4号溝跡 曲物 奈良時代 63-236

43 W02052404 クリ l号井戸跡 下駄 平安時代 112-25
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